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まえがき

ニの呼子に訳出 し場ﾡし た 論* は ・ /94o年 8月27日よ り 9月ノ2日 

てシャトル市てﾡ催さ た第五 ・ 世 平は*会談の 法求姫滋部会に 

変#さたしのの中. 系林の測ﾡにﾡするものである。 二れうの内 

容から来知さるよ う に. 森闘査になけろ裸本ﾡ査ﾡ論の毛用。 

私生ﾡ資の利ﾡはせ界的公ﾡ同て. これらに伴う集計介ﾡのﾡﾡ化 

ア大さ く取り あげアうれている。

盗の訳出は刈定研ﾡ生の面沢正久求ﾡと端率ﾡボ官が。 そ 

てれ分加して行なったが, 論大の性気上 早るき受するのて. 訳文 

も+分岐するﾡもGく. また若干の誤訳もあろかとも思われるが 

二 2 点 競 者 の 卸 寃 在 を 語 う し。 である・

厶 お,論大はすべて第五回林賞会ぼに出あさた, X大球教板が 

ヶ附され亡ものてニ ニにﾡ基な謝部を表するものである。
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大面積の森社に埼に左用し行る調査

イw2 ん2QそしCィ2224 HAcd2ee
イouc4tt C&?vイve 

ey 
R. c. ン0Jo2*

C2C2d,

P/ 83/J/A
(アメリカ

S.A.・

私の談的を昭介す ろ ために大面承の 森林に対する ﾡ査の 目的と研 

宛団のﾡ客をみの見た a にっいて述べェ う . またﾡを計面を評 

ﾡするいく っかの判定の規準にっいてもっ加えてちこ う ・ これう 

。 点が, 二の論距の ま わ り の私の m道がこ。 計夏に.炉 し 私の 同係の 

りのと, 昭周じものであるという二 とも明うかにしたいと思う・ ま 

た払の強議が北米のらのもの てある が有甲t ・査計ﾡの他。代表的 

な兄方をﾡさんに 償 す ることを布愛します。

目___ 的

大面ﾡ森林闘査の 日的はﾡ単にいえば木の求態の林政的公評ﾡ 

"資抜計西や林差物校資にの要な面積の族林資源についての= ら 

の長小の事の信ﾡし ラ a 椎定ﾡ を与えることである。 したがって 

級(ﾡ生聖. 林分の大ささ.. 令級. せ位, その他の条件扱) 三との 

海林面預,材横. 式長ﾡ. 枯ﾡ登および代ﾡﾡのような不材にっい 

て の 区先計 o ためにじﾡてあ る.。

しし地が一Aの所有でなければ, 所石看別の別御な使計 が ぶ 要

Bそ2nCん ・ 2evcdct ・ of
2しっれiな Cat コなucそ

* Cんf ・ 3z&そ -イw24
&conoc4 R24eccた- ・

4czvtce- ・ k/24んイの一 ,

ccdそ

D C ・



であろ。 また・ 太材帝要にするデーターャﾡ. ﾡ定ャリクリエ 

- ショ ン に対するイ復という 工 う は本材価iの 条林*系の ﾡ当 

の部に岡するﾡ報も受であろ ・ しかしながら下の認ﾡを筋潔 

にすろたクに 木林保給受&沢ﾡ丁る方法たを逃べてことにし 

所ﾡ者別oﾡ定そ行う ち法につい ては 論ぶLないこ とにする.

研 ﾡ ﾡ ・

私がみるところ では大面ﾡ森林は大さな経済領 域内 で 数巨万工一 

カーとか枚否万 «oむ の大るなﾡである. これは州とか国というよ 

う政治的位でめる。

光米 ご一般に便われて い る 数ヶの 大規様調を gE<評 低Lェラ 

一っ2 特別なﾡ計の応用&ﾡ略述べよう ・

¥定堀型 号

函査計面の相対的な頂復を評価するのに役立っ列定規ﾡは次の •. 

ってある。() 委当なﾡ用で作栄を早くすることがてきる 却担 と 

(2) 信W派を示す二とのてこるﾡ計最の計算を可能にする, 

信頭性. と (3 再ﾡ査上に村1る画合. 二 れは最初の 函査 とそっ 

后の調をで将られるデークーの忙ﾡを可能にする (これは連 蜿瀏 セ 

の徴 詩 け 初第的である)と (4) 壁亜性。いま述べた 校性 a お 二 

り犠牲に しケいてこれを老ﾡにいれると改ﾡされた方法の設定ヶ 

ﾡとなる.

色4な有塗4総社

北米で近年来使われた 大近積調査 は 論 議の 便宜上 女 ケ の 大きな 、 

ちゅうにまとめろ=とゲ出系る。 実際上すべてこれらの設けは未# 

面ﾡを定するため. 外東をてきばきやるため, ほた野ロッI 
の位証を照合するための少く ともﾡﾡ手段としてﾡﾡﾡ女を候って 

いる・ またそれうの大部分は伐採ﾡを沢ﾡするための補 足的 t 研 充 

に依存している。 これ は 普 画林 便 業の 生涯高 を 精 交す るか, ちるい 

は丞された木の記係か ら次定さ れる.

この生産高は, 代塚型のた定を得うための別な研究て行シれた利 

引西子をﾡ用 Lてしとのﾡ林に成連づ られる。

米回での方用列は林野方で行っ ていろもの てある- 一般的な益 

※項にもとずい てﾡ行L ている州の芝林ﾡにJ ろカ ナダてのお甲例

「 イ&なonaピ PzcvtnciaC 24オ4 aaveemuenた ・ ( 函灰および 

の林業協約) にﾡ略述べてある。

, , (2)
イ0co&と :チそL22C<22乙 ・ に工るメキシコでのな用例は政ボが・ 

のﾡ業の出及を促ﾡしたり, 資金を供給したリするためのものて

み る 。

カナダやメキシコて使われていろ方法を論ずろ原に私は度 な 

- - そ ﾡちとしていろかもしれない。 それは. 米ﾡて便われていろ 

方 才 と 同じよう に, それに病通しているからてある。 私はこのﾡ護 

2 しているラ ちに, このよ うな点についてもっ とよく知っているん 

がおられれば, ﾡ々に注意していただきたい.

I )二画系基定のための図二

そ 一 の他を進こするたぬの安監的サンプリンゲ

にの設計はﾡ真談と, 野外チエックの組合せによって作られる。

F,地位. 林分の大きさ。 樹帝. 令な. #分友級というふうな) 

呑な坂る示す定全な地団を製作する要ある。 すべての森林級

7uそ R&fcuedズaそcoL() Fo264そ ピu2ruZの
そんこ

6 夕,

-クo2

Con(- ダク2&イ A cそ "/9ダ2 ～/タタる, パイdC・ 2.4そ

人CsんcxCorceovC 
/cdccc_ceo

of イov1んo22
e4イれ 2721

(2) 3o22そ クっvttイ ン 

&ncんeイ 7/ouQ-d〜- ・ C4wん&? 

よowid ノatw?のt ・ U イAS LレA,

a7L ルとケ-

/957. より友すい。

2ko- ・ イ イo28cta-
"mt/"d E a2u0C-

Y。 . /Z ・ x。 Z ・
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の京を椎定すろには王布測ﾡ. ( ふそり:ﾡ的的5ドットカウン 

Fのよう・ 地図上てﾡﾡﾡ定&すく他の方) m:る.要すs 
に=れうの花生ﾡにﾡﾡ差α い.

しかL ながら図化の方法にはレどいﾡかあるかもしnかい. 地 

図上て表林扱をく 正確度は. 大品秋に一たろ 浜条は ﾡけそ※ 

ﾡﾡmの. ・ 平均" であるりﾡﾡする時の地回作夜者にょって行ム

われる 主名的女決定と とも に変化す るもの てある。

野外プロット材秋, 求長受・ 枯ﾡ受の 資料を ﾡ供 +る. プロッ 

卜位置は- ﾡ々なﾡ林級の代表的な師分を出するためにﾡい抵兵 

のある人によ って送ばれる・ る級の中て『られたんてのプロットガ 

らのﾡ料は, その級の材税 ぶ長受- お宿受にりする平均のﾡ計ェ 

を歩そる・ ニれら○4と要の抽出誤そゲ計算され, ニのロットッ 

英の 代ﾡ的標本てあった-かの」う に呑わされ ろ ニ とがある.

三 の設計 &玄形した

74クむ8_ (近く

ものが C〜1_cCcxzt /2ownttcパ2 f Eのa. 
ことがてきる地方). cnzxdo-.&.kauんu.

( 一撃森林帯) ですでに利用された.

2)-- 面蓿1隹 定の ための 図化 二

その他のﾡ定のための代委的機本独当

二の設計 にみいても森林級の面ﾡは・ 面上に花かれた学位かョ 

定するが。 しかしその化の統計長にする定は 森林袋の 代 x ゅ 

野サンプリングによって行う。 プロットの記置は, 送ﾡする 

に人為的な判ﾡがはいらない工う な系統的柚もやラ> ダム方法て 

矢する ・ ニれらのアロットから 深林級の 平ﾡ材ﾡ 旅長遷みよお 

源受に対する花段ﾡを算する. 皆さくも御系知のようルに , 餌 

的標本のﾡビ課ﾡばあたかもﾡをラ>ダム に行なったかのよ ; 

L て計算す ろ・ そのよ う に Lて計ﾡしたﾡ出駅ﾡのﾡ定受は*さ。 

なっ ている上 うであるが, ﾡの 誤ﾡは, じ土者のランム ニ 

採本のﾡ出訳差よ り もおそろLく 小さいものてあろラという-と i

計夕が召マにえて く れていろ・

t浜的ﾡ本が当にるということをﾡ証するたらに. ラ>ケム 

a るいは系続的 ロ 数灰 こ. ﾡ回上ゥ地理 的ﾡ や 統生写友上でゲリッ 

―一によ って 決めら れた非常に多く の町能な位週かう行な > -

二 の 設計 を 応用 す ろ 潦 た. とら九るべと野トプロットの(総数 

广 またはる 森林級 内の夜かのとちらか)はカﾡ。 林木。支氏性 が氏 

-西をが完とたのﾡ域の友ﾡ性と 同じであろと仮定してちる 

受求された定の標ﾡﾡ雅に対して送ﾡされろ. xりすぐれた方法

河を単血内て一定の時在様本をと っ<来ﾡ性(買ﾡ系区) きポ定 

「るニとてある・ もし調去が完ゴ了したあとて。 支ﾡの.ﾡ系ﾡ が踏 

ぞ 二 得た 異師系校よ りも著し く 大きいものがあるニとがわかれ・ 

ご設ﾡを許存さた訳迷に戒する ため に採木を返mし て と ら なサ 

nならない。 .

/oaw. Scoなa と acなん_ CeCwn&cz のカ ナ ゲの州ちよび米 

召の多くの回有林火団でわれた) この設訂の 左空 で は, サ>プ 

, > グは森林縦内を低寄科林分よ り も 高を預林分ではよ り ﾡい地出 

名及そもつ」う に居化している。

(?Micg- o ?u.cんeocar 卄I の 大師分のﾡ査でﾡわれて いa ) 別lの 

※ﾡでは柚出 ば浜林の総面積に比例的に配分 さ れて い る。

すべ て の森本統計ﾡ ﾡのためのサンプリグ

次の3っの設計は 森林扱の面称定と同桜に材秋 ぶ長ﾡ・ お 

ェげお置を定「るたルに, 写頁ちよ野トロ ッ トに工 る代表 

内公標本油出を含しでいる・ したがって柚出設ﾡはすべてのﾡ計受 

-対Lて計算される。ﾡ的にﾡの写真ロットと. 辻ﾡ的少 牧 

,野介プロットがとられている。 野外真ﾡ本は 無作為あるいは 

系ﾡ的な方法で上の型から 出されている。

ず真判読によ っ て得ら れない詳細な情ﾡを得ろニ と と 写真ロッ 

卜上て行なう推定価をﾡ正するこ とのために野ロ ッ トを用いる. 

てきる, 各野プロ ットはそれと対応L た写真プロッ H と同じ



帝に平心をﾡく ・

刻際上の制及のために・ ﾡﾡロ ッ ト の大きさは, 野外ロット 

の大きさとは考ﾡ登っている. 非幣に大ﾡ受の写文以外は, 大まさ 

て昭/エーカーの円型ﾡ真プロッ トが一役にﾡわれている, 野介プ 

ロットは二 れらの移と点係に一般にもっ と小さ いものてある.

/ エーカー円形写真プロ ッ トは分エーカー円形野外プロットや可本 

半径野トプロッド(点サンプル) と打にされている。 大ﾡの方甲て 

は野トープロ ッ トの ごく久攻の部分が 后のﾡをにみける百ﾡ定やﾡ 

友の位ﾡけ (ﾡ装西査方式の役) のために利用こている。

野外准字値によって写真そイ正するために, 相対的に算京プ 

ロッ トと野外プロットの攻はどの位とるべきかとか, ﾡ正 るガ ※ 

とかをだべる 時向ほない。

二れらの方ﾡの細なﾡ認や用いろ公式にっ いては

2724222 e/ ん&sてo
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3)-野プロッ上によるﾡ 二 次の援本抽 当 .

二のﾡ計ではﾡ山 のﾡﾡプロ ツ 卜まこは( 点、) を航会写ﾡ上に

などの2, 3, の喜ﾡにのっている。

(3>C2te2C22そ イocioC o2 ん6oイ?z&ouuoウ , /4o.

2724224&2 oイ A火etケ 0ズo3んzZaのt
Geみ& プacそ んu0-c4んc?a Ce- ・ Mocwuut
(ﾡ四ﾡは 写真 材積 表 の 作り方、およ

集求など, 林栄への応甲を綱ﾡしてい

び写ﾡ"野雄定の

る . .

() 4ecccイ f 2mzeca～ 
30-2e4イ -ズAnとーイク○や ・

o-c4イed , ノ5ダ.

冷子板 を 用い て 配受 し 

さと他の 林地, 長地. 

プアロットもこれらの,

・ 六きな土ﾡ利用区分 

ﾡ來地・ 等 ). ﾡわ し 

ろろいはそれらのラち

で 分類する。( ﾡ用林 

い地城にﾡうた とんな 

のいく っかの位ﾡを地

上てチエ ックでさ るよ うに記銀しておく .

Xにﾡ用林池( あろ

プロ ッ -のﾡ数か ら一部

はﾡ用ら し い林地) の上に落ち

を送んで要求され て い る野外プロッ

た

卜の数

二ば派いものにする。

Rての野外ブロットをはっきり と位 置づけナする)こは. 本地上に落ちた 

学 裏 プロ ッ ト の母得田から ラン ダ•ム あるいは. シズテマテイックな 

造出を行って決定する・

要に方じて. 写資上で疑わしいﾡに対してﾡﾡ野ﾡを野外任

2Lて. 林地* さ の の土地.利用後 n 全面 まを花定するためにだけ写 ﾡ 様、 

よ2利用する。部 用地Jz 分連ごれた金も真 フロットの別合を。調査位 の 既知の総面ﾡ に

S月するこ 油用林の五がxごるれる。 外プロッットハら くキ成報の並定3合

は 二n 5 ハエーカ一数)や 平均校 磧,成長 受 おょび ﾡ受 を知る,

一 の 方法 を 国庭調査の一抑 と して求ﾡの/2のﾡ部ので利用 L た。

( EcLte7 /
■してガり. 

ている。

* Bdtougん

は末ﾡ査, 

ccZou /9

のプロツ ト レ

Roo&C ん2e& ・ 72e4r 302た . 

材 積表 を各めた森林測ﾡを,郷 

は外*によ るﾡ浜 ﾡ定 を,与え

スサンリング。

4).三半ﾡ当走

二の股計でも 主受な土地利用の 面積を格子ﾡを用いて 記置した沢 

Lの写素プロ ッ ト から定する ・ しかL ながら前の設計と対ﾡ的に, 

否用林地向の写真プロットは福生型. 林分の大きさ. 営なうっべい 

ダ, 表祭という工 う他の情報を与そる.

▼真標本は 浜林級の 面承ﾡ定るう るための長初の基確をテえるも 

ケて ある •相 対 的に か ない 号外 プロット からのﾡﾡを写束ﾡ化の設 

に井して二のをﾡ正するためにっている。 また, 写ﾡ標本 

, いくっかのはっきり した点で野外プロット を層化するための抵 

である。 この方法を用いて野外プロッ トが, 化されていない
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ときエッ も動外て決定したポ目 &もっと正確に椎定する二 とが可絶 

ておる-

季京ﾡ化 は一般に林積椎定の 正 ﾡと増 すために彼われてきた. 

この工うな場合にI, 各勝を迫本分林税 株の大きさくおるいは 

ﾡ高), ﾡﾡうっべい あろいはこれらのの組合せをもとにし 

た森林象のず真洲ﾡによって, 決ﾡするの が. ﾡ画であった。零夏 

優の利定を念めたハプロットの写ﾡ判ﾡに完全な化 の方法でs 
るというよ りも 森林級を決定すろためのより客ﾡ的なまたよ ェ 

確 方注である。

二のお法はﾡ用林地全面稿の大初かを占めている。 (ﾡど¥分 

上) 地域ゃﾡ校のボ式ヶ全く ﾡ化。 多い地ﾡでﾡわhて そ た.

この方法のユ→のﾡ用でば。 ( Cg/woc. や 北 部p //州 の函糸回を

( エーカ ー当ッ またほ写ﾡプロッ ト.当り ) の立方材稿をもと :した 
・ ; .

層化2用いていろ。 カダてのこの方法の3っの点用( 72&4-
及uっ24みだcん , 7んみtCの_ のfよ り在い地および ax8ut 

・
Cんecxu. の植氏地ては, 植生型 林分高 冠うっべい. 

積級がE化のためにﾡりれいる .

5) 三 宜 当法

この方法てもーニ豆柚出と同じよ うラに一主要な土地利用の合さ 

決定するた»に ﾡネ ○段商て. 非帯にたくさんのず友 e ロ ットa 
と る ・

第=の段ﾡて ー二量抽出 と対照的に —— 商用林地 に 落ちる写 連 

ブロットの部分だけを, 列次級=との本林面系を推定し, っいてﾡ 

外デロ ッ トを形化するために判該する.

ﾡ三番目の段商は二ﾡﾡの死2段商と同じてある。野プロ 

卜の標本ば. 写英ブロットの条案田から※ばるが, ﾡ用林に滋当 

ている 写素プロ ・ッ ト の 節分がら だけ である.

ﾡ用林が全面預の小さな合 ( 一般にギ分以下 ) を占めている地 

のいたる所でむL ろさいまばらな単位であらわれろようようu

" 一11-
匚 な で 行う 二 支 抽 出よ.リカ, 三ﾡの方がいく分ﾡﾡがをいと信 

じられている .こ/ia 終的的年営H計あ (回有ﾡのような)のための 

西査資社が利用 でき る場所以卜の 22cuどと_ Ccatue や 紀ccly 2octx〜 

の米回ク 田求ﾡて彼われ て いる・

# の 設計が どo位』< 目的にあっているか 評価す ろためにﾡに 

ばべた*の4っの判定基社を考えよう。 すなわち.(/)妨年,(2) 
g商性.(3) 商西ﾡにする量合性・(4) 融置性・

三空ﾡ払と三ﾡﾡ当の設計が最もよい効幸てある。

初 申 を 考 た る と, すべてのﾡ計ﾡにサ>プリ>グを甲いる設計は 

zにを用いる設計よりも上に将づけさるようてある・ 詳経女地図 

を 作 う こ と は, 時周 がか かり, 面稿を准ﾡするためのサ>プリ>グ 

上り炎用 がか かる.

ニェ, 三ﾡ油当ではﾡ用のかかる外業をﾡらすために福対的にﾡ 

引のかからない写天判読を行う と非常にす く の 利益. がも たら され 

ろ, すなわち. 統生写真をう二とは, 写英判読に』って合理的に 

Eﾡに得るこ とがてきる情報に対し て野介プロッ ト に依存している 

桜計よりも有効であるように思れる。 写真判読が野外調査にとっ 

てるそのﾡは勿論造当な応空写真が利用されるかあるいは, 

ﾡに立木宮査に対して航空写資を作る女用によるものてある。

すべて o ﾡ長に対す る標本 が 信預 できる設計

函化設計は他のものと同じようには倍ﾡできない. N化の誤峯は 

z 財 に研ﾡ することはてきない. すびわち回化からぎ入される面秋 

炎 計量の信頼ﾡWを設定する こ とはﾡﾡである. 回作炭の 深の技 

ゅ 保 はﾡ盛『る こと が•で さな い 場 合 が•多 く, その設ﾡは団化にWえ 

らに地営金級の面秋をﾡ定の ための代表的なﾡ本の愛用というよう 

ヶ非半に用のかかるﾡ力をﾡってにじめて. 統計的ヒ評価すろこ
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とがてきるてある。

最も不優全な設計は材ﾡ, 営受ﾡ. 花指受の平をﾡ定すまため 

oな木を人»的な判新で送び, 面系の花定にﾡ化をもととして行う 

場合の認計である.

野ﾡ査にうそくﾡ明さろﾡ本 独出み

とんな設引計の 下でも. ﾡを I7o数をう ま く 行う ために多く ◇尺 

ﾡをほ甲てきる。 一っの天族は, も し調をのやり方に落しいﾡu 
I れば士地利岡級, 森林銀 ( 福生型. 地位 太分の大きさ otc) 
やﾡ木ﾡ(ﾡ用, ﾡ太,枯書木. その)というよ>公項目に対す 

る 裸本 的サな定炎あるいは西ﾡをイっている。 同一のお承ﾡと烈生方 

法をﾡ初の 当ﾡとﾡの舌調査に設定し たプロ ッ ト で用いることがて 

きる・ た野外プロッ トについてはﾡ関をての百測定に対する会 

を初めの調査にみいてネス的に記爆L < おく ニとができる。

ニ れらの天ﾡは昭化の設計にﾡ所てきる けれとむ, 比ﾡしう 3 王 

積推定影 こ表わすことは非常にむづかしい。 その理由は面ﾡ扱。

定やロﾡ域ﾡの 中の未知の誤ﾡが入る ﾡ会が多いからである. む 

図る作る各人について他のへよ りほいく らい澄ったﾡﾡでず愛 

するよ ラてある。

調査向の旭ﾡの比ﾡ性に対しては, 3っ②柚も計面の/っは面ﾡ 

計ﾡが地団にも とづいていろよう な計面より しすぐれている.

三ﾡ. 三計ﾡはﾡも融通性がある。
幸を業・・キ--------菱-番基室幸--幸--*---------------------**番-**-。。や*を経番*。等番番番季を全業--マ ・・ーンをキ。〜*------〜〜-を金** **••> -- - -

※初の ・査に対する設計には后で震される方法 が再西ﾡと 結 、 

つけられるよ うに歌性を与えなけ れな らない。 Lかし,調査 

の道定値の丈段性に 子ﾡL ないﾡ術的ﾡ速にえるために社に。

れどけなばならない。 おそうく最 

超っ たﾡに比鉄運ﾡが破れる こ と 

計動に おいて合援的な比校性方r 
めに方法をﾡ中さ «る 二 と ～あろ

しよ いやリ 方は枝術的な突発車か 

も期待して数回の両調査をﾡした 

びいく ら かの ﾡ通性 を 確係す さ た
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牧年 品 = わ Pって の 設計 の装性は. x り大きな加卒を与そる折し 

• 技術を統合するためにﾡﾡにさてきた. 王ﾡな性賀にﾡする松 

到ャ. 西査に対する浮未の技術的び時期をあわせる二とがなければ 

三 を すぐれて い る技ﾡの いく っかはずっとﾡでは時代おく れになる 

ということについてば一致した定児であろう- うそらく 直衽 チーフ： 

レラスコーフ, くさび形プリズム・ ヘリコプターや今日の 甘算後の 

大ﾡのものはﾡ十年のうちにはほ式のものとなるてあろう。 われわ

は殴計にするある原叫一すなわち銃計的に有妨公抽均方式, で 

ど一は そんなに早く 旧式の しのとなることはないだろう といラ こと 

* 赤 侍できる ・

ﾡ通任に対して動定さ れた殺ずは相対的に低く保っべきてある。 

系体緑の評ﾡで完全な昭化や置定野トプロッ トの大きなﾡ本ほむし 

ろ大きなﾡ定した資てある。すなわち 二曲出や三ﾡ独の設

は他のものよ リル融通 性 を もっものである。 函定プロ ッ トの中へ 

rﾡ西ﾡてﾡ叫される けrれども外求での投資に他の 設計 に 方 げ る 卜 

※○資よりも少ない。 また 二ﾡ柏士, 三立ﾡ出のﾡ定したﾡ 

・相対的に低いしの であ る。

推花ﾡされろ 設計

握一靈

りしれﾡﾡ が注 れた判I定規独に買意されれば 夕 ?の-般的設 

阪のうちから2つ—— すなわち, ニ1速ﾡと三ﾡ 出 がﾡ 当な

でおるとの:論をするだろう・ 年在にいって, わたしほこの二っ 

nでいすnれを強くすすめるという二とばできない。 そば二多地 

二と三豊独 出 の両方の いく つかの特長をもっ てい る次の 節の ﾡ別 ゲ 

成前を紙略雄述べた一つの理由である。 しかしびがら・特に持別な領 

※に#L てﾡﾡするために. 二れらの 理 爆 化 とれた 設計 で は 折 茨 案

とらていることわるであろう ・

ほも有妨な調ﾡ数計に 知す る 二 o ﾡは米 ・林野ﾡに 係L たし



のであリ ・ あろ持別6ﾡ究が一つの答をるために枯められている 

という 程ﾡのものてあ ろ 二 と ま知る ニ とはﾡ味ﾡのあろう ・ ﾡﾡT 
ばその所究ふここで試みろ大ざっ ばび検定よ り もはるかに群4て冬 

ﾡ的な分析2もとと Lた解客そ与えろてあろう。

アラスに対す る 西 査設計 

躍と目的

ア スカ の本林ず源の 初の 左は・ ほぼ 20年 ﾡの 再西ﾡて少く 

とも一部分に通甲できる設計を 用いることのﾡ受であっ c. 受在進 

行中の西査は夕4年の胡と一定の 予算内 で 完成するよう に計乱さ 

れて い た ・

つの域ほな大で対的に近さ ケたい所 ゲ ある. ﾡ用林の面預 

は ・ ほ ほ 42o0万ェ ーカー( /6co7*4 )であると老えられてかリ

5 fきの 大きさ ごある全ﾡ ﾡの ▼に柄 L てい る と 足られて いと. 

張は型はﾡくさんのﾡや, い氷河の谷にﾡ才るドロ沼,/ 多く:

缶地帯の地型的な不規性+, ひどい条のﾡﾡのためにま 
・

ﾡに破壊されている 。

アラスカばこの山ののう 夕て, 双小の人ロである・ﾡﾡや集 

も市も殆んとないありさま ごある。 小さな航ﾡ基 地湖や 川 o み べ 

らとび立っﾡ行私によ る旅行 は 森林を通って移動 を 行 うのに 最も x 
行客易なものである。

小ﾡ及の地形ﾡ( / ; Z5o、oc。 )や委週多真( 大低は/ i6o.w。 ャ 

・:70、00o) が本本 西在先だってこの地方に対して列ﾡてきた, - 

にらの統字ﾡ英はiaな点林読にはﾡ当ひしの では"い が長 o 
林 を作るのにﾡﾡさよ う ・

田的な 表林西査の 一部分として, 二の西在は条林面ﾡ.エホ# 

積・ ズ※ﾡ 祐 銀 堂 および、 伐 状 置, すαわち. 画家や地力の#*政 

ダや本林引計あをきめるための遂磁として. またメ天の産業投Kを方 

ラプるための基継として また将来のﾡ ﾡ 2方ﾡづけろため04a
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こして以L。 摂ばを料を提出するために企込されたものてある- 政点の所有である起 

日本並のﾡち派路の 位立 を花セする こ と か送要 ごされr。

ﾡ査方 逆の段重

).サンブリ>グする航空ﾡ真の製作

学備的な段として, マイスブルーフィ Lヌーをイった示外フ 

イ ムで, 夕x? イドン チのフイルム面をもっているメラと/2イ ンチ 

(3o57m)のﾡ5距ﾡのL>ズ&ぺってﾡﾡ面上て, バ 5oe2の * 
受の立 起統 ﾡ工貫の帯を作る契的こ発注した. ニoテストによっ

のﾡの來のﾡ用林級へ判読にダ受な改ﾡな&を与えそう であ 

るという事がわかった, 二の帯は30マィ ル(約4』K?2 ) 高で発行 

「ものであっ c ・ 域と しては全体が写真のﾡ故距離 /～00oマイ ル 

タ/P00 Km)以上を与えるものてある。 本でない 二とがかっ? 

いいく っかの大きび 城一 ず大き な*河や*の 原野一 は 写真 

から麻外さて いる.

2) . ず真プロ ッ ト柚出• 〜= ー ・ ** **-4〜*- ー ー a .を*-.----------4------

チ 真 プロ ッット ば 全部 で. 的 34.000の プロッ ト が京の各帯 に沿 っ 

て %マ f ルの品ﾡて記ﾡさ れた・

利何できるﾡ彩そ多ﾡにL て, 帯の短いセクシヨ> に対L てﾡ 

て剤ﾡをおニグう掲合に便う ために, 平の写京第Xを計祭した. 

二れらの祐及は計面 (ﾡ行甲の合理的なﾡﾡを許L た ) に対Lてﾡ 

ﾡにﾡルられた平ﾡﾡﾡﾡとへだたりがあろ。 各ﾡ真プロットの

所にF+ マ透明公格子坂を甲いて特殊がﾡ。 写友で地上の

•w /ェーカー (均% だa ) さおおうﾡ型ロッ ト2ﾡめa。
立体によって. るっロッ ト を士地和問級によって級分けすろ。 

西和#地上に落ちた各プロットをﾡ生級- 株分の大きさ,著積級と 

いうようなﾡに級する。

材なや太材分のプg ッ トにM I て は 秋分 高 や 樹 度 う っ べい及
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についての写ヌ河定も行コう, 二れらはﾡ立ガ 林ﾡ級ごとにあと 

て野外プロ ッ ト 2ﾡに十るのに甲いる写真示長をﾡ問するための 

ﾡﾡてあろ

(枯死太のグループによって示されるような)桁福についてはっき 

り L たす実があるよう C場合にに. 死L たm分の 剳 合も, #ES 
れ る ,

写交遊定ﾡを任材ﾡにﾡ権する

みの 写文ﾡてはうえ 

金受な 南 再朝•段か含ま 

C上2e22ezocと 

子とQ-ん? &_27L

れない

れ て いろ

ための 基ﾡとなっている また森

樹穫に夏すろ評報を昇える・ タっの

。 すなちち. <&tz メxzccc
千8c& -cc&- (_Pccec22222) 

_て2@?uc2CotCe. ) . -EoP
んc7uどaz ( PoAagad -名4222全 )

3). 写京判 ﾡ の 税党的な ﾡ行チエ ッッグ_
¥AA9Le22). 野外プロ ッ ト に 

してする群報"得る.

よ リぶ長要

イicん (Bele
ヤー, ﾡ雄受に ぬ

今まて二の方法は, 二1ﾡ当と※ﾡのしのてあろ・ アラス7て 

は, 旅行ず用が高いﾡめに. 野トプロ ッ ト にほかなりの制限を炭要 

とする, 同時-. 面ﾡ扱についてに. 合理的に長ずぼた定がﾡて 

あった。 二のテストよっ てかびり, 沢の写英プロットの型逢区 

テェ ・ックは橘空ﾡ行で行っ てル愛Cとき に に ・ ﾡ 天 判配によ? て 行 

われる 面積性定うの確認ら る い に 修正でき る ニ と ゲ カかっ た, 

写真プロットの略. /o% が 視 送 的な 諸 空 によ って, 子エッ7た 

よう ずなわち, 系続的に送とだ ﾡ分の力ﾡてすべての7ロ 

をチェッグ rる。 理ﾡ化された系統めﾡﾡからの二の術ﾡ( たは 

舖節 で迖ぺた, 採本さ士する統ﾡ写ﾡのﾡ界)ば予界点でﾡ行する 

秀用が保れるよ う にと られている。

4). 野プ旦 ッ 上.当

二o地方2代ﾡ的野トプロッ ト な 非 帝 に 費用 ゲ かかるから ( 各 s 
4ケ06. とﾡ定される ) /エーカーﾡトプロットケ, 均/。 ヶL ハ 

とうれたにﾡぎない。 これらは, rフきりと甲材林や, L太材林今 

に落ろている とい う 二 とがわかっ ている ・ ﾡ光納にテエックされた 

写真プロットのﾡ介かう. 系ﾡ的に送ばれていろ. 卜業班番プロ 

ット位夏の丘くまで, ﾡﾡ行校またヘハコプクーによって, 帝 厂 

Lて いろ。

二の段ﾡ(三ﾡﾡ出の三番目の段ﾡに似ている),よ. (特別o 
研究で決定さ れた, Cu4& 2ocdoz4. を 便 う 事 により) ﾡ材示の

二れらのプロ

ト と 一ﾡに調ﾡiの

は, 永ス的に印グけをお って, 写真っロー

比求を方二なう ためにﾡ評衣の ときにする.

5) 代ﾡ番の推定 ・

木#生ﾡ呂を作っていろﾡﾡ会社政Eをﾡ査じ , 二の生種並を代 

系登に変ポすろ利ﾡ因子をう るための研兄が代塚部『1にﾡして行お 

ている・ アラスカの立木伐採ﾡには非幣にﾡ友あるだめに. こ 

nはあま りﾡ 受でない 率であろ う・
* ・*# 、- * ・。 . • • ・、ヘ*・-〜 .屋

6)社計 ﾡ 一.」:、

mに述べたすべての段ﾡのAに得たーターのほととどは, 調去 

ﾡ 告 にど愛な統計表を 作るだめ にプ歳おで契号 化: し’； 分 凝 し 計算 す 

りちろん. 二九はﾡ継であるが有効な過ﾡのだめに非 常にﾡ 

f a 図係部 N である

し かLながら調去質料を計算する ための近代的な裁ﾡ方法はﾡ全

ギ1來によっ て, このプログラムのどこか他の即Tご論氏される 

〜あろうということを望みます.

Z) ﾡ計的な振告這と地図

どん な 調査設計の 目的も勿論, 有用な報告書 が作京さ れるまては 

天ﾡされていない. アラスに対する殺は森林のﾡの合 ﾡ的に 

十分なﾡ折を作り おるためにﾡ林資沢にﾡするﾡ計を与えるもの
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ぞろ2。 系本坂のせ区に,ﾡ引盛を計耳すろため誉ﾡとしてて 

はがく ・ 解 "報吉老ﾡ表の※的な助けと し て作成さ れるいのて 

ある。 二の地町に, この地ﾡのﾡの胡分の糸件のﾡ木として乳束プ 

ロットや, 野介プロットにLて記ほされたﾡﾡをﾡい, 尚にべ 

た。 小、第及。ﾡﾡや地ゆ昭と便う ことによって事務里 で 作うれる.

給 始

木スの目 例は、 大 面ﾡ來株 の胡必に対す ろ認計を送択 した ほ 

ﾡ とたり す ろ 際 の ある 理 恕 的 な 原れ！ 文 示 ナニ こごあった.

北※ ブ城P :、んゞっク ニエ i 炭 u っ(〜 / っの : 株な4 
"の 商撃な 論謀にふいて すべてのﾡ計ﾡを決定Tる ためのァ> プ 

リ ン?の和点については相ほが相対的にﾡ要なものて"いという - 

とを強認してろきたい・ たしかに地ほは一つのﾡ要な役引を演すさ 

二とてまる,私に, それ ら は,(望まれる とF ような•細 目た おいて 

も)緊なるケラフ的"ﾡてあり, ﾡ計ﾡ を 計算ろす3こはkun、 

うのてあることだけ&注をL てろニう。

二の論談て=ﾡﾡ出十三ﾡﾡケ大き な利用面をもって 

が「わかれは乙の巨的の一部は速ぶされたことにごろっ。勿/と.. 

ﾡ別のﾡ査設計てもすべての目的に対してあうゆる立場てほtっ 

のは一っもいい。 したがって. もし調査巨的P立場というものて品 

計を注逐浜く 考束することがど要てあることそ強uしたいらば私。 

g的の他の部分がﾡるれたニ と になろ う .
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森林関交資科の規横的処理

222cんi。 アとcCec.-cシ*fそ&乙 40Mす 乙

eoe イ ・ みxクt8 (アメリカ)

近年の森林調狂におい て最 考し い 発展の 一つは資料 そ人為的に 

髪炎することがら総株的ﾡ受を行うように本ったことてある。 ﾡ上

算響と加質機が寄城び小規模ﾡ査ては, 手ﾡ計事おにとってがわ 

った, 五代的なパパンチカ ー ド▼務ﾡ械は大規棋認去てとんどん周い

九てとている。 た非ﾡに多くの 突珠 や 路を の研究では15 速度等 

▼計F滋てを林Wをの資料の処亜を行っ ている・

機株 がもたらす利送

(I )早く出来ること。

(2)人頁 がめく てすむこと・

( 3 ) 正確夕 び塔す二と・

・t/とらす. という言業をわざと使っている. すなわち利 送 は 何 

も保証されない. お橘化と経落化は屈ﾡ語てはない. 人向の努力の 

さの分野でのよ う にヂーター処理において高価な機球装置でもって 

本賞的に 簡単 び様作 を複雑に す s 可能性は 十分にある。 しかしなが 

らﾡ本を う まく 迷び妨果的に利用すればﾡ向と人力と○ﾡ約かてき 

認経報告 にはほしの少し ○誤業 しかないてあろ う ・

担さの 増加と人力のボ少の二つの利点の組合せに活#ﾡ料の受の 

発則な仕界にﾡする貴"の式少をしたらす二とがてきる。 しかしな 

がら時にはもっとスピードをますためてあるが, より詳しい報を 

得る目的の場合が っ と多いがそれらの処理の隣ﾡの姉ﾡを再投文 

チることが多い・ 資科の処翌方法からぬさビした配当全は単なるコ 

x卜 o 少 より もむ しろ早さ と 正確友 と 評ﾡ さとをもっと地すもの 

くあるという ことは, おそらく向ﾡいないこ とてあろう ・

上に並べた利送の い、ずれも突現させる ためにはこの仕ﾡと設付の 

は当な調和を要と し, 現在の段階で利用しﾡるなく 変化にととだ
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参愛がある。 ほう桜桜のすベて そあることばほとんど不可維なこ 

とてある・ 野外てのﾡうれた調をにﾡ行可能てるるが組ﾡのいくっ 

かのシステムがど妥である。次の三っのない分ﾡが認出でさる。 

ダーにキー凝作をする早上計界愛と会計故. 次に パンチカード事務 

ﾡさ, および最方に内部跡ﾡとった通当で大型計算務である。 

こら の分系はﾡにﾡせ的さむ のてなく ・ ま た完全なものても ロい 

れとも会せ○矛毎として役ってあろう。

• • 室上計質委と会社営

初の分系の 中の様械は比ﾡ的受用がかから ない 大きな 利点 を：こ 

つている。 そo価格は /oe トル 以千から女千 ドルのﾡﾡてある。 

一般にこうのﾡは計算のためによ系は設計されたものてある, 

すなわち二らは. 計ﾡ尺,算盤あるいに紙とﾡのKに愛4か 

わったいのてある・ これらのすべての桜ﾡ江加算を平くﾡ果的に : 

ラ ニ とケ出系。 ク論mがてき るなおはともmﾡの迷に」っ<ョ 

さ«も行うことがてさる。 二らの終村ばﾡ除算もてきる 

単な機おてさえも加算と引きﾡ。く リ 返し ヒよ ってま隊算力 彳コ 

とがてき る ゲこれらの採作は時向がかがリ効果的でない.

も ? と2なそ し て も っとﾡ価な拒上計ﾡ暴は は加的建找登 登：- 

Tりち ・eる。 を具えていて ・自動的。に引さﾡ. 例りチ # 

算を行うことがてきる。 その上少くとも一会社 グ' キ ー の タッチ：」 

て平方板をﾡく機ﾡを奨供し でいる。いく つがのﾡﾡば3回子のﾡ 

法 ある いは 2 つの 因 子の 乗法 が除出 で 行う ような一連 の 禺作を ミ 

愛に行こるように政計さた特きをもっている。

一般に使わているとのﾡ上 共械 も資ば手 で入手 しけn ば6 
らない・ この目的のために非常に多くのキーボー ドを公要とする 

グイヤルパレバーは少し利用しさえすれば」い。 大部分の加算総は 

紙 テープ に 結果 を 印 別 す ろ。 大ﾡ分の計算ﾡはイヤルの上に結翼 

の 数荤を 示し,ﾡ報はそれを長く記ﾡするど要があるときはﾡしと 

っておかなければ公らない。 ごく最近でに印Wもナる計算機故ﾡ
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社て発ﾡさ て い る. これらっ ﾡ様は低逮て※ﾡやﾡえる容力は印 

a ・ない機桜のそれに対たするものよ リも少いものである. しかし 

入力の 記録や中 何のﾡ果の 記徴が公要 なときにも有町なものてある- 

▼ﾡの世ﾡて非ボにうまく 非考になくわれている会計検はﾡﾡ調 

エ 才科を 処理 する 人 から ほ とん ど注ﾡ、を#われなかったが二らの 

ﾡ おは彼等 が少く とも考ﾡにﾡするいく らかの特色をも っている。 

こ九らの 機お は 出力 ゲﾡであ るという ことにおいて他の名上計 

項料よ りもすぐれたも○てある。

劣県ば紙テープ片のものよ り も長く 記録する場合L.工 り達当な非 

※に友銘な色々な形でプリ > トゴ未る・ その上印烈した 用ﾡの 上 に 

Lファベッ ト順にﾡ報が記入当示るよう に作られている から創算 

が者通にでさる- したがって出々を大ﾡよみ易く行う ニとが未・ 

計K継果について十分に 長く. かっ分り易くﾡ示することにはあ 

ェり努方をﾡう 公要はない・

会めは映通のきく 工 > なも。 ごはαく . 一般に早上計質求と同 

ょうに多くの算術計算を行うことできない. しかしながらこれ 

「よ 異状 4 計算能力 がいく つかある. こらの う ちの主公ものそ 

○中に算衛製作の結ﾡを貯応てき る 数値 もの L ジスター をﾡえてい 

2ことである. いくっかの列の数字を一回の概作て加える二とがて 

ミク 谷々 の 列 に 対する 別々 の 合計 も 得られ. またいくっか2合計 

/同じ用紙上に並べて記人す ることがてきる・

ァル7 ァベッ F を示す ﾡ置と 一祐に数低の 合計を緊加てさる能な 

,おる会計機を使えば硬株評査資洲をとりまとめる緊に延帯使って 

, チ 相窗 奏 の 作成 に 全く 有益である。

加算機と 年上計ﾡ終を十分に彼って. 森林顔をに合まれている計 

消を行う※力と時向がﾡ少した。 ..

a 機の 使 用 を 増やせば, びち大さな 節約 がてきるﾡ果となる= と 

:疑いない。 し かしながら こ の種。 すべて の 機械 の 十分なﾡ力が発 

xz<も, 詳細な大規桜森林顔玉から資を得ることは。 たら 

い時 商 がか かる仕事てあろう。 卓上計算機上でﾡ理できる前に組
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然をてな ければならない, m半な調査ではこのﾡﾡだてをするは字 

の大部分ば記ﾡする顔ﾡの一部分と して行われる。各々○描出単位 

て低かの測定値あるいば祀測値しかとられていないとき, ある、 ニ 

最祭報告に優がの分析し がど要て公いときには. ﾡ外分坂が便利て 

有ﾡてあろ .

材成. 祈面積 あるいは基硬的な別ﾡ値の他の交杯ﾡは ハ 

し た災ﾡでは云速に得ら そL < 千端なもの そ得る賀料キ上H計ダ 

ﾡて有ﾡに 処理てる る。

パンチ ニ上製お

近年午森林調本に おい て 益々 詳ﾡ化さ nる 帳 向 に な.て系た.s 
くの分類を野外てﾡ5する ことば大烈分てくてひっかしいoて2 
る。 そっ上課塗が超る二とにも全くあつらえむさてあり正ﾡさ。た 

めのチエックもたとえそれが不可能てなく < も大変むっかしいも^ 

てある。 二うしたにﾡ占の/ためにﾡ定ﾡや都川値を多くの表林断をで 

は 各 抽出 港 位 毎］二 記録 してい ろ。し たがって資ﾡはその中て 実ﾡ的 

に無作為な順である よ うな延ﾡて表ちtる . したがって この t味- 

大部分は計算あるいば合計をとる こ とだてなく 組然立 <て ら s.
個々 の配録も分ﾡし, 整理 し そ して 級分け を しなサばαら".

大規様調左に対して. 手によってこらの標作を行うﾡに含ハ 

ろ常かはとの様本にって。 都友になり得る. A総化す"おち 

オートメーショ ン化がの要てあ り ・ 彼等 自身の 中 にパンチ〃- ド 

いちウる事研桜松が入っ てきているの が現*で る る ・

実際 た これ らの 機械 は, その名ﾡにもかかわらず, もともと こ. 

ﾡ資件の処理のために, 工夫され考案されたものてある,

/824 年においても /82年o米 d団努調査がま だ処理 が統け

てアり・ ノ80年○調査の福告が突際にば. /oc年の函益に制す 

る仕事がまる立后まても完成さなか ったという」う なことは 

子だだセ しなかったことてある。調査ﾡ ( Bwcea *& Cnex)のotn 
のx&aozan 乂3”ル 厚士 は織物の 模様の 波の 調整に 穴の あ i .

7 - ド が使 われることを知った。彼は同じようなカードに国 努調査 

資料を 配録す る アイ デアを発索しこれらのカー ドを匹理する機村2 
突験を始めた。

手世紀以上の発属の忘. 現在は西変資#○処理に愛な非半に多

の授作がてさる燃ﾡが利用てさる・ パンチカードﾡの主な型は- 

キイ パンチ,検証燃 分速求 判断総. (2をyzct ) 複写機. 

(xwouccx. )暦合楼. (ca&atv). 作系為. (d2&かv)計算 

袋てあろ。これ ら の 機械 について は, それが設計された塚作目録に 

※もょく 愛ﾡさ れている・

キィバンチ・(火一Paん )空白カー ドにもと○資料をパンチす 

その に用いる。 機ﾡはタイプライターと同じようて, キーボードて 

作動する。a. t. c. ﾡ毅と 数価の 西手が新しい型○ものて 

,深作 できる。 多くのカードに共通な情報は官ﾡ的に記人てきる-

検証ﾡ,( vewi。 )はもとのキイバンチングの正確さ を チェック す 

ろ。 に用い ろ- そは本貨的にパンチ しないバンチﾡであろが- 

渡作者の入れたﾡ帳が. 力 ー 一にナてにバ>チされたものと一致し

い時には, ポハラィ トがともるようになっている・

ﾡ総,(S。ztx) はおる指ﾡされた規*にしたがって グループ 

にカード を 分 煩 する 機械 で ある. 圻 しい 分類 機 では, カードを今類 

している向に, その☆を数えておりそして少くとも, その数えた結 

ﾡと印ﾡすることがてきる.

ッ 折機, ( クwxatx.) はパ ンチ した穴て記録さ れた所報をカ - 

ド上に印別する。 これの用途ば個々のカー ドを取扱わわばなうない 

グ 読 まね ば、 なら なし； とき に, 読ル易いように利用するだけてある。 

ある種のキイ パンチはパンチと同時に印別する。

坂写機, ( 2eんzcducex )は一方のグループのカー ドの パンチ を 他 

のグループのカー ドの屈じ列あるいはﾡった列の中に移すこ とがで 

名 る。ほまた一っの主カー ドからの慣領を細目カー ド( Q2tu0-cad) 
っケルー プに集団パンチ( 223-Ancん )することができる.

の概写格はた, 2っのグル-プのカード が"全 く何じにできてい
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るかを比ﾡし。 キた=ﾡにバンチした列や空色の列のような明らが 

なミ スバ>チングをﾡ見したリするチェ ッグの目的にも使われる。

照合数( Cc22atz ) ば2っのカー Fの当を合併させたり, 照合さ

る○に便われる。 ﾡえばひしA組が多くの2組のカードのﾡ一の 

団分を全5含み・ B担が新二の組のカー十○全てあるとすれば- 

岡合機ば2っの組を合はして. 各担の新=の マー ドが、 合#す 

る 授作 ○結緊 で 力 っ学一のﾡ合さった組に各組の第-のカー ド G 

あと に並ぶよう にする-

作表数( ズo及u2at2 ) は一担～カー ドにパンチされた情報と一枚 

の紙○上に記銀できる. 二ればたカー Fのルーに対する両ﾡ 

を合することがてきるし, 合計の印別もてさる. そLてもし 

後と周連させれば要約 - F( J如 松幣 caZ )に合計をバチ 

るこ ともてきる

計算ﾡ( ca2ccclat。 )- パンチカート家族の駆も肝レい/ ッバ 

一てあり・ 派む変化があるむのである。今日の大規標なﾡ子計ﾡボ 

はカードを援作もてさ。 勿論,計 武 機 で ある。 しがし二=て血べ: 

ものは, 限られた 記 鬼 曝 鏡 を もち, 内部計動を欠いたもっと容るに 

利両てきる微れである。バ>チカード方式において, ﾡ上計算料o 
仕号をひきうている. すなちろそれらは加※ﾡ除を行う.

多< は一運の算術杯作そ行う役割をしろ。ある 球 の も 0 ば 陰変 的 な 

ﾡ定北行う ニとがで&る.

バンチカー ド場本はな状調を資の処理に現をはなく高問さnて 

いる・ *国のすべての地方的な長林開を特に分預. 笑和・ まば 

ﾡ告書の作ﾡにバ>チカードの設備にていに依なしていろ, さら/ 

力 っと 集約 的な、 利用 法 は, 運坂的び森林調を, たほC F. I 
のるの F て多< の森林地所有者によ って すてに&定されている固定 

標準地右式に曲更して,この祷拈を便うことである。

大長の二れうのプロッーについて条めた多く の 情 報 と 単木 の 記録 

に 井 して 戊、要 なも 0 は, 組合せて最大の貞料処型がくきるように 

る・ ド要な時岡が非#に長く. またそれに含まれるﾡ動ﾡが大交大
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さいので, この仕事は手て行う ことは決しててきないであろう・ 

しかしながらバ>子力 - ドﾡおを便う ニ とによ り, 二o上 う な西表 

っ らのﾡ紙はるの資#を集める際に受するﾡ用と比校したとさには 

全く考えるに及ないﾡ用で. およそ 敌日の ウち にい処理 する こと 

ヴできる. ミ・.

固定ﾡ準地に ﾡ達 し た奪務検械の 候甲にゴし て ﾡ武し てきた方法

そあろ種序評細に述べよう・ 用いて 

らのﾡを処理する高友な 段商 

全部と. 特殊な手法の多くは, 一般 

。 て必る。

資#の 欠理はも との 郷の 記年す 

チァートﾡ材て, 処ﾡするようにな 

・ る 方法は特殊なﾡの森林調を 

を表Lてハる。 そo上, 手順の 

o森林調をにも. 六用てきるむ

ろことがらﾡまる。 資料るパ> 

るまて-は, 振林ﾡをでは少く

とし次の方法の二っを用いる。 ﾡ報を ﾡ役上 に手でがさ のちカー 

Fにキィパンチするか, あるいば帯キィバ>チ・ 鉄針あるいは電 

天記ﾡ的なﾡﾡを(って 野介てカー ドにﾡ権記人す ろ かてある。

二の二っ○方法の目的は. 受用がかからず. 正確でしかも野外て 

g野に検証で& . 今後の 処理に うくあっ た形でろ る 記録。 でさ ろ 

二 とでみる。

千ﾡにも二らのﾡチ Lい特性はあるﾡﾡﾡ立しない。 しかLな 

ら会分宏長用のかがることと。 っづいて行う キィパンーチをする際 

I , 腰迷が房こる総会かある。 他方野介てスード上にﾡ枢を並接に 

g入ナる二とは. キィバ>チす る坂作 を ばぶ く 利ながある サれ ど も 

型人誤委はも っ と新繁にお二 る。 そ。 上記銀は 読“ 易い 方ではな く.

って野外でのﾡ証や.チェックが西難である。

力-F上にﾡ報を得る の に用いろ方法とは無ﾡ係に. 次。 段芦 

gﾡの正確さのチエックてある。 u しも*イ バン予を用いたとすれ 

r, カード を 普通校正し,空ﾡや=エパ>チに対しては. 複客株上 

sるは統計的分杯機てチェックし. それからもとの記ﾡに対して手 

チェックするために, 作炎機上に記人する, もしし野外でカート 

■ ■ -直ﾡに. 報を配入したとすれば, 二重バンテャ生ﾡのチエッ
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ク&行って. カービに作表機て記入する. 証機カードそ自引 

が, もとのただ一っの記条てあるために用てきない. 国 じ 理由: 

ために記入のﾡ左ば明らがな誤の千エックに阪う nれる

いづれの場合にも。 記入ﾡ項のチによるテェックを補足的に行う 

かあろい. 特ﾡなﾡの設ﾡに対しては. 燃おチェックで十償う 

=とてきる・方た問抵や. 会方なく大さいか小さいﾡた優* 

存在しない 級分 を系すパンチは. 分ﾡ然て ﾡ当する。その上祐 

木に対する製材大の長さのような (ﾡのあるﾡ合せは.点遣I 
がろるし, また。 二。型○誤だも分ﾡ機て発見することかてさろ。

一底誤ま りが彩見されたらその ﾡモ が仕 ¥ ○xの 順 である。

ある時はこの裸作いく らがﾡ«に行われ. そ し てとりあげていう 

覆の注ﾡもわれていいことのある。 古いあやまりをﾡ正するS 
に新し い誤ま り を, ちかさないよ う に組数ﾡな手層の戯受てある. 

その上, ァード内の一つのﾡり法ﾡ正するがそ。ﾡの淡りを修 

あるい, 未発ﾡ児のまま残すことそﾡぐたゅにﾡﾡがﾡﾡてある.

手も とにあるァー ドの墜った一組ごもって材秋のﾡをﾡめ々。 

ここ で 必 妥なもの は少く とも部分的に女ﾡ的である林系の方ﾡ式く 

ある. F. I西査で便われたィ>チをﾡﾡﾡ復紙と/ラィ 

ト ﾡ高ﾡは ﾡ全な丞による方法る取返いにく いものにする.

替童 に 使われている 材税方ﾡ式にﾡ経と おそらく析でも # 

であるが書種と枯花傷よや 目じような級ヶにﾡしては無故的てぷ 

る・ 通の分新は樹種, お傷*, またﾡ当密ﾡに対してﾡ正する 

乗数をもった一っの 基従方 ﾡ式である.

も しも 利用できる 計ﾡ徴 に 制Iﾡがあ れ ば. 各樹•鹿片拓傷分 風 ―；一 

する桑教を橘おの記録技風の平に跡属する。 それがら計算権に伙ど 

り して各樹ネ7 ード に対L て返当な乗称を送び. 計算を機械を造ご 

て一回の操 作 で行ラ こ とがてきる ・

他方も し計ﾡパンチの上 う な. a合ﾡ単な計ﾡ機を用Iれ 

数ばﾡ木カードの上にパンチしてちがなければならない。 こoギ 

はキィパ>チ 分 ※機 . 照合株, 3 たは 短 写パ ンチ を彼って行える,

特殊な定規準-ﾡ径。 上 ラ な規準- に対す る米本は例えば一枚 

ゥカー ド に 一樹和 すっ主カードにキイバンチする. それから ﾡ木 ﾡ

Fを樹狂ごとに介外ﾡして 巨列 する・文= ニ組さ 介 ※株あ る い 

【き台機, または手で合併する・ それから合併したカードの組にベ 

ンチ2. ﾡび行ってさ 主ードグらの乗抜を樹ネカ→ドに一友 

ニバンチする. 二の全行型をﾡの組の乗をを記入するめ受があるだ 

ナ活二凝かえす。 それからﾡ太記入カードば材ﾡ算の だめ に , 計

ﾡバン今とおこなフ" \'：

質后にめ変なﾡ告書をﾡ機と作委機に」っ < 作及 する。 そoと 

きc, F. I. 方式の軍初の設ﾡに対してﾡﾡしたは再姫な承 

二 りに対するﾡ告きの十な子エックをﾡヶ。 ﾡ全ておろ。

電___手計』基

上に世べた※処ﾡの方法によると迅式・ 安価ゲっ粗対ﾡにﾡま 

なI概皆者がでさる。パ>チァー ドお橘は, 早上計ﾡ場や手に 

ェ る ﾡ終 と比致すれば. すばらしく歩したものてある。 しがも。 

し,と 述歩 Lた方法が手えにある。ﾡ子計ﾡ機が世への注起るいさ 

っっあり。森林司査の資件が, 二のﾡﾡてﾡﾡし治められようとし 

<i6。 大さなﾡ子計算機は木ﾡﾡには全体のﾡ件の一つの概作単 

,ニ -典められたﾡ理方式である。 この機城の主•成分 は 次 のものであ 

ろ ・

v) #の形で情帳を受人れ. ﾡおに読み政るように梅令 

するん 数置。

(2) •報 が 内•藤 Wき る記憶坂愛.

(3) 計車がてさそして論理的な断をするﾡ算単位装愛.・

4) 総おがら誌み取れるげ報を受人れるビ7表優・

(5 ) 入出7ﾡ霊の 概作 ラ』び記世ﾡYに貯えられた造令に t
たびっ て汝算単位を客理する解御装夏。

二の長後の数置すのわち。 細和装離こそ,この大きな专チ計耸機 

アの資料ﾡ理ﾡ械と本質的にﾡなるところである。 率上計ﾡ様や
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事予磁域ばキーやプラ グベ- Fやそれにﾡ似し たもの便ってﾡ作右 

が例御 しなけ ば公 らない. 二れらの機おは目動的に正確の標作を 

行なう ことできない。

そ子 計 機ばまた一数的な目的の株林である。 そのことに?いで 

は句をする かについて説明しなれならない。 しかいロのら令 

はいつても株松によみ取れる 二ざっり と完全のそLて永ス的αセ 

すなちちブロケム に 集め ること てき る。 一度府ﾡし プロ ゲ 

ラムば・ 後ﾡの アクセサリーとなる。 そのアクセサリーI 計算 者 

重ﾡに百動的に, そ Lて 注念をﾡわな< てむ. 根難 な質#の m理 < 

仕率を行う ニとケてき る特別な目的をもった機描 に 版換する た。,' 

つけろ こと がてそろものてある-

表林新査 の 資料に 千計ﾡ機 を画用する軍はだ新LI 分野 てみ 

る・ 扱い方のﾡﾡ的な手法もﾡ務もまだ句もﾡ麻されていない。

がしながらこの 機弑 二ついての十分な経ﾡと知己が照積さLてき 二 

の で 好 来 の 発展 の 予ﾡゲてきるよ うにロっ た.

死一に計算為はしとの観測価をとっ たり 記録L たり する助と な 

る/ラなしのて呼のい。資を策めたり記ﾡしたりする日所的ロ基 

ﾡは名の 野では一般に伊われて いる.

これらの ﾡ桜は計昇署の主委部分に物理的にﾡ属L てっら 

そ。主要部分をﾡ送していることか多い。 二っ上うなﾡ属は条林断 

査 では 将未 たあい て も 遠い もの で ある。 現在の仕Fは野外のﾡ査資 

をなく すという=との日的てさむくて. 計算絵でわのり易い彩で 

情 殺 を 記 録 す 不 調 査 斑 0 仕 事 を, 新挙にする数武を作りあr6っ 

と 目立たない日標にﾡがって進むことておる。

森林額をて た ※* を処理す る 第=の 段ﾡは一も と o 夏 個 s 
エックしたり修正したりする一 ある評今はチて, おる部ﾡは計ﾡ 

登て処理するの夏在ては原上の方式である。 =の 株*は, 失数」 

オ商 不•司■能 と 値 を 系 統 的に 見出す のレ 速 想 的に 価して の リニ::. 

的のたゅに。 勿齢集約的に用ハられるであろう。 しかしながら た. 

緊まりの修正に. 人岡o絡 失が u要てあリ, またある場合には
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の 再測定上 出塞エ ム、 る ・

またこの点て資料のm理こ 
• ・

計画と同じである. ますもとの

それから計算ﾡでさ らにチェッ

・計面することはおよそ次o』うな

测定を 記錄 し, 現場てチエックし・ 

ク す る ために中央の 奪務所に送る。

資科 の各組がばいっ てく るとそれを計算ﾡでﾡﾡし, 発児したどん

"ぷりし 新集者が・ 

修工Lた 坂洲値は .

修正すろが 修正の ために｛ 現場 に送リ盗す・ 

び計算ﾡてチエック し, xばに ﾡ理 してしま

? てろき, 現場の ﾡ西をのﾡ成をまっ・

ク許チェ ックばでさ るだけﾡ 伝的 に, 引銃き行なった方 ゲ上 い -■ 

・をの組がしと の名刈と行なったﾡ近をﾡれるﾡにﾡ受な刈走を 

行えば炎用 はかからない ・

現塚のﾡﾡが宛了 し. 資#を修モす九ば, ちの処部の区終段ﾡ 

そﾡめる二とがでさる. 二れらの段ば文の通りである・

/) 積, 計ﾡあるいもとの観測ﾡっ他のものへのﾡ授・

(2) 最終扱告にじ委の 統ﾡ。 総果・ 

てある.

件 F の 组 織 は一部分 は, 用する計算書に, 一w は=の函査計動 

:二 ごPやう・ し ゲ し一綴的な 原則 を 述べよ う ・ 展 用 ざれた プログ 

ラムは. 燃城を甲いば. 一状作で資料のﾡ理の残りの段を行う 

てあろう。 ししいやいくも 系るとすれはﾡ料がはいっていなけ 

hならないし, ﾡ成した報告, 複写機にすぐ使える形で#すべ 

さてある. '

=の5標はむ し 経 報与の 平。 俊計受 ゲ. しと。 线列 I 値ま たはそ 

らの変状値の. 一次ﾡ合であればそのﾡ成はむっかし い 二 とては 

い・ その時各 堀 測値は, 事立に取坂うことゲてきる・ 例えば, 与 

えられた木の林ﾡが計算出系て. 工みをっヶ最経収告。すべての, 

盗当な塩で. ﾡ積Lてからそれは忘れる二とできる。 このように 

/ て, 一本一本計算を進めてウき 最後の木をﾡﾡLた時にﾡ査報 

各番も完茂している。

今述べた計ﾡ. 長たらしいしのてあるが複ﾡでなく. 中ッの計
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算ﾡの能7で行えるしのである。 ﾡおを送ぶ探の支砲町子は, プロ 

ゲラムと. 計軍ﾡ果に対して利用てきる記客受であるょうてあ2
記像き玉のど愛性. 格巧な サン ブリン グ デヴィン を使った萍： を 

にとって益々鋭致になってくる・ もし多段ﾡﾡ. 町帰推定, ある

それにﾡ似。 のを用たらプロデラムは長く なッ. そLてよ : 

多く の記場客登が以妥と なろ- そ○上報告考の 中の統計晃も と? 

ﾡ測ﾡ5るいそれらの交探位。, 一*結合〜はαくなり. ﾡ#α 
累積ではをめることばできない•推定宜への.各視刑値の寄与は.- 

○観測価の大きる。 およ他の計算の成ﾡに工る。従って後。け 

に じ受にる中ﾡのﾡの為 に は非#に大き な記能受 ゲ公愛 てあ そ.

致 年 前 は 気 も 大きく も早平ハ計ﾡ殺が誕査汽料合有妨にα理すe 
にダﾡ" 記憶容量 を もって いた. 阪の当手として, 依¥的 

は 投術的由度に 対 し て 殿計さ れている. 計常進度に は 力 を 入れ cハ 

ろが- 受ヶ入れる記ﾡﾡには注をが締われていい.

峯いにもﾡﾡは現左るﾡに り っ っある - ﾡを"平 番の 仕 片 へっ 

計 算 株のた 力 ゲあまり ﾡ紙でない計ﾡ機と一緒に伊 •

財的な 円證し コ ー ドとテーずの記ほ¥位のﾡﾡそいた。

ﾡ代的なﾡの計質ﾡとﾡ町的記促単の銅合せは糸林顔玉商にに 

十量して力り =o覆の歳枝をﾡ戸する女いるﾡに増加Lている.

今では米回 では平科大学ゃﾡ合大学 て/oo合K工のIBn45o + 
算攒が幽いている,便ってこの仕事に通した設備も利用できる. 

資の枚集ゃ 正 は おそらく を 分 の 圏 は 手ーぐ、 ﾡ作 Lなけれ は なら 

いてあろうが二の機花はチエックをしたり, 分預. 計ﾡ, 報告 リ、 

作ぶす る仕ﾡを引受ける用ﾡおる .
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アルゼンチンの予備ﾡ査本ﾡ査

Pて2.ピoutot2 2eくて Ac

“ P* 
2だと みみ2eむ BcJncaax(UQoac.ccioz cCe 

(アルゼンチン

一 3eっそは-

&couoz e.ど)

夏#各 の法 令 に原に現われた/?e6午 系二の"条は調査と 

ハ う言ﾡはﾡ終にわれて いろ がそれの 真の 目的 ば 特別に 定め う れ 

ていなかった・

このﾡ文は で の あPみの色々 な段の 中て回有林が行った事を 

tべている。 二の事はわれわれゲそれそ浜林調査・ 振林左たﾡ査 

あるいは条林分ﾡと呼ぶけれとも. 同回ゲ許すﾡりできろだけ柴約 

g 二兵 行 とれた もの で ある が, こ のx う &浜林ﾡ査にIL てﾡ別に 

行われたことはない。

=の舌業の來の目的と地方の 孑備的 調 交を 準備 する ため の 一般方 

. ,; /957 年7月に Cauddota P22orince てかれたま林覇査に

する卒一回回R会で鈴さて いる。

それは探給団有林管理ﾡの林ﾡ庁方に, 森林部を教立すろことお 

」び,ﾡに滋べた会びて標したﾡ告により, 森林 課 衣 の 目的 を も 

っと王確に定ﾡし かし 進める こと であった.

したケってこの諭文はその会ﾡて探用L た訪告とすてにﾡらがに 

・ っ た長初の 実行結果と あわせてそれらがﾡ々にﾡ行されていると 

う平ﾡを述べろ・

二の畜女では商騒&記述的な行法て及ﾡしてちリ, また右林ﾡ 

区話がこの地方の子ﾡ的師査の準備を"州との空概なにより、 波 

零 の 自治収力 溃 善 なし にとのエう に 行なった か、の 説 照 を Lている・
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アジア太平洋地方の広込大な森株に通用きる西査

4c @&224&e te- 2x2 22 2224d 
イ ぴe 乙 -んcと Regioz ・

cQ. .22, Cuewrue2 ( オーストラ リ ア)

丁年ﾡに。 若看ばオーストラリアの林ﾡでの 航空顔本と写京 

にっいて, 商女を第三回ﾡ拓業会ﾡにﾡした。(Cemun/2so) 

ケえリ見ハ 明らかにざと。法や呼真誠を町とLた調ﾡ法に 

・は的な雄歩があった・ * 英. 標本ﾡﾡ法の同ﾡは, 生物学者や野 

「テストて受に甲らがにさてきた, よりﾡ化のある. / 次, 2x 

: 不の巨ﾡが利用でさる工 う にった。 Lかし 表林闘ﾡを支記す a 

- 原 則 は 入anaunz (/タタe ) が明舌したしのとば依べとしてﾡう 

・ヨまてある.

にも 歩は同程の分野て行われ。 二九は地エプロット西ﾡ 

ア材状計のよラに去林西をの段府てえﾡされていろ. Kも目立っ 

' ﾡ ったもの, す なわ ろ . Bttaveん の4算数法. も し< は,点

# テはま たに第三同の 会 犧 で 提出 ざれた。(Bttz&cん ・ /P5o ) 方 法 

iとう し(も まだ なく 認識 されたり, 採用されたり してい ない が,

的. または姫ﾡ的なまをの地上プロッ トを作るにﾡ要公時店 

/なり町約さ九る。 同 照 に 威 気 計算 塔 を 用いて, 以二のよう 

・ 一 とは子ﾡできなのった芸資が有川てあることがはっさり し

る変ﾡ. や組合せを甲て頃の有芝性ﾡ定と組合せた多ﾡ回 

*法によって, 材橋 表 ャ林久ﾡ 添を作ることがてきるようになっ 

た 一たが作られると. 二らの表ﾡ夕的な方法か. ﾡ上の方法 

クずれかてロッ ト材税。 計ﾡにおL て系をの方法にくみハれる 

とてキる・

o しは面主性なに対する評査法のﾡ立という. ﾡ&なめる 

グ依がさ し て ア ジア大平洋地方てはあり ・ そはﾡ帯地方で提夫 

n る瑠より も非ﾡに田ﾡなﾡ証〜おる.



/ クケ2 年には・ F- A . の7ジア太平洋林業委賢会ば尾&

考度し. 推共される方注を°Fるために. 校術的な野向奈の登録を 

Eッ. 地方的む研究のセ>クーを作ろことる楽した・

ましなくﾡ買会は向題を 校討 し始めた. これうのとりまとめは。 

/9s5 年のﾡ頁会の新三回全話にﾡﾡ認したが. ﾡ戸会は姫が 

# に 後ﾡ的に とりあられるであろう というこYそチ評しる声ﾡした・

/?57年 に委買会は森 林調 をの トレイ ニングゼンクーが, /タ” 汗 

oT. A, B. 計面て計上されることを認め。 統空写本と 軽市性去 

本の 到定の 査班を 復汚 しないことを決ﾡした-

まv な< 委 貝会 は 台湾と 税球の 調査を番し・ 卒ば好ヶ, FA.0
-工 り表林ﾡ査の ため ンオジヤに派ﾡされた。 しかし 日木の 工 ゝ 

に, 多くのﾡは数多くの推定やとりまとめをっく ったゲ

2 2eo2d @ee子nんパ f チ22と R2octc&Cc4 " (4nmccica.
3ec92/&3a2 ocoty.,?s ) に よリ 2, 3 , の 国 しか 失 眠の 訓 

をを実行しなかった。

上に ﾡ略注べたﾡ 

考される工うにα 
は, る回はﾡﾡ写資 

いうことをﾡ議した 

事を完Jしたにすさ

若者ば Cav2gn 
二れは ﾡ近 の多くの

ﾡとは別に, 英回府の国 

っ た . /?47 年のロンド 

&用いて. /○年 内に西玉

. 多く は 行なわれた が, 

なかった・

(/956) ゲ示L た甲話を 

遅乱をすっきりとし特別

安浜林調査の 受性ゲ 

>o疥五回林業合送： 

のﾡ求にダか しよ う と 

2. 3. のﾡだけが

用いることを硬来する 

な 地がで もっと 詳細な

甲を して考することを目的としていろ・

2ex一 c40anC (ニュ - ジーラン ド)

ニユージーランドの国家森林ﾡ査は・ 帝三次世 系大、業 彼ただち に 

迫められ. 新五町英回林業会談て. 低進 された.。ﾡ炭め日は /夕5 
年てあり. ﾡ果は2年後に印Pさた.

(2&。花44. 入2wway 4 a&cveg, /ター7 ) 関をは原地浜状X 
深のみに対して行なわれ. ﾡ町的なﾡ査が函がﾡ林した大きな介呼
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幸 種の 造林地て行われっつある ・ 西狂 面ﾡ・ 702万 エー カ ー ・ 

以上てその内 5全万エーカーが回化されてラり. 約ノ7oo。 個の 

ノェーカープロットがとられた. 調 挺 致 用 は 金 郡 で, エーカー当リ 

アタベンスてあっ た。

非#Z那だ的な方法が調玉計面にとり入れられた・ すなわち。資 

乏師価の回友と長材そのものの生産能7にしたのって・ 変化そせ月 

=と<ある. 低い生ﾡ能7の未林や保安林等ては・ 方ﾡは高単な。 

チさの踏査がら.i回が許すときには. ﾡ動的に航空写真を用いた 

,, 用いかったりLて. 利 兩 できる 地図 は 利用 し, ﾡ作為またば 

系統的な抽出を行なラ "どハろいろであ った・

u かし 高度 の 生 崖 砲 力 の あ こ 森 林 に 対して は,詳 細な 林相 図 作成 

&各むﾡ準の方法をﾡハ. ライ ンプロ ッ ト 抽出 法による各林ﾡのエ 

-カ ー当り 平均ﾡをﾡろ ニ と てちった"

ニュージーランドの方法の好系の姿は, 生態的, 遊林約な情版を 

ﾡに業める=とごこのことすてに 傾像があることがはっさり 

»pか。たことておe. しかし二の=とは多 数。 料みう十分な測 

区を教き#すにはﾡ査や集な仕弊2するのに多くの年月を要する 

- ラろう. 長術的ぶﾡ目 &ﾡに世べるとメっ 通り てある・

写真:- ﾡ用 ゲ x ダ. &そレンズ

地形にﾡﾡな航空ﾡ R.F./ : /5.844o
写支那置一源地に配夏し写真上にﾡ針した地上コ> トロー 

ルの点、福対義プロット 広に エ りいく らか遥ﾡ 

に, メ%tL ty&at &402x884, み6&/2 
たは, 4%etん ルM〃" ( 利甲てさる場合 )

で細目の移写.

課税地- ﾡ地る. (Cand 2&2tmu上) の記は が ら 9 

ってき た情報.

妹型:- ﾡ真上に印づけた.林型波邪を旋し, 野外てチ 

エックする. エーカー者材ﾡと求没級にﾡ分 

したﾡ生型 (cevo. 才ゅ2 ) 合 ﾡ別す e ・
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標本柚出一航空路に平行か調をﾡに浴 →て. 等ﾡﾡIに配ﾡ

したプロッ ト. 花出密方は.

ネマイ ルほﾡX /マィ ルﾡﾡ から

そマィル血所X4マィル ・ まで殺化する。

ク0-3o プロッ トが, 各林型てﾡﾡさ れた～

ﾡﾡがﾡすと夜を塔す.

-37一
"行なわれた. ( やe3e化. /3 ) 二れらニっの調査はニュージ

/^atto-cL
n 移と用

友択によ

※と非幣によく似ていた・ すなわち.

tmソoた- Q4Zハム％ と 2w&tccte ・ 
ハた。本虹的な澄ハは去林を林分の大ささ. 

りﾡ化し. プロットは叙点でﾡ作冷)に配置し

によ ろ細町目 

掛高 および

た二とてあ

っ た ・

ラ イ ンー 

プロッ F
短型 5テ エ イ ンX2チェイ ン それと同時に

計ﾡ-

すべての 商用木 ば, フ・タ・.とﾡ甲ﾡ高名剛 

ﾡした。 はっきりLた欠や 番幹の 不規町 a も 

の は推ﾡL た・ 枯傷木"枯死木は全部記帳 Lた, 

丸太, 若木および苫木少L小さい研Xプロッ

卜て記ﾡした。

人e&&vtん,の資料知張法を用Iて各樹種, 名

芝ﾡの材積ﾡを利用し,程を. 林翌ﾡのエー

ﾡ-当リ材衣を計算した・ 誤差•限界 は 秋 型,ﾡ 

去 ¥ 位 お X ご とﾡ半サ )そ 対とて 本 ゲ ペ4作 や,)こ 
と ら』Lz x うこして封 し。

Kcetzaどc (オーストラリア)

オ-ストラリアはヌだ固坂森林調をはﾡ子していない- その理出 

は・ ちそらく州の独目な性格と衣林のﾡの街占約な総能てばな, 

という事矢のためてあろう・ﾡをﾡ全にﾡをもっている州は, 市 

オーストラ"アﾡけてろろ・ そ二はばっきり した 私有 核 はな く て 

外回産射種のE林地のある場所である。

しグし=のよう公調在のめﾡてある二とがﾡめられ, ﾡ政村は 

多くの研ﾡを行なハ。 すべての残りの州も, 航史 写真 調査法 を 利用 

・ て 調査 が 進行 中である . ■?

"タ/ 年に召集されたﾡ点会ぼて. ﾡ京浜林調査の計画が決定し 

その中には計画に友用てき る 一組の 定ﾡや町面形式が合ま れている. 

その時以系. 標本図面が. Votoz , て滅し

Cそ2207一 Q ル遊 "タク ) オーストラリア政府領土の調査

とげた。し

、ルよリはむし

的であった。

ﾡ字函査と. 写兵判読が

が しその 州で浜用 しナニ 針 は 

ろ. 経営 上 の 資号 を 得ざ二 

計画は,2o チエイン対/

の 始 果 最 小判 説 面 頑 はた 常に,)、ざ い も

合ば,

-。 す

1 で あ

て お

/マイ

しかし

なわろ

る。方

リ で の

C. .
じているっ

部オース ト

活に近く 品様に

3 た 方法 は.

ル/イ ン

本的に M
そのや方

法 と 祐 の

チ の調を天茂よ

な4フnu . でか な リ 進

と

の

源ま

と«

ン・テ

で Z
か な

たは 図請左の

団面を 作る

でﾡ出さ

それに え'

り おそい

・ 方法ば起実に国次調交のﾡ

ば 航空 写 其の 判読 によ る 用 化

ﾡ細はE 別
中に比, 花出誤に

/957 ) では夫行し

ラリアの 営ﾡ も

ﾡ安調の ﾡ ja に

77u.4t..ccれ② と

ア をすろ メどocし イ2o0た

74%tん. ( E,
受といた。 そ

• , 交化を示L

77229イ02dte ) の

ﾡ生調ﾡ 法 二

• L ウの可能な

ま

か

れ

も

二

と

つ

た

し

こ と

た。

が

て生注

のであ

L た が

策 作 さ

(awnence. ancC 2り～2ec/?タ)

と

た ,

な り

うしたら

た。

よろオー

採用 ま た

ス

は 才

て論じてあリ ・ 

き の 写読の

調査 を実行した

似くっったもので

メetc& フ724dれ2 . ・ニ

C44@みu4イ4
森林では. 更に

わ ずかの ﾡ 化に

7 の 西査は,

ス ラ リ 7 の

後の 支

効辛に

・ ご れ

あ る o
よリ 紙

フ い

II 完

ま

目

である。

樹高扱に よ そ組分 

よ リ 生ﾡ能力 が大

た

の

を

S

他回の新しい発達と 

係件 へ の ﾡに注ﾡ

2 ク

• P 
消E

たえた。 のような 力 の) の) つ I-

ち, その表から 林分 の
了 7 一

航空 写資材績表 があ a ・ す 

当 り 林ﾡが紀* にﾡ斉て.

ごごるﾡ料から椎定で き ・(ﾡち 野外測たを しないで)o
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不幸にも・ (手とくどオーストラリアの条株資源のすべては・ - 

ウ" 一の いろいろな掛程からなっ ている. 二 のﾡﾡは樹ﾡのながり 

ゲ大さく. 火災も多く受内外共に.ﾡ老を受ける率が大であり 

材分は活用や, 非ﾡ用の製材九太にてるﾡ種のﾡ交めてある場合" 

多い・ =れは明うがに, 全樹ﾡや樹ﾡ 後G たばﾡ友) ば叫ﾡでさ 

2が 写よﾡに, 材ﾡのﾡ字をあてはめることは～なりﾡ粧である- 

この方法をューカりの材分に達用しようとする場合に, オべての 

ﾡ査プロ ッ ト*, ・ﾡ料許材A: とﾡ用 材根を 測走 すること ゲ決定 

された。 これはこれにもとすいた. 写頁材系まが突行可能である 二 

とびはっさり してちり. それに打してﾡ当な枯復ﾡがﾡ用できるか 
ミ っお。 み2おは*ご平改から去ﾡ店までの すべての生 た く /- 

所 用 べ 匚>の エーカ ー当 リ材複であり, すべてのぶに対し て益 
ﾡ ﾡ、,お 短 の. 規則,内外の火ねそるかないもの であ る。

本 数年以上 2. 3, ②地方で行なったﾡ栗はﾡ用(製 材) 

極上 りも 堀砕材積の方が柚出潔ﾡゲ入さいことがわかり,特別

到て 組衿材積と, 製材材栽とのﾡにﾡ係 ゲ ある 二とがわかっ 

-・ (C2e and Cae2 /?ケ). ﾡ許材ﾡは判統名の列定 

Cさる後にﾡも近い定受を表わす。 しかし, ューカりの系林では 

地上プロットをなくすることは.不可能てあった, そLて ﾡ空写 京 

材系表を用いれば, ラフな企定しみ、ﾡらそうにない。 述注歩させ 

てくには要に, 研究をまたなけれ ばな らない。このようなことが8るに 

もハいわら ず・られに利用ﾡ Dug (/クや)の方表てるった ・ 図 プロ ッー 

4 ・ 5 本の不る法びその材ﾡに本せと来じて プロッ ト のパ L プ 

河材体と決定した。 単木林秋は前に来名した定数も加えて, 公式に 

ェ リ 岩査径ち工 びボ高測ﾡから 求められた. プロット当り 統 し

郷 る 林太 o数は任ﾡの女/5%だけ塔し, 任超にこめた, /sを 

先ﾡ地や頂の会材表から渡じた.

共和回ﾡ野方 ( プん& Commoc&2tん ocっな4 ﾡdmn:6eoputcax) 
は写宾 判説技術 (&とんcn an Pa22 /?テの), ﾡ真洲読老 の は 

ヒ ャ 訓練 ( &wnx 4nd aag2 , /955 /ク56 ) に注瘦 を 抑 い, 猛去 

数年向に, オーストラリアの林媒学校に入した学生全部に, 抹 黄

一 的のためタ航空を夷■の 使厢 たつい ての 短期 コー スをう 

と =きめた. 研究された他の特別な幕析は. ズt t 
( イwun アここ ) 4AacLow- Ae.C .がﾡ生 写浜上にあ

<Pcmd, /クす) これに?いては. この 現像が起

そ示ず表がられた。 (21c7そ /955)
・ し通当な読を行わなけばならな

-なくなる上 う な季ﾡや時に飛ぶニ と 

私有のユーカ リ 林の 写真ﾡﾡと対照L

いなら

が大 サ7
て , ボ

組合せた航空写真の利ﾡによ リ . 卜回マツ

至ﾡされた。 (

上 防火4 に送

今 メ大 で林分を

・を正ﾡに ﾡﾡ

大ﾡ尺の 写真

尹

こる か ,

ば,

で あ

けさせるこ

か

るﾡである,

ﾡき ないか

メイoCou一んot 
る。

トサンリング

造林地の 函査法が

Conex an2cC は2cwu , /958 ), 二の場合には地、 

っ てでなければ足る 二 とがてきない場合のﾡﾡなﾡ

地位女に分系す る ために.

することが ﾡ因子である

CR,F, / Po2o ナメ下 ) がこ

するときにはﾡである。 二のﾡ定牧法

んA2dど&ac 法 に よ リ ﾡ

の よ

の ﾡ
うな分類を

し t1ﾡ長 は

行 おう

函をにっブトて, エーカ-当リ断面 ﾡの 資 で の) 

らェ び杯分樹ﾡの ﾡ示 が可託でお ろということ

はﾡ本木を測定する こ と

各プロ ツ ト は 工 ーカー当

プ ロ

•戌

定 を

ﾡ ァ

ン ブ

工 ほ

を

ル

ん.

妥 と

測定 す

全時 I7

す

る

の

( ﾡ ﾡ故

るだ で

にﾡする

大郡は

ズ ボ ・ン

のわずかの ダ ガ

受にﾡんだ段酷は, 

m Conubua- からの

シ H

・ 林分材秋表の 

である。 そのとき

が,りﾡ て" なく , 相 禾 の 粛 克 に 利用 で

リ断面積の同提催定

ある。 プリズ

時 向 は ,

, 移動を

ト)の条 

て塔*てき

ニーに作ら

であった

メ ダou02atdと 計 面 で 訓 練 それた

~ oL/。 , 72e- Jawズk
ゴをの目的に 二の株をすでに

aウn0i は林木林ﾡ (ﾡは

〜\メ ボ 上

ど や (2の 測高r 緊 で

=に 少 く て ず み, この西査

す

と

る

れ

る 時 Id で お ろ から, ポイ ン

※ 定 C さ たがっ く定

た

よ

7
ち よ

ズ

利 用 ・し

了 B パの cwな. P2cced-
650 電子計ﾡﾡを備

が監理し てい る ・

QcceutQっzcC の

ているっ

回 膈 で 前 髀 した)と ブロ

和国

・L 林 高

ア 計林
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級は電子計究ﾡと 林太とブロットのﾡ料の.. バンチカードでの分 

復と を組合せている ・ 計画 ば各プロットに対Lて. 通当α初合でガ 

正身,関図絞ゴと, 本を, ﾡﾡ材. パルプ材ﾡ おェび花をと 

り まとめろのにﾡ緊的出7を示 Lて いる。 群余類 についで出力 は： 

次惑ごとのすべてのクラスに対Lての総計 三 与え/, 計算 者 の 第二 

文作に対する入と なる ﾡ三沢作ﾡはル数と ﾡわれる べての 

司 能 な分類のもとに,ﾡごとの西査のと り うとめそすること てある.

/Lx- Jfoっどん と G-cen4AanC てはあチり 次ﾡてない討西 

受行さた。 それては断別の目的に対してﾡﾡをと りまとめろの 

桜立っていろ。 勿密塔たしつブTてく で あろう 利田 面 は 材積 荻.： 

作成 と 更に, 係木ネてずを える = とができた時○材微表の 改只： 

ある .

- 3-2 (ニュー キ = 7 )

林 野 方は ﾡ 芬 a れ エタから ・ Paa/e 2cinaca の領上の 氏 

大の『烈をとり入れるようにﾡ力した。 たとえ. =次せﾡ大 

中にやったよ う=, .よ 写女ヶらﾡ生型の花示への 旧系の銀は ; 

「/ 林地, イac -.f2 4 . マ>ハロー プのな, ﾡ地の 支

パ ニ次林のぶ長の例を示している・ 訓l領された新名にと ,て 

は・ このような分預は酒せな写浜のあればいとも冬めてある, 雨 

性対型の 別 がの裂びとさには, F常て岡離び=と が生 す a .
Bc1uee 4ww2そ や 722.4agc のような cAイoucan 

妹分の大師分をらているように, 商季性交林と※って, 

- みピ4- や Pmudone4ta o多く日的の林木が, acze u り わ 

ナかしかなく. それ も 非 通 用 の ﾡ郡 ゲ大 即 分 で一緒 に 連続 し た樹 冠 

&形炭してﾡ交していろ。 写真 判ﾡ者に要求される ことはﾡ用税 

と それ以 タト の もの を, 地上標本ﾡ出て林表を測こてきるように, 届 

化するため分ﾡすることてある。

今日王て二の同ﾡの評来法はてて二なかった. ・らかに. 多4っ 

雨ﾡ性表杯ﾡ種はっきり した形のﾡﾡをもっており. 原 生林では 

そ o祖ﾡがﾡの ﾡﾡと同じ水準が少 し ﾡい水半にあれば・ 委査子夫 

ては色函撲ﾡて友映さ れろことが多い・

注意策く 判 説すれ は“ ば っき り し た模様を示すこ。 ﾡ種の エー ー 

ぎリ数本の終したﾡﾡを数えることがてき る ・ tかし 同じ本分に 

らる他め cんtwo-cay_ く /aec )は同-ﾡてな\。 そLて 

ユっのもののﾡは. 場所ごとにﾡうから西用材積は判ﾡても訴定 

当チないし 掌町でﾡ在していろこと しはっきりえすことかでさの 

,.。写真 はまた, 頭近のヨーロッパの力/ラてとうていないし・ 

• 様の uoてもないこ と を述べておかなければならない。

究在政長さ た今析が町能てあろう ・ そ と て図化におす ろ小規概 

乙 愛を写來に販に大規ﾡクス トリッ ブの 写真 が； 現在のボﾡを交え 

2 Cあるう。 二れは総帯地方◇研究て矢をﾡとだ方法であるよう F 
わる。

上の地力でﾡ片の 用季浜林帯は マ ( Cnaucc2na Cun と 
/Amえ および CaauCarc〜 8&どn&i )林分を生い. これば, 

イulot。 で フ&w一 @cジrc2 のべ 二 V 差柬の も と となっ て いる。

ﾡt空『浜では一般的な旅冠*半上にいちじる tい. 樹ﾡがす ご読 

列てさ, 無作めに配出したﾡ女上のプロットで&える二とができ る.

エーカ ー当 り 平均木夜と単太当 ッ 平均材ﾡ( 地上祐出かう導ハ 

そ 気 じた し の が児えな い ﾡﾡ を いく ん許き した エー ガー来 り の 全 

ﾡの定ﾡであ る ・

のェラ な方法て吹際に矢行されたし, 呼浜でよんて配置したﾡ 

仔 め な 蛇 上 プロ ッ トと野外て測定したものチエック&す るようにな 

「 〔いろ。比 較 はまだ、 利 卅 で を ない が これ は 將 別 $ 場合 て一般には 

だ町できない と を留意すべとてある。

く販近. 利 用材銀 我が•周回(岡 衙)とﾡ初の緑枝までの高さの 

nて作うれた。 こ九はま含まれなけれはならない通さな項を回ル 

かがびきめて. ﾡ後に特別にきめられた計あによリ, 1.B・ ・ 
グム の株ボで計算された・

-の目的に対してﾡ#は断面務と. ﾡﾡのﾡの双でべられ
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ダくの項に分ﾡされた,A合せﾡﾡ目ﾡ方思夫をがをに計坪し, こ 

れらの司みに対して, 材預表 &計ﾡし印別した。 そは家和してい 

t しとのﾡ科に対しては十ヘテストLてある。 この表の製作

t, I, B・ 1・ 林野庁, Coamnouwca2ん / ?22x- タル2人£久 木材会 

ちよび営林るの"かのたまものてある。

ﾡ 論

一般的に, 圭と L て印別された形で, 己にす公予引きが利用て 

さ て, アジア太平※地域の玄大な森林に利府でさ る方法の明う ハ 

なっ たという 二 とがでさる.

二の地方ゲもっと正ﾡに回化されるまで. 地上西をと 派小 = し 

て, 4tな& なnん8な 法にようざると保ないであろう。 公t会 

らば, しな夏は一級の及ラで地形をﾡ化する こ と& #? - とはてこ 

デ・ てき るだけほいて作ら州の地のてﾡ及 しなけハならない 

がらである・ 同林公ﾡ由て知目の移ﾡ. 三級. ・級の委ぬで行& 

ちな t らないでろろう 二の二と 用 とゞ じより 短期っ 

根作訓繊ﾡ向をめ受とすさ のみでろ ろ .

地方の猛暖な部分ては. 浜林はﾡ別に受にﾡじて い ろいろ公 方 

ﾡですぐ帰にでこ ろ-

染ﾡ地方てはﾡﾡ性ﾡ状のﾡ化はﾡ避な=との多く, ﾡり猛当a 

取扱いの決定には更に研究し公けれな5ゲい。 ﾡfiの 大αる野約 

と認ﾡの済去は, パ>チァードやテープ&mい. 数総で資件を会昭 

ろ ことかうみこと がてきる -

4Aadot- Peそ がないかまたは ﾡ小 のよ う ﾡ空ﾡ灰を作 るに 

は才ﾡがの愛てある・ 赤に近ば近ほと回ﾡて, 子朝し公 

切類がとりのぞかれるようになることゲエリ 大切と公ってく ②・

交は管理者 は子ﾡ読に後幕L < いろんはﾡ際には面数公立体拠 

の知があリ・ 写兵から満ﾡにﾡをひきビす7があるという 

とて百乙ﾡ区しなれげならないこ とは非に大セな二 と である.

ﾡ林調ﾡ計と語査う法のﾡ 步

4c2T.ce2メaue2ぞ とレす と2イシyと atcイ パ22cCyL2e
々ucdaビ 2dccr2 cr2cC 2&4ことc 及cC<cC (オースト"ア)

旦示/2年門 浴林調査の計面 と方法ﾡ責的にみて入ミ く交化

E /0年以前には旧素の記べ支ﾡごれていたがいまは国5的な 

ニ C 領査や浜ぶ経宅 目的のた ゆのﾡ紫条件のﾡ 査にﾡしてましい計 

塁マ副受浜が塗してこた. Pedn ばりまツめレポートに退去 

-牙ﾡのこのよ うな同題についてでかたノ 0の論文そ引用して

I P ・

1 旭方的な鋼 釜

で 中 吹 を 行われたよう なで べ ての 旭万的な 調査. たこえ
1 ォ ストリアの/タチZ〜ケ。年の点林超を.バーデン ドイッ 

小ﾡ不み有ぶの調査日 い ぜん として 旧求の系林経営の方法の時性

示している- こらの調査か ら ◇ビ目的はぷ 即I前F 北欧での 調

• の 目的 と口 理 って いる。二 らの部査はﾡ時中お &iﾡの星依 

因L た経洞的ほ 発時の ために 行に っっこ たしの である-

,バーの場合)こは統計的な基礎に立った型方 的な調査で得みねだ大 

る私の平均はあまり有夕でない. こLろ 派小 旭ﾡの林茶ﾡの調査

風小つした系林で有効ほKﾡをふとためにはﾡ愛であった-

;1 位 分お よど所得着が並ﾡL たような こ らのボﾡのため 乙 

ストリァで は会体調査が と愛であ→た. 次のさら なべ 的な方

2 用いた. 飛空与貫 • 杯公ﾡを決案する ため。 ﾡ測定浜お よ 

ク外本容 料数理の ためのパンナカー ド の方ま. 受ﾡ測宏法を用い さ 

.• み合は 両単に収殺表調査によった. ﾡいた方浜ば低ﾡべと要であ 

2 计 ※に多くの単位( 大ユ /oo2o) およ乙これらの情ﾡがそれ

; って表わこル2多くの見ヶによ→て狩長 べらる-不 利協 なこヒ 

ル % ○ りであろ. 久ぶべ多くいる=Y ﾡ用が多くか>る=Y・ 

pよび向ﾡ口調査な行てりく ニが不可能であるこ と。



でッシ・ オフダ・ スペインおのトルコでも調猛ぶ行れた- 

学にそとず\)た国家調をは現任ベルギー. フランス スイスおよ乙 

オースト ・)アで計面それている.

土政話国では . ﾡ調査か ら振択し 統計前に 面さ れた定期調会 ベ 

/2系行わている:

オ引ムスウェー デ> 国家浜林頁調査の計通口 林部証での 系 

大の歩として引用Lなけばならない- 聖続的に州の綱査2行 

もとの法名. プロ トの子 バ寄好あっめ られるか ら系名 ロ 

卜致の/2分の/ が全国を おおう4 うに客年調査するう Fヨか 

えて非常に多くの型要な向題る 解ア で=たのは & e 8 oー 

定期的な調谷ほそれ によって長本的な結果がこにﾡ徴に わかる 

うな維的公調4に =りかえた- 話福や六長愛が次友でさるばハ 

でな<本当の年校置が客観的な方法でわハる. 三の詞都2用いて月 

私のﾡにのバラ ンス名とるこYがてる.

オーストリアでは スウエーデ>のモ デール にLたが って同 I.
な 連 紀 的な 国次孫林調会名山話ﾡの ﾡ殊べ 条名 考ﾡ に い て現 任 

計画 している. ﾡ本ﾡ出計湿は森林調査の結采2 もこにと . ヘクタ 

ール(Zククエーカー)当り 林分材積の分ﾡを列用 してい。 所L 
い方法はヨﾡてﾡべるようz才ﾡ. 文長受お乙保家めﾡ定に 

して行えるようになっている. 年ﾡの 客観的な定は前の 僕：、明 

内内区吹例された不の区福査優名剛定する ラ に計回= cいる. 

*木ク区ﾡ材積は依例木のﾡﾡ込ﾡんご戸じいつゆる"類以木(

a イ )の食料からえする.ﾡ系はヨﾡ 西往 ・a点 
およがﾡ(・ 問枚などの よ ラ近採法ごと Fに記録する. / ラ sマー 

54年の 国家安森林調査 とﾡ条め ﾡ統調査 とのﾡにはまたもつと小さ 

い卓位にましい結果名むってけく二Yができるよ うな肉係をしたせ 

なけ れ はな ら ない.

計d してい る一撃的な目的 : 一般には /ク〜バ s年 よりは早く 

葩果K わからない 定期 調査 は. その采べ利用できる時=は球みに 

時おく れこなるか ら . 国察経済め 州大してゆくﾡ求にはもは

-45-
活足であろう. ス=な経済地ﾡ名統合ろハ ら . 理紀町な調査は上 

=示L たものより もむ L ろ望れるものである. 現在の 林末口建物 

○相ﾡおよな将系の可能性いい かえれば系求め炭ﾡの正ﾡクな化 2 
たしかめだ り. 内容のバランスシー ト さごるためにはできる だけ 各

部分的な徳之与える調査をル愛どする。この海合正な向蔻ほホ 

み内横 ベ長番およな京のべ於材系は野介で起帳して河ﾡでさる 

任にさ って客観的に決天 L なければならない こ と でめる ・水減表の 

炭用と同ﾡ林分平ﾡ定全口べ在すれ ば単 太 が ス ポン トライ トそあ

G け 九広な らない. ﾡや六長ﾡ名う在するとのﾡ玉にできるバ 

17 正成に決天 しなれ な あない. ﾡめバランス名ごることバSき 

ろためには 本ボ 六浜ﾡおよみ依孫武は目じ 測天 宇位で 測受 し な 

T n ばな らない.

2 経営日的のをめの森林調近
a *

本求経ごにおいては. 旧の 林分 の 河定 い なお一紙に 行わ れ 

ている・ とかし. 大述の合にばﾡ径へみ細分は行われないが、 

g ﾡぶ分の /o。 %網査をは ビル ル り ツ ヒの 点 A測定法にかわっ <

a った-

ﾡの測欠定に 用でさるいろ いろな ﾡ種 ( Coy&t 召し ©c.c.&x: 
.fuとe * . e/ なご)の詳しい材積去が多くある。今日.

らの表は統計的な方決で作られている. ドイでは,タリフビ 

均アﾡの 曲 べな く用いらこいる. Fデドイ "では. M と い グ 

リフ - ステムバすでに淡支し.そ は おﾡ 六 兵 だおみ水 ぶ 极 の 

別に用い られている.

工 着の質料に もとづいた新 し い 収ﾡ沢 は i マク ス •入ペイ ニ. ラ 

マーク スェーデンルーマニアおみドツ でこにﾡられてい 

. オー ストリアの国な調去で用いたよﾡ添広旧求の収ﾡ表のﾡ対 

m般位が名 /2 ○年の 林令 で②千均べ浜予名 も とビ したﾡ対的地也 

夕F 資授して作ら九たものでめる- ドイ ヅでば ﾡべ旭季 に 

とじて W画 o XX 殺 求2細分するババは らわれている.
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今 日 ・ 系林調査の 計画之方法は /2 年後よ り上活のﾡ要性そ 

«く活足 Lなけならない. 研「砕呂a く 木材今ﾡ) 幹型 同女 

の影署の所究に関L てビ戸孫に 研冠に 肉L た灰長 愛の宝接測定に 

多くの法ﾡが衣わている. すべてこれらの向題は日ﾡの ノ o。 

函浜でにﾡ浜でさない.

ﾡ計町授本袖出浜 2ﾡ用Lた ﾡ合だワ 望むﾡ出精ﾡの 計丁 も 非帝 

に多く②行牲の油寒がでさる. 致外 来. 株計的油出#通が添本み折 

伝にラまく用=れている. このヶ法はオー マト ・ゃドイッで2 
もこますぶす大切なしのYな" っ>ある. 現径 ま で プロ ッ ト a 示 

前に配置する こンが 除に行わ ていただけ でpろ. オースリアで 

は・ 20z～20イメx く2os～o/ acze ) ○円形 プロ 、 、 

べまく用いられているが. そるEぶにに測受される木の直/ : 

る・両ﾡドイツにo/ん の円形( 2z$ac) が用いられてい々. 

*基の場合にば虚齢的 = 秀え 2よりはむ し 今 羽場 でセッラ い= とが 

プロ: 卜 ②大ミざz 左お L ている.

鼓虹 では,- 受半経ロ ットよりも 町T支ﾡ便 プロ ト ッ ト'ズﾡに登 

ど地ではビッテルリッ Eot ラスコー7とぽばた木名記ﾡL C西 

査丁 ②おべすべれてい々こと がわか った . 傾舞の補達 Y関運してい 

ろいろな虎ﾡ名たﾡ 的に 誤定する= とほ-定 ーロットそ終受する分 ! 

之そなくす とい ラ非ﾡに大=な利益べある-ﾡﾡになるﾡ界木 

ﾡに正確てケェ"7できる.

全地妹の平均の民ﾡる確定するのﾡば歩があった ニnは く 

拝表式たほ点長ﾡ州 のいづれべである.

ﾡ長4点 そことニ どによる建年ﾡ長受の面核測ﾡの同載はﾡらか 

F大ﾡである. =九*阿し て. '• 神入法 ・(/ A. み のムな:. 

&な. w〜c24< )ちょz ・・タ・フ差法・く .rc& の 

26 ec.cuce ocイe< ) は方浜論的にﾡ味がある.

Cc44ond に る座さの 年輪名 剛長丁 るスウェー デンの株枝ほ 

で正確な河ﾡべで さ. L たがっ てバ長鉱 o 分には こてもてた 

すワになる- 幸をﾡﾡ化するため片、 オ -スト) アでは要に桜影ス
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クリ ーンが作られ ﾡ本に ビ りつられた- m軍愛が埋ﾡの年ﾡの 則 

た した簡名 自動的に記係丁 るよう に愛求に ビリっられている. 相 

条 に 京料名 ストリフ プにパ フチLて. 自ﾡ的にパニテカードにラ 

フうにこれる.

承本柚出法は"素こ画の- ﾡ的 な分 類によりかな り 利益が8 る. 

完みでの当まり きった住報は赤ﾡ恒っハえY< 下z 訓典 こない人 

そも行ラニヒバて当る- ししﾡの訳税や六求画は※示・ ベ長ﾡ 

ろ 、 みﾡ位の 他。 特性べ利用で さたあ2 o 官頭の仕事 てある-す 

なら 国太のとのより ほ もっと正威 ぼもの バ孫託ざれる •

の耳料 はﾡ本柚出浜名 経済的にす々ためドパニチカー ドで評 

ヨ Lなげ れはな らない. 二の力なで作ら九た云料名いろいろ公割し 

に,とり a こめたり すなここはﾡ諾をﾡる二ごどYもにﾡめられた

•. 介の 十分な利用 が 可能 にな ふ。 オーストリア でに各 42222
--/22 クひ2 イa ( 2.222～ N¢2 2 2 2ceu2) よ調査三れ、 額

料林験め !BM-ACC222t& oc.cfenu で評価ごれる.

ースト" では精でぶ長逐芝べがと知2こと名芳えた来の 

x み 部 査の 野外 質料 を 様世で 乏 全 冽 植 ず -るといラ こYにﾡする 

gリはパ>ナカード浜はﾡ灰したこいえる、おか求お4乙令終云そ 

そ に表つす情萩ばバンナ カー ドハ らで . み&...&.な2 ダz/ (I5r ) 
を 用い て表示でさろ.

ォート メーシ ヨンのﾡにに林茶でも多くの 貢 料め研究や 人向 そ 解

る8ためにも っYそにふわし い仕が てき々よラ な表術手 授 

z 2リ い九 な け れ ばな らない。

3 重歴研宛

計風ご た孫林ﾡ査も の況調ﾡも共に正ﾡこ のゲ受性が と 

e 二こに十分みあうような逃ﾡ預料べこまでかけていた. 混合本 

'”令株でに. 一般に水ﾡ表な用いるこYは非常に疑ﾡである。ま 

cォースト りアでは. 杯ﾡ浜やタリフﾡﾡﾡな結累名与えない・ と

うのは. 大ﾡの合それ あは現旭音料名ﾡ したものでない L ・
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個々 のキ旭ﾡ件めじっもの名ﾡえにいれていないからてある.

山缶杯では ・ 径々な柄ﾡの形数はﾡえの太く なった祝分べ非ﾡrに 

ﾡべあるから 姿化べ多 い・ ニれらのあ動はもﾡの 取粳 ﾡ名候用する 

と推定にかなりの誤差を生する爲因となる。 したがって. 学ネ 

の杉数所究がﾡ与ﾡか ろさめられた. 裸本ばオースト ・ アの全本林 

からとられ. 二三の固定項準セだからでになかった.

依例市に. 立 本で客疑的にﾡ定 で 当る林木のﾡ性の すべて名 記こ振 

した- 旧来のしの以Yしては、 こ九らﾡ住は六ﾡ内客、 木材品 

育5よ乙研冠なである. べ例後ば . 荷高や置径込 もに研恐表や ・

向の材高京長並も測受した. ﾡ費で区. 区内面径 研政厚が紀対 

的お よ乙 狙方的 ﾡしい長ごの町ﾡで 例定 そている.

炎必た理料ほ破計的方声で評価されるであろう . これらの調登所

は力積ゃ六長 の 其戻資料に なる込 ともにﾡ 的な立 木部！ 五の王 

ﾡごの阪界についての情ﾡも与えるであろう.

次のよラ な点 べ岡塁になっている.

(2) Wd4ムd によりマべての主ﾡﾡ種のボﾡや形本のゐ徴べほ料 

からﾡかる であろ ラ・ニ らめ記数ば突際に も と正ﾡほも ゥ 

必 なって 採用 ¥ る であろラ . その. 商なタ ・フが計算=れ 

よ う

・4 ﾡ えべ原因 ごクち ﾡ高形の乙どい衣ﾡをなく7るためには、 

e-_mnad4g のﾡ形数 ( イu H%n メc2 > ( 入& ) そ べ

実するっもりである. この形数はﾡ 初の ものよ りは姿動ボケない: 

とがPかっている. ¥れは樹ﾡﾡなの回ﾡ的な指ﾡでめ"、Lたが 

ってﾡ幹めお互の向のﾡな比救が可能 となる. ん2nれ-Xよd..c 
Iにさり. た 火o-Aac の形ﾡﾡ c3=,% ) 水ﾡ央求めら九 

ラ・ ニれはﾡえの大=のﾡﾡであるからでらる.

これらスっのト ピックス名汚えるために区. 全神ﾡ め /2分の/ 

三ろめ直径名直核的かたは光学門に測定 と なければならない. 

cc) ﾡ長ﾡ片の標本によ るな長ﾡ o 直 ﾡ測定2ﾡ候の 鈴正をル 海
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ビ す る合に は多く やてゆかなげ たばなら な い・

) 大ﾡの表示をごけるために. 野外 資 料を 直底パニナ カードラス 

ラハで評価しなけ九ばならない・

&tu&ox の定岡潮実浜は上史の特性②ほとんとすべて名ﾡ 

えするためにに両学 に経済的な方である. 六長受測定*パ ニ チ 

カー十計ﾡが政衣それたためにかなり はい調 重ﾡ 票べﾡられるで

ろ フ ・

したがって オーストりア旧系のﾡ則芝すて. ドイツでほ

&ん.nad2 . ん 力な 2ed。 がス ウェー デニ で は

2みa&tud や ゲクァペ〜え がゃった 方浜に と だ がお ラと とている:

ﾡめある国は 及cジびcん の調査にこれらの 目的に到度する

ためには非に 寸くれた方法である。

4 空平胡と写長ま

今日 系ﾡ調査や森宿ﾡにYってﾡ空翼が大であることぼ 

- 際的に よく知 らていふこ である. 炉的な調孫に はとりわけ 

る心のﾡ貝 ビ L て統空 5 更 に 後に立 フ. オーストり ア の森林洞査で

は学位のﾡ界己呼上にひ 調杏の実行ビ西面にﾡっている. 

缶ではばﾡかのﾡ界が地池上よ りは王確に写互では設受でさみ. ﾡに 

zﾡに 校 切 用 林 の あ みよ ラ な旭ﾡでは空孫さ用いるﾡﾡなﾡ 

べ大いになくなる.

オーストリア で計画 L だた続調査のﾡ本ば Z の v成mを - 

,ルa&(Mこ&イ-&.ctytx/t A4とAs そﾡ合せた)に加えた里勤来 

ﾡてﾡ回らﾡ長上に非希に正服に移ﾡで る. 野 に 曲出 息 乏 配 

アするいう束に不ﾡﾡYな". しだがっってﾡ行にあたってはか 

リス ヒー ドア=れる.

今日 ﾡ至浮をう 

cある・ 正しい 図ヒ名 

く っ けL左 ばな ら 

rこイがでるこが

っす货用はノト現横な•底林機図てらい,、乙も防便 

才ざためにほ. コニトロルする点名地上に

ない. 摘査魚や調を源を で ぐ母真 上に 上 りた” 

多い. これらの点の海状や三ﾡ洲登のﾡ料も
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Pからなれ な らない. 十分な地上コント ロー ルそ行ラ喜用は旧 

系の地上調査に愛する 責用のほんのわずがな割合に しかすざない.

ﾡ空呼互はﾡﾡるﾡ人にし. 区わLたものの正確二をす. 深 

依に. 年き後の図る作れる 二2る 注ﾡして おか な 九 ばな ら な い

缶ﾡ方を図化するためには. オス次のステ L オグラ フ (号翼団 

ゃプリ> 卜のベ ・ に引ﾡし が* 程である-

実ゆから多くめ情ﾡﾡ条めることがでヨる. ﾡ杯の大 s : 
管お乙性およ乙他のﾡﾡは三次え停の研究からﾡることができ 

る. とか し.銃空写ﾡらの本不およ乙林分の同ﾡ測受Yﾡ稽推え 

は字改でにふ林目的に非常に不正確である- フィ -ラ> ドとュー 

ゴースラビアでロ.•はの规空呼真からの新秋惟定にほ举M星ロペ 

%てであるツいラそ示した.

とたべって銃全調在と地上禄本抽出どのﾡ合せべ推呉 でさる.

5 森お調資法

週委/ク年商. 森本調査族は昔から最大のJ歩名と げた . 受岡で 

洞定する 2ta&c& ◇J<たアイディ ア2多 く の 寄 機 に それ ェ 

な用したこビほﾡ耳でのﾡのﾡ利になり. 調査浜 にﾡ命るもた ら L 
た・ ,園

前節で述べたどの 測実でし*の殆んビがシ ュ ピーゲル レラスコー 

プや 2ccとce により汚楽三れた他の語ポで行うことバでさ る. 

ほえの わずか貢用と時向名 告 に=丁れ ぼ十分なﾡ戻がﾡ らる. 

手. これら②愛ﾡのﾡ明があったからこそﾡしい調査法が可には 

フた-

Bctv&c& のいろいろな方法は明らかにくゆきわた っ Cおり 

てべての欧州大ﾡの森系ﾡ官がこの方法名改きしよう2 しているが. 

一般的な応片 についてばこめ 会ﾡで材告 しなけれ ぼな らない.

若君自算 大 この原理と をの応用を 説明 しよラ.

ずでに発明=れてハ あス年体. 突ﾡ河受標本柚出Y系初のレラ < 

コ - は Ao2&どu&c で/4 ラ年行われた オョ 回 世明 林家 会 & 二
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おしてﾡﾡな静ぶのまyYなった. その 戸又 系. このmLい方浜は 

上て多くの知己る呼. すす孫林調査で両ほあるﾡ多るz 
てきた. その理由は

ﾡ分の町ﾡﾡ密ﾡべ号え られたﾡゲージょ ・ も大ヨい直径るも 

ホ茶名数えるこビにはって間ﾡに見出せる. しかし ﾡ面積書 

承は測ﾡで ば 基成的 な信であり. ゝ前 は労力込 肝商 そ多く ﾡ性 に 

しても本食的に定L なければならなか ったものでちる.

」,一Pりして数えつ除に戸いるﾡ一は両挙な愛棋て程味で 

さみ.

4.tnAugc とア*リカ ドイッお乙ﾡの回のの科学活ﾡ

•プロット レス り ニ プリ ニ グは前面稿 だ 測定 にﾡらるわけで

くて そnれハ らサ z 2 げ完束 すろぞ あろ ラ に い ラニ ヒ 近 方 

認めた.多く ○き支ゃでﾡで 理論Yﾡ場へのを用が所究され改 

g=た-

ア^ みでは ル乙 ex オースト リ アささ ン/とe2ゲガラ スの バ 

メー名用い乙こゞ名ばどめだた。 ア、カて. これっの両な手拝 

のバ スム べみろくウさわたり 尊 冥水平 やわ すか に 傾 斜のる 

で足両サ ン プリ > グ名すあのは系も際利で派もき易な手ﾡヒ

った・

ストリアでさ 段加し2? X が ノタ ム7斗 に 展初の "Ano4e. 
pAcAwe ・ こﾡ明してﾡのあ決名傾斜に対とて目的にﾡ王でミ 

5ょうFし 同 時に正接的ほ形が高 測支名加えるこYに *って有積 

レ簪ズ河 られる小ラ匸 した. 二め目的ば終に改負=たた

シンP.&aAye "となってあらカれ. マますーストリアてに 

後ほものとなった ・ のお浜に". 受ﾡでぽ ば九 た す

• ての は 木(,たぼ N 替 巨. ヲ番目もしくばと番目の) の形ﾡ高 

ラスコープで測定する- fゲージで返ばた木の本数が羊木前 

iにﾡ→づけられるから. 関支した形部の算術子均む た町面

| gみそつウて 平均形次高のべ表こして採用でる. 負ゲージ 
ス,プ 占 前面ﾡ協ﾡに平 形 部 こホずる とす <材承ﾡﾡがギめ ら れ
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る. し たべって以前にば千均形が高ど杯分材預密長る浜林でﾡﾡ に 

測天して浜寒するﾡ浜以外は両学 で理勢的 正しい 方浜 になハった.

-般に方浜に花奨でさるものである. 再列な給女 は Haイe. .zs? 

-&イ2g ・ イutrcc o w. &2ttck 背工のしのそ利用すればよ 

い.

ﾡﾡ河天サ> プリングとそれる 呉除現場にく みるカ たﾡ浜 ては.

B4とf は首面根乗女4(。ノ本糸えればる 当4平力であ 

るこそ2表フす)名いフも用いる=とをすっめている. 受向 ﾡ 运 ッ 

ニ フリ - グほ いろいろな 東界 る 光学 的F 誤定するの不 王確 てp る 

ような 所で 疑わしいビハﾡ野がかく=ているようぶ呼にに F 

可能店= こ=えもあるとじう ような 説が いろいろあるべそれも ほ< 

府ってきた・ "はっ=りさせるための半位" (ﾡ数4名用いると

仕ス5と)に向名くざつた測鎖名用いると不からみ距離:2 

に政えるために測ﾡごれる木め互径によりﾡえなIえ な らな ﾡ 

木の互 佐パか る. これにり可変半径 プロ ット活一ﾡ羊径プ

ロト法と戸ど研ﾡ性べあり Lッもなお次の利点がある.

り やゲージでめえられた林木の*数乏学不断面稿に並みづけすき.」 

とたがっ てこルらの林不の他のﾡ性の算ﾡ平もま た学木ﾡ面根 

Fまみづけすo. その年性Yはたとえぼ

(&) 角ゲー シ で測定した形ﾡ高の算ﾡ子均ば王 し く 平均形状さ：. 

表クす-

(イ) ゲージて測ﾡした全有高の貢術平アロ林分のよouタ ○ 

均全橱高を表わす.

(C) 陶ケー ジ で 測定 とた林木Fついて推定 L た祝条材積年の票 商 

平均点林かの平均ﾡ祭ﾡ積来立して用いられる. 年々・

Z) 町ネ半イロッ ト 浜区に杯分内め いろいろなﾡ区板め 密及に方! 

てプロッ トの大きこそ自ﾡ的に女えるこYべで=. したが→てこ 

これ らて径級の より ﾡ8な平ﾡしたﾡ本 そ与える.

ラ) ﾡ湿ﾡの利合くそれこそめﾡﾡ) は単木ﾡ面ﾡに比例する か 

らﾡ径ﾡでの経ﾡ的な利益v一 税する .
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←) 数えっれた本数は出面積 密友 の百核測定でろる ・

っ 大悠のﾡ合. いろいろなﾡ界名光学的に設索することが可ﾡて 

ある. 二のようにすれﾡ向Y労之のﾡさになる.こらに・ ・ラ 

スコープば抽出された木のﾡに対る神正を自前的に行ラ こ 

とがでさる。

scc&zc は四ゲージ浜そﾡあばがりでなく ・ ラ ュピーゲルレ 

ラスコー フセ 用いて 杯分る ミるいろいろな 林高 に 用 いてい ふ・ この 

汚戻は不の平形灰についてのﾡﾡをﾡるめに低立っ. それと岡産

〔 日本の平 a が汚 宗した" 手渡 商 ゲージ ﾡ 本柱出 ・ 名 タな2Aed 

水Fﾡゲージ標本抽出" とﾡﾡ的に組合せた- ﾡ終に aシれu2ae

*ー レ 商 < caxcL&4aC o夕& ) ド £っ て角 ゲージ油出の原理 

加ﾡみ Lたそ太め ※積にﾡﾡるﾡﾡびる素せ名ﾡ度に 見出すめrに

用いることができることる示した-

ztt&cA バ作→た光学府希ア は沢してﾡ受てそない ・ ラな思 

ハっ t 不 ﾡ看の 部分的な 測受がて さる尺 とレラスコー プビ2紙合 

とると わアか一人のへ向で同ゲージ河受ご直ﾡﾡﾡがでる・ シ 

ヒ ーゲル レラスコー ・ビヒ致する こ . 函様は大さく ・ い くぶたﾡ

少 し；こくい； に れな を 石 天辰 の 彫 率 マ う け 夢 いし. 袋べむきたLの 

にゆに市ﾡるラけﾡい。 したがって. それ名浜用するのはﾡ所究 

zﾡ定ごれるてあうう. 今日まで.z, ヨのﾡ型が作られたにす至 

なヒ・

2axccccC oどo..&.e"は現在西ﾡで映=れてい 

z それは"タリフ"Y 呼ばれて い ○ぐのﾡﾡ互径 (c.と.と) の 

っ た両学なﾡ形輸X である.ク リ フの 決定 は 雑 で行 う ・ その表ぼ 

例木 の 測定 と 救丁るか または立木Fついて形ボ高また ほ全ﾡﾡ 

z烈受して作られるものでろる.

ノタタ年Fは. レラスコープと" 突るメ～イ&.C " ¥そ組 

广丄た応 闲を 示した. 当r面科ま数4る角ケージに用いる場合は数 

とられた木はメ当り4干ちァであり ・ Lたって,本2符別な 

： はまそのﾡ面ﾡぶム千方に合まれると同じだ 当り 本数 を 示して
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い◇・ スンイmzdx.in&2& にヒりっげた再列な入戻を認むと救えっ 

た各な木にぶLてメ当り本教がわかる. ついてるプロトﾡに 

るクリフか ら新面様の メディア>である/ 本上の木の形水高 

削受 名行っ. ニのメディ アンは角ゲージ添て柏出さ れた林 木 名 測実 

とて戻定さる. このタフは 角X で正これ. 前 ド 印 づけ L た 不 

そく ・ かえと 測え L て才着べわかる . わすか 恐ﾡ商と労力で, レラ 

スコープと ” る6,J4wuin_&:C ・乙用いたタり フ ﾡ本祐却 によ き 

々年有ﾡ s てあ。 次にべるう なﾡ性名 字める= とがでさる.

な当ッ 本数 町r湿ﾡ メ当 材ﾡ . 同時に小 面ﾡE 対し て用い 

◇9 り フの決定. BotugA 広この 万法が く用いられる ニ2名 

お望している.

ﾡに大積にﾡ用でるき基

パオと"-パパす ウク*•久々/Zt を セモァ®ー メピ "ピと・ 

ey
ノフル カイっンイジ& (フッニル

私空写氏ビﾡ 本柚出法の体的発ﾡに ともない有効な方法でな天 

ほ本の西査大できるうになった. よりがたい方こかわ 丁か

K 运：-•响 しか なし、よう な 風 で ほ. ﾡ空写貢によりいろいろ尽種類

7Lて正品は 因 ヒバ でそ◇卓べのらた. そのことら 本勢大の 

往内でば -ﾡ町なﾡ形 とﾡ生の函化べﾡもﾡ味ある= ビ である.

• な団にがでゞるYいうことによって六杯害は目みの益に

5左 ﾡ本曲 出法名塩甲でき島よ うになたし. 一方無作為ﾡ出

<のま 形YL てよくらてい ◇番 化油出 や 示紀油 さ加える= 

て=2よにな→た.

Pらるﾡ査ほある目的さも って 行テわ れている。 大ﾡの目的ば 

ラ ほどかみ立木 積の ﾡﾡ名浮2= こである . 大な浜求 

何をの 目円はも フ2ﾡﾡである. 国ﾡのFAのは「在そつのつ大規 

1 •( 近すなっ A パ4夕t ラuu の調委Y 法ワ タル* 〜

ク-シ％ ctg42そマだoこ あダ 方で イonイ CZa-uイと&

番の 行に ブラ ジル 政 の長助る 行ってい々。ス つのﾡ番は会 

?たヨ的女っマ\み イt4みotS..c ク、お書の己的は 

g 夕数流ﾡ刑ﾡﾡ森林のﾡﾡﾡの意料 を4て .よリム いほ泳的な
P " ぶﾡを支えろめけこ すろ二とざちみ。

pianta の マ ット越査 は 当 .N れていろと いろ 現舆の心 配の ためにさめらた 

• Eベ てこの調 査は 夫 隣の がﾡ はどっであるか込いう二どと ﾡ 

フ2立証するにはどうす は" いか どいう こ ここﾡ出こばならな

Aンz&32 おoc の混本糸希商期性浜林ばぼブ・<P4じの222ピ 

メ。 力 面 点 で あ 乃. 界 生 の /るza < ノ が あ る 足 方 と この 不バベな 

ェ団か型木かて生吉 Lてい るこ こがわかているﾡ所にほっ.

召： 20022 だa こ起できる。こ の交 大ここし ってい る面積 に 対
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す◇調登乏計面丁る除に 出合う困難は次のことである- 出発す

るのほどこか? ずなわ. いいかえればでﾡるだ有効に発点 

か ら調年る行ラ ために どの 面積が次マに 調長さ れほ Iブれば"なら ない 

か? Az3c7z の浜林調査べ計面されたきにはば. F.A。 oレ 

ポー ト o./7/ に老浜したように=れらの系のﾡ活調去を行っ 

戸ヲ人の 森左 のエキ スパー トのう らのz人がいて . この計ﾡ2扱所 

した- 調玉は Am234 川の血 くてあ2こ の 森林の ヤ央部て行う 

ことに決実し. SeZact(Amc34u 川Iz沼フた 8odm と ス。.。 

の中向) の両と帝系の平魚セ方かゐ出発して 霊洋究海にえ 2

鉛で戒行でヨる二とが大いにﾡ士っ. ほブノ72oo.ov。 念 

の面校の宛在のﾡ玉«料る得てハら. ﾡを<た 一めﾡ初の掘 、,： 

ふおﾡ 系ﾡも有望なものの 一ってあると いう 二 Yがてさる。

/2ペ ノ 方のオー次すほわみパイロ・ト調査名するた 

ﾡばき 杯局 の吾看によ り賢ばれた . その理由その地ﾡは 承も 

/eペu- u が ら た ところで. Cc_&e.. 附」っ で 

い平ﾡ上の -&そた Caなxグ～てそれが生有している中素部に 

その及中が位置しているからてらる。

と のう種類の森林調ﾡでシ a ず骨 キ となるものは図 であz 

ﾡ マ R小所のしのは照玉た平面 測登ﾡであス. 細田 目 3用 会 や,三、；； = 

調査以外では. 大の目的に/:$222, /:/ク2g2v およと 

/:Z22222 べ相用で便打ヒろえて+い. イ43o. A. 

イ&そた Cata2na 'の/2aa p2 R电方*詳細な 平面、相 

登図 口利用で 三なが った. しかし. ここては欲空写ﾡハらられた 

図面しか便えないであろうべ。 *のm面は枕空登会社で作 られた 

だ因き用いることﾡひよい方※である. 平面ﾡ量因が dmu3a

イ の森林調査 に女妻 であっだ とw に. フーラ ジル航空 刺』負. 致 

にこのようなだ図を注*できなかった. その理由名ﾡ半ば説明しよ 

ラ ・ そ-とnイiesクu 効空写真べ路ﾡの目的のめこ最も多く 係彩 ざ 

れている. 師査 飛行 松ほ ヲっのカメ ラ名ほえ. / は型ﾡ写長め中 

次こわりくこの場合主しし乙終水は/:42000).3っは触率負対し汚納あん.同ﾡル破彩したふ。

ク写弘氏水平面か ら 禍査 飛行 松居 動く う可に音ﾡな水千面までのだ 

ﾡ求面の スケ・ チを示す. それは音ﾡのヶ浜でなく . ②本シ 

和江空写買か ら詳細な平面ﾡ受回を 作る こ yはかな 国難である.

7 以,おとcu に対とてこの仕事在行ラこと 非帯にﾡ難で ある 

一方=のタイ はﾡ際にはﾡ方の自ﾡ的な形の大ﾡ分てか

< てい る在なﾡ希性森本によ り べてがお ・わていろ. ﾡ 

ク経験か らも L これろの写資から地形る囚化するふこYがこの ﾡ列 な

翔の写資判記になれていない人によ り 行わるセすれば、ﾡ空写 

a <読でヨる。り小=な川 や リ 大さ な川の 図が々期行で 

るてあろうというこY名知った. しかしわれわれはでさる たけ詳ﾡ 

% :九の /ン と』为S 写系か ら 作 った 平面則登 図次ほ Lかった 

ク e ﾡ別に訓ﾡごれた人による私有の会社名作ることに※めた. 

多互写ﾡから作 られたすべての他め写京はブラゝ ル 空 測受 A社の 
・

チて下られた.

祝全写貢か ら作られるﾡ図の下ﾡるかミは じめるこY次るきるﾡ 

その地理的な獲屈そ用老しなければならない. 河受岡な式 たば

• ダ的 な 2そぞenu &イnて の網べ密になればなるほどく このﾡ硬Y 

て用い得る . 地なﾡﾡにより正応になり. 団の縮天はよ

ﾡで-様になる 4x;さだ方のﾡ化にばフずがざ・ ヲの自頼 

:ヨる天*的な a イシル" が利用できた. それiuZ24みみx

の成室乃があまりﾡれびざてい るこビがたきにばあったので e

, 血当にむすびける二とが困ﾡとなった. これらの 地ﾡ のﾡも 

二庭 区部分は新し く作られた天*的な4ななc イそに基すいて

227zaパ タ22242～ &cど Cememz たは だZ4e B.2cをジe
/ べ作った測定回て用でごた都然であた. われわれの

めその池ﾡめ 多 く の

；N クノ ククク でめ

調査された 方 =

心

つ

クク相度の限界をみると. ﾡ終起ﾡほ縮 

それは距ﾡやﾡ同には高ﾡの正 確 は な 

い ては全ﾡ町にす ぐれた苗写 さLている

写真から作られたすべての他のﾡ図だ対してば, それ登った
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ﾡ空浜受会社 は利用で=ろ 信ﾡ住の ある天え的 4なな pxとど に ま 

く か測星 を 行っ たむので*の王ﾡ長を保証 している. これら休落の 

た図は縮不ばすべて /:5o.222 で作られていた.

学一の写弘に塩合てヨる三ﾡ点のﾡ回を作ってから終に 手際の 

だ因名写資剤認にって作ぶでさる. ブラ=ルで作ってい ○わ np

のだ国戸に肉Lて」 その武も客あな初分ば次の=Yであるこい 

ラこそべできる.(/ 人二河な地形のが再のﾡ化 (〜) ﾡ生に」っ 

てわからなくならほい限"水のﾡ界または川で添の戒て重く=と 

(引 存杯 及だおよ乙ﾡ地のﾡﾡおよ乙森状"ﾡ林またば率野の

名作今二と.ﾡﾡほ ニルらにﾡ室写子る士体ﾡして直ﾡ戸ﾡ 

ﾡでさ必す べての孫相またほﾡ票 でP". 二れ対しては 普過 の 写 

ﾡﾡﾡﾡはﾡ別な割様を ラける火ではない.わaitハ 女険から地匚 

の だ形的でﾡ色がﾡ生でか く=れていめと=ほいっも 田iである. 

たくえば この場合には 永スﾡなまたば一ﾡ的な浸水Lた地ﾡさ 

深 - 戸 ﾡ頑の 肉 の ﾡ界 は 函ﾡ親測で そなく てﾡ生者 のあら ちね力 

グとﾡしなければならない. 図化ごれ る方伏&nラ。。a.

くがそう でめるがほ密ふ森本で衣われている場合にr 

ステムの図化でたえ ば 水活 での川やク リークの図化でさ Lこ 

グなり面例な=ピが生じ=の番の図 Lは.青別なa深名 らっ 

た写貫判 読着 の手Fって行でだる たけ である。

今日まで.すべてわれわ九の団口千面測ﾡYLてられてこ た. 

ずなわﾡ高篠 た はきﾡﾡに つい て明示 Lてない ので たた高 

ﾡのと"頭看左女の頂上そ形作る ﾡ界 たけ 次いてある 池田 で 

あった・ 平湿 河支写 ﾡる利用 して因に*れﾡアマ ゾンﾡ方は英ﾡに

/5o 次以 下のﾡ番地汚での差べあるﾡ千堀なむの であるめでし 

たがてばっヨ"したﾡが傾用るSた. これば益と考えらルるが 

一方高いけわ しいケで山缶 方 ではヤムは斜の ﾡか め 例面 は ばっ 

き tてい るな • ラ とろにある べての 初分はかム さ れて しぎ って 

いる. これらの飛行乃のﾡ写真さくしってぽんやり したしめべみい 

が, 詳細だ図化作求では中央部ン同じに候用でこないL. この頂上

て新生路がに記て い分合にはわはこ P そ株かaばな 

< ほのった、 そL てそこにこめﾡ面のギ・ッ プ°と なった-

千面予図は調査しさうビ する森林か らとら れるべきﾡ本セの ﾡ成 

とLてまたは派ﾡ的な林型図のﾡ成とLてﾡ衣立. 出発点から. こ 

人 ら 芯 向上 の 森 林か ら ﾡな 写項判 能厂 ってでヨる だけ 多くの惜 

家2保ようとすることに瞬らかであろう. 逹木を溢木した胆斌. 川 

*マ行水で永ス的にハー ﾡ的 にﾡ水した ﾡﾡお U な ﾡ ぞ E 西 し 

て ニれらの都分に生有とてい る浜林べ 自ﾡ的に次の型で石分され 

なわち ﾡ永沼 ※水活 ﾡおょ乙ﾡ塚ﾡの系林型.今日 

て アマゾンﾡ方では ﾡこ*池だが調査 さた. これ ら乾塚型

各称2再生示や大平または Cacぞ2 て。2そ に分学すること 

てさる. つわの廷戦に、 両方の本型は縮X/:x52oo 

cのﾡ空写真で客影に研示丁ることぶでミる. それ ら は 国画 の森 

.♦『リも庭々て、 スハー スな樹冠管そしっている。再生林の部かで 

衣化した耕池のﾡ様べ常様別でさる. 大享承または caacnga 

/ の歳昇 で は、あらい ﾡﾡ番か らスム- スな樹冠督 へ川次交 

_Lてウセ ニれ 重生杯では*め 変化は 円様だが念ﾡであるのと

ア暦β である ・ アマ ゾン 范方 て通ﾡ高いﾡ域ﾡの項中にある大軍承 

s た 口 3 ル矢ク メの2* の 様相区 実除的には常に土孫の豪にと手 

門に変化してウく な』ら戻工. ﾡ士たは砂士から.ﾡいフ 

スの事にわれた白いﾡ士に変化してゆム. P卜の場合には, 堅 

ゅ生ﾡ べTにあるためにﾡ水が停滞する土ﾡにもみゐれた. こね

っ の株林は山 頂かまた ば分 水票② ﾡ均に あり.平 均樹名 はマ2所

rで れにョ5と7 上のD.夕/名もった林木がある・

n Caズx〜シ& TH の Pca ノイ& め ﾡか Pっの /: マSッ22 

■ 登旦写联でに、 大さな ～ペ。ノー の木を諾列すろこYに冬易

る・ 三ル らめ杯木 がラっペい L た林に 各 L ているﾡ合には向 

の8 いはモ ・ とた様相名示 している。他忙 木 とﾡ々に 混交 と 

有しているﾡ合には. ﾡ帯はめしのより高くめきんでており 

苒 な 円 匿バカ ヤ を したﾡ冠を Lてい るか ら客ﾡに兄っける= こ
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がで き る. そらは a2ad →2〜2イ4 < フム”y□ム^ )上に 分軽 し 

て生育 しているかまたはﾡ号にﾡっているﾡ合には. いつも初窓か 

またに影て確ﾡにﾡ列でこる- したがって. -イ～な cなina 加 

の P2am2a /ス ﾡﾡのォ/ ﾡﾡ査にと妥な平面測ﾡ函を注大だ 

れたY主に、ﾡ生写真会社 この ﾡ面上のﾡ塚ﾡの 系杯2客易 F ま 
た加に点示でさ る都分にさ分丁る=ﾡ要求された. 写項2立体 

程してこれらの否林ぼ次の型にう割できることがフかった- (ノ) 

Pa2anz u のﾡ杯.(乙) ムn4 ノイu2 とﾡ衣 し だ広なﾡﾡ杯

・ラ 來 .() ﾡ生林. (s) p2&& /cnue み 殆,(ビゼ 僕探

=れたﾡ免杯分. (e) P〜an& くボﾡ生していろ大ﾡ原または 

-とwれんん4 ・
2mu ez . ケ ビ /～22ユ pua うの ﾡと件 な写浜 判 記に よリ 緊 

行てこると= ろ手 での=の承経の と リ己とめにおし、て. 隊市地方の 

杯業目 的の ための 写真 判説の 主 円ﾡの-つすでにふれられ てきた.

pa2n& /nc の調査めﾡ合には. マッたけがムﾡﾡのにかま 

た は 承の 中 ロ 生百していて. な菜 ﾡの 上Fぬさんでるかた広政 

ﾡで生有する陽光2要系する杯木てめろか ら. われわばこえら 
・

の本杯の部分にﾡ星的な名前名今えろことができる. すク P 
たほ非常に高ﾡの正確=て /o2ax2& があろﾡ所を面 

ワ する会る もっこ とがで 当 る .

ﾡ空写の 立依現だけ 名ﾡって. ﾡの ﾡ毛性両ﾡ森林に正 しい花 

愛的名前を与 えるこ ¥ は 笄常 に 困難である. 例l卜は次のり である. 

"/) 地水住 洛也 の 森林. ここではﾡ種は &»cん～u& muクタパ お

い Qwグcnna ァれて2a. だである. (z) そヲの湿地や沼地の森 

本・ ニこてに教種のﾡﾡたワが上セ名形ﾡし. それらばたとえに

cnhイそ x と2o. カルンスル血ル九ムン のまうばつ ﾡ し 

た荷定形名しっている. (ヲーﾡ程たとえば Eaocx タレ•ム R4 o 
ようたも のた•けか、優勢な 乾燥 ②存林のﾡ所・( 上番には→ヨ,丿 

¥-才ﾡがあっまってみえるﾡ塚地め浜林で. そ=ではケくビも林 

かﾡ灰のﾡ分 の-っ 交名づけ るこンができ る可能性がある . 外 熱 で
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-年円経験L て終でもまだﾡに写友判をだけで wu; 次会 

のF席にﾡ確なﾡ燥森林に花星的なる前名5える ニとロでSない・ 

二 ■木状集っていりヒこ ろの名前は. これはじてcん Suiot&で

はし ば可 能であるが、 ニーてば an9パどとc ノ.ccイc ( 夕 ?2パ7て-

&umn .やucon ) て行う二とべでヨた・ そとて 224"2- 
ん.& c ァz。とく.a& 火&ec) に河しては疑ﾡである・

系林の 目的で写資測ﾡさ計ﾡ丁るにほ、これ らの 事 実は 非常に 事 

愛 てpる. たYえは、績尺 を : zsc22 ら/:ノ2222 にまた 

一 5000 に ほ て友えて写頁上でも っヒ人 ごな ノ222と ノイ 

zz < みる= とでさる可ﾡぼﾡ ﾡ的 にはﾡりないほ ごて ある ・

にぎ細は西査や経営計産に これ らの交化は非常に有用てある- 

*ﾡには」 このょう なでには補助的なア外の仕手"示本ﾡ出の住幸 

-の切 ﾡが小ﾡ天の 写氏の 浜ともっ ご縮ぶ そしたヒ きの写項の 

・用2 比戦Lたツジのﾡ大バシ フっY小さい よ な合 に止めなけ れば 

ならないであろう- 玉に判はむ 団化の 幸 に委する ﾡ 名非幣にﾡ 

円で=ゐ.

s「海女 熟荒 住 菊 期住 春麻 の 調査 に は /: 厶〃,〃4" のﾡ生写貫の

ア2多く用い /:<+222 およの/: 2222 のひのは因 と 

。zヨてらった 祐K /: 〜。oe。 は -が岡な形 回化す夕にば 

• 分であり そのﾡ票+た表ﾡをﾡべ物にかWするのに十今でろる.

天術尺の写貞でこたれらのﾡ状の飯空家環調査るぶする用合は-

※時にz 3の梅ﾡL か利用 それていないのならばこらの森株の価 

&はfた高くないのに*の ような= ¥2する ・ っかり した理由べど 

gcちる.も し 大ﾡ沢写 浜の 立 体現の直ﾡﾡ測に +り 利用ごれる 

テ*ベ ﾡハ に 存 任 してい る こ とバわハれば. 経営目的に重ﾡ便用で 

5 ろ 林 のをぬ出す こ と 火 可能 で ある . 以前の 踏番で行わたﾡ測 

ょそのﾡ値ある本型が 上番 木の向にﾡられるシュロの木べろる 

sなL月じてろるという ニz xわかれば. より 大さなﾡ尺の写夏ほ 

これらの杯型を 正に Lかも 便に 団化するのに 非常 よ い 株会 そ

ラろ. というラのば写友の立体硬による間 ﾡ税 測によっ てでPろ・
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4とンイスと 震や ac スれ2&an火 ﾡの天モなシ ユロほ箱天 /:2gpop 

の写受上てはっヨりスる二とベでヨる. 6.才. ﾡのよッ小さuシ 

ユロバ/: /ooeo②写ﾡでみるこYがてさる. 充2空写頁の高いﾡ 

用の王当化にに 二れらめ系本のﾡ寄りﾡい部分. すなわら沼込 

かﾡ地性の森ﾡビかでの介外素で標本のﾡ出の李非ﾡに吾用がか 

ハ り ﾡ塚地め 孫林と 月どよう r和合よ く実 行 できない ヒいラこと 

Z汚えなけばならない. これらの沼地やﾡﾡの森林では 部査す 

る人*人天は内体的な田ﾡ乏のりこえてやY行動することがてミ 

る性でろる- ﾡなﾡ空写ﾡてﾡられた預料に=の場合に介業や課 

本ﾡ出 の仕幸の き通の番 で保られたものより も 頼で ヨる= が期 

行できる-

写頁判読みよ乙野外思測の経ﾡにもとづいて. 当分 &mo:
Bt でに非ﾡに泥交 L たﾡ塚性森林に 立広視に よ るその才冠型た 

げ の 親測によ り 王確なこ星 的なる前名号える 二こロ不ﾡﾡてみるこ 

ド ラこ とべできる- &m2ラ tﾡ方の ウっucこc夕eマ により ¥った写 

翼銃発の 請た愛の ない傾斜ﾡに対する 衣々 ○経吸から これら 改相 

性系本名 ﾡ京部分に細分す2 こ が斜写ﾡの宇央部分まて可能てら 

ることべわかっている.斜写長のﾡ 下ハ ら水千まで 写真の緒ﾡ は 

ﾡ次飛行方同と平行的にﾡ化L. キた阿では. 愛言の縮Xが 

/ : 22222 で みればさ / : 72022 でろる. これらのﾡ名 

ると ・縮X / : 72222 のﾡ空写項は=め 住平 . すなわら旅林の神

や一 ﾡ市 な旭形の図化名行う こYができる え し、うﾡ性がある. 

財政的す氏が許せば われわれの踏査の- っ厂はってこに顔量 u
・ たﾡﾡに つ い て素験る 行う立いラごYが注目=れ. *れより ﾡ乗 

次'比 較で を る. このﾡ験の系当性は次のスつの支要な理由口もX 
いてい る ♦ク) 千力4 当りの城生写孫調査の責用 は縮尺 /:poco 
の写貫上でのﾡ益Y比ﾡした場合半分以下であろラ . ・z) Am.5 , 
&. の調査の実行にﾡした委のない日はﾡ問名じてむ少ほい 

ので 写資玄 と る面ﾡが非ﾡに大さい であろう .

P～3aっ& e 地方ではた地ﾡ名細分でき. その細分はそこ

に生ﾡしてい ろ林木名 数個の ﾡ彦板て わけたものである. 番ﾡ号 

○編沢 /:z52222 の立体現では. 大さな に2ox ノイu ボ 

/な のガ形で致えられる. わた型は次のﾡりてゐる。の z型・ 

メx 当り /よ上の村名もっ平初冠督ﾡのP22.〜& ノc の 

ﾡ#ハあほっている. 〜/型. &x当り5/の○柄京名もっ平 

月ﾡﾡﾡﾡめ pexana シue のﾡ*林く 大は イ - 2イo.c
と混交Lている)からなっている. (引) ○型. 以当り すっ

, 下の荷冠る も っ 平均荷冠密爆の P&2na /ue ボ散生 しているな 

※所ホか らなっている.

「本油出計画お よ みﾡ本地出浜の度択ば い つ もゝ前の廷と し と 

/ Lており 調猛これる系林についてﾡ空写項が らﾡた情称による

I - > 力 い. 4zパ 泳谷○力た力 えの調査のゐめでは 前ﾡﾡ

Tなわらいわウ 々標本 Fシどづいだた非物に少ないﾡ 時な 記 一 

表こ Aラ;と の 親 杯 で ほ 利用 なご. 百査るさめなけれはならなかっ 

* には利用でな ゲ -つ た ・ 用 価のみる P2ユウれこ ノウー& の永杯は 

か年によ、わが って い導バ. 信ﾡでさるﾡﾡな福料は少なかっ 

家上林みろ 土木才茶で こえも 添初に作 ら さけならなか っ

*, オ”.々 々 め 系本ﾡ査の 目的はできる た" 理に 善 尚 に寄い王 F年 
彦e 生 代 的な紅営 匸適 した派しﾡ伝ある部分を 賢ぶこ ¥ できるた 

にそれらの杯分ﾡ点込 ﾡ血 性込 に っいての店釈名ラ るこ ¥である.

ーンキ火は 直接的 匚行 ラ こ に次でき るK. 主目町はそれら2 画’呆 的

浜なﾡ凍に移ﾡするこ Yによ"将末これらもか名保誤するこ と 

cあzう. いョ て採用ごれた地出方法は踏査した部分を残請する

う踏査でおった. /2a. の法林調査の 目 Fは 除的に 

ほと心とが永有林であるが. 霊しているかビラグ いいかえれ 

rロく なっているかビうか名恐見するこ*でやろ。 次表に示すよう

/ ラ s4～,? 今2年にわたるﾡ材=れた ノoペtこ 〜& の 続計 

ダ#名みる込. その立木の大童 状 耳々 & 快 ざれ. ブラジルの火っの 

xyら出されていろこンがわかる. ^
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彩/表 Knuence 夕2ムシイィ九 o Cc onoia 変2c.乙イ .

./. o./. / 夕5? か ら ったﾡ材れた /a2ana/u 
Fっいてのﾡ料. ズ付の立木の同じしのがﾡのためえ 

られている.

ォ 名
,クケ| ノタ55 今5と I /7ケク ク今8
フz3での ﾡ オオ P22c八く ノンイu& の 受

Sas/3aピu 乙 4<e 7$2 5、22 522
/424→24 //8-.27 /一とど.マコク ハ3夕.2タタ 825<87 .2cの. ク

Sぞ Coズwn4 ・メク/クヌ /«クマ. 487 /.N タマ /夕 ハタ 3よ ハ«Mスノ/

R.C2.( Ss2 "/ ラクs 幺 N2 3sよ $c。 c27 44ラ。28
計 M/”.々々 うタラ5. ミタバ z244.ス? ユざ夕. 夕3> マタ?2。と

ス で今えられた秋ﾡの会ﾡ=火委な及「立不の死事下A
計 で、7グ. 229 /.622.220 //火今e. 222 / 8o.ocz // $oo2z2

ごのラに 孫が衣 く はら ついてﾡいているのそみるろと

きににはﾡと られたﾡ生写資名使ラ こ 2 べル愛である . こめょう a 
査る緊行丁る方浅についての加の傾段も . そね 2ほ行 うる時商

しないから. 一及にP22ペス&./ 全休の調ﾡ名ﾡめるこどほ 

浜ごスないと考えらて 千すなわら 実験的な調査スま 行わ 

た ﾡ人どの立木べ内深ごれた S C～ina く 表参照) ては

合小 さな 5$2222 な のm程 べこのﾡ験に賢 はれ . /タタ7年の 

中頂にとられた縮尽/:z今222 のﾡ空写項名利用した. 二の調 

査の任幸は/クニタ年の終りに始めらね . 今 了 Lたばずり でら る.

承本抽出う式名ﾡとでから終は. 不ﾡなﾡ本がﾡられる」うな ) 

法でﾡ外の字 際的なﾡ出の任奪 を計画でる 以: 要 べ ある . 社#な ﾡ式 

も子幡ﾡ玉ももに. はえつて権えにあるﾡ炭るﾡみためにごo 
位の 大さ ざの標本変 ¥ らなればな らないかY〜う=Y2夕る = 

は不失翌であるが: ーヶ標木の大きこにつしてのﾡ料名5える 二： 

が二のﾡの調 ﾡめ 目的め- っである.

ペm3ot ○ﾡ図はﾡ性系ﾡの 位置 づ u 乙ろがり だけ 名 5
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た- 野外 でほ 次の二とを見出した.") こ九らの ネ林に ど。 ように 

て入り,洞ﾡするか.(マ) そ◇橘べばどうか. (s) ニれらの森本 

は型にﾡ分されるか. c4) もっとま細な調査ﾡするための系友の方 

天は何か.

いも階査の問にL なればな らない= とであるべ. 未知 ◇林型 

=入って. 入ロでﾡ士点を調査するこ. 二の祐出学位に不であろ 

ラが オこの油ﾡ位バ予ﾡした計面どおりに とうtない こ 備 

戸る生ずる. したべって・ 野調査乙給める市に 二めﾡちの地形 

三直骨にられたト ラ>セク ト がわわべ入る ことべで=るとﾡ 

pなる川に沼って多少 こそ現員的に配列 さていたし. ﾡ査でる 

寄預2現則王とくか布させるように注ﾡ乏つた. 各/ズ のﾡ本 

宙出単位ほ面ずれた向隔で トラ>セクトに活ってとられた. /Kz 
ごヒ「PB マSとス上の林木名トラ= セクトの字から左石 

チスと で超査した. ﾡ査のﾡ出密ﾡは /9%。 ﾡか*れ以下 

/ pる ・

P7az〜 / の森杯では. ﾡ生型名示した三戸洲量画込村冠 
卜度 理を 示 した版空写爲 な 使 って正ﾡな位置つワビみろがりぞ明ら 

いFとた. われわね が標 本 袖出 に よ り 好 タト で見さなけ九 ばな ら な

唯-つのひのは木材京Y ﾡﾡ分布であ→ た . 初出 の 仕寺の 計画 

がげ礎でヨる前に. 非帯にﾡ台い田難な同ﾡがおこった- pecana
u はﾡ際的 に は 何夕 でも. すなわ ﾡﾡむ名ﾡﾡ して い る辛で 

レﾡなどで否 Lている. 団化された外の面示はこの型で占 

められた面派の大ヨごのや5 倍あろみで . こね ら面ﾡはかなり の支 

度経てきるたろ う¥ 考え られた -

したがって、 これらめﾡﾡはﾡ木袖出の手法の中に含ませた. 全 

に戌グゐの=ﾡ測量図上におΖにス K2離れた束乙に天る稼の網 日 

,総 回 した• ﾡ目の出 発点 は 無 作為に 盛 ば た. しし. これらすべ 

ての練名野外で トラ > モク ト とて切り . テ2左石めすべての P2dn4 
»パu 名顔査したとすれば、 こめ細目は合ﾡﾡののよ%の不ﾡな標 

RZ与えるこビがでよう. ﾡ 際に は次め しのさ得る二こができた.
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ス2202 名m トランセフト すなら各々 /名a のノ2分の/ のマ8222 
の様本抽出堂位で、 こ れにﾡﾡ公布の特別なか布 と匹ﾡできる抽出 

密友 なる と汚える ニ と がで きた. 込られたﾡ ﾡの標本2 sの群

で調登L た. この分類に公ﾡかﾡができる ように作られたものであ 

る. すふわち. ﾡﾡの乗都でス型込呼ばれるっペ2ペn&.が西部 

がらの 2 と同じ型かまたはﾡ- な型に風する と秀える = とができ 

るかどラか て 見出 て二 と がで きろよラに 作みれた もめである ・ 

話木Y若木名合立すべての pzd& e は o./だaめ油部位

Gトラ>モクトに治て調をごれた- pペ。～&ノ2イuc ○非常に小 

=な所ぶYクロ ス しなけえ ぼふ らないのにむ か"らずこの小= な 

袖 出 華位がﾡばれ . こ九らの系ﾡさ下木が非常系天してい2ﾡ 
めに帝が ステム名塩甲した. ある 場合に は. トラニセクト名$な 

の長さに対して竹の歴統したパツチ名切り みら いて我定 しな「レl. ：、 

ならっながった- 422&u 上のトラ>セクトがり同かれた 

2222 块 二の油出学位名誤え Lまたそのどミの抽 出密 は / %e 
o/ より わ ずか に上まわる位てあった.

旭の仕幸そゃている向と終ってからと ・ その結采を 統計 円 て 

欠理した. ﾡ A 4 地ちに対してはかなりの致の実ﾡ的な仕 

新が行わ それにはわれわれオラ= ダの乙用科学研究所の中夫 

ﾡ図の をき計部の 動そかりた. これからあと. いく かの結采 a 短 

かくとまど めてみ よ ラ -

A Amt3n地方では. われわれ の 質料］こよ え ギアベー匚の 福■府 べ 同 

じよう た 生育 したり, 生主残ったりすることはないことがわか ; 

た- いフも多 ﾡで調ﾡ三れる材ﾡ群がわか った - マなわ ら そのセ 

方 にたけ 多 数て見出これるﾡ種群 2いっ も小さ く aた少数で 晃出 

=れるﾡﾡ群である . お論はこ れらの森林のﾡﾡはﾡ作為にゐら 

カ nれ すに 大いに運 った菱争ﾡ力を もっているという ここである .

ﾡ在/メ の/ze0x上②抽出ﾡ位を誤し. ノ422 &m o 
前面ゝ上すなっち 尺r x&のイx2x から ス4れんな。 州の R<a 
フゅ2c24duしご まてみろがていて. これ ら 孫杯 の 構成 ロサ.:：
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ﾡ-戸という 二とで三ろ・ o-イczca く H一.在ュca - ) べ 

ろらわれるのはばﾡ際的には 人 4c0xz か ら 2c& の南で 

-宋である- す な ら 数え られる 本※の クくこも ノz%た占メ。

リス$ース での クタ ゲ 名そ木めノZの木であり. こ 

このﾡの非常にﾡ交 L た存林にして ﾡが多 いと寿えることがで

受る. ス22一ん.の ガ1 の ペッ7とc c の 系ﾡの 票 部の 端にく と記

字 ではかな () の 次にゲ あ り. Z'52 UT のﾡ琴ごば >えん つしん

( らe=んtxイ-4-? に ) にまリってがっられている. これら後看の 

浜体ののむの口 . の ィ国に為 す万 スル次々 

み林ど 呼千ボ= とができる。主YLて下ネでばま たセ所では 士これ

一 "だまたほまスられるか L< 口会気ない よっ なﾡﾡ一ﾡに 多

P っ こい る. 二らの森林乙型"外ﾡでわけるこYはこ ら 

研程がﾡきにあら九ろというこどに基いていた. こ れは

Xuon〜 森林の行長である. 二れみら型の焼界はﾡ本神出にJ 
って に っヨりとた. -つみ ﾡ合だ てこれみの ﾡ界 は ま た 城生 写 頁 

ロヨ"ろことがでヨる. すなわら 千不性の系本型で このﾡ界 

平原の平べったいﾡ上。 ﾡ 一系する.

が晃のﾡの図をんためは /イa 当りダ。の承本出当位め

本名どるﾡ覆べろる-大なの材種の ﾡ太はﾡ不ﾡには無るに分

る- こおり /とceet 分布 ノニ 医. って いた. 地ﾡべ ﾡしている際

«弘立した事象があら。二 とを取衣っていそにもか わら

/oeイと分市を用いた. このか布2祭料に血用すると、 Fにる 

み 原木 なも つ/ っまた日いく っかの裸本掛出ﾡに だ では失ﾡ 

2帰合が多かった- &。当"平ﾡ本数が多くなればなるほど. そ

7 たげ 三のうなことがおこることが多かった. このこはﾡ際に 

n 二れら系林のﾡ種はﾡ活まだは集団で生古するﾡか 名もってい る

ヒ 2透味する. 集団で生有するほどとごめ・ のま フの能カ をそっ 

ャ科ﾡ型や旅の/ つを特性づけるﾡである- これらみ②ﾡ種め 

み不の分布 に は統的な規則 乙血所でミなか→た.

が直の存住づけをな ム、 s%のた険ﾡで ノ e %のﾡ浜 でﾡﾡか ら
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A ヨ リ 千本数の 推定 量 を 得るためには 々ッゥ〜52o 本の 休 

不そ含む不ﾡな茶本を とるど裂がある. こねほもし ーオ種が メa 
当 り ケ～ 4本の割合で表われる とケれば決 して 美板石口ない バ. 

/ﾡ都が ze 直久 に/友 わらわれ,ば井 常に 困難な 貲 用 本か >る 

こ そになる・

ヨ た材ﾡ権に同 どﾡ夏名得るために / 研種 て どの 位の 本桜る 

調を t なげれ ズな らない ヶ と室 Lた・ = れらの計ﾡば ? s 研私 

で行った- ニれらのラ/ 才T種 口対し て今。◇～5e e 本が 

有効であり. 4 ﾡ私だ た そうで ない こと が•わかった. これらめ 

承体2 久っ◇ﾡﾡに対L てのﾡ区非市に少ﾡの部玉林不= 2 z 
フいた ひのである.

ﾡ優のあるい わウるば済的なﾡ種の 条ﾡに対しては減大 zs。 メ 

の標本をとはキーﾡﾡのﾡ木の本数や才頑に対山 てよたと月 

どﾡえの宿入2得るこ込べでさろ.

夕 噴雨林0マッ林調査とー見して邪帝ヂ類似した バル…y u. 
Fすろ標本ﾡ出のお果名評価 し てある非帯にﾡ別な固織性が 

じた .

"/を ク嚨 H 場出単位の後火号上り われわは. ﾡ型みの 

ﾡぶに対Lて特に2の裸本掛出学在の非常に多く そ得た :ﾡ属 a 
との立 不ﾡ 横 名 ス ② クe で ze cのz 上のPタH (パル・ 

ﾡの限系) そっ林木Y4。。 上の2タ./( 保木 に対する 

鹿正限界) 名むつ状木に対して計算した. より小さな直隹 を 除 

と, 2の標本描出半位の登は支Fﾡmした-

数回 試行 し て ・ オﾡ秋r単 位名Yりまごめて /aooozか 不二 

た告ゲラ*"に任た槍系"2業受7る= ・ "で さ2ょラ F

たYえほ P22on〜 u の林型込外の再生林のあるﾡ分から 

$ ムタの袖 出単 位 な 爼. それから4がな。 cmn 上の2タH 
そむつ林太に対Lて。であった- 三ら名平位2 423 
名にとりまとめるこ. 次の分布名ﾡる。

0 氏 < P・クフ22ヨ) そと4半 Ptゼ4c分布でに 448
/ ・ (./4.2°) ク4 ・ ・ ク 2 ラ

N ・ (4./～バマ.o^) ダ ・ ・ "

m ・ <マノ〜/タ.o・) / ・. ・ %
針 ーァ "ノ

ﾡ測か布 (兄出これた単仕) はほとんビ ezこ 今布に-致 

.ビ に/2で2クす2 2seeの 所幸 の向であろ- この 

とは矢ﾡにほ これらの材ﾡに /Pc2〜uA ノイr の杯型 たは

・za.... ル べた司たヨ生ずるこれらの型外の地ﾡ名ﾡど 

ﾡ作為に今布 LているこY そﾡ味 している.

二の姿ﾡにッ 推定童 の 滞度 の 計算や藤木の 大ミさ はS易 にな

「術 になる-

m4jのた 方に汗して域べた調査法の郷は

FA.。 L 不ー トル.<2/タタタタララタコ, と オー ・

・Caaxo・- フ2o-マ&ccグ:?マじ ' (未公) L 才ﾡー ト 4 ◇ ・ ラス

.一 n ォ - と-〜a' (未公南 >おょみ2の部 

みてのJあuてet&cu .eれ〜そ c 未公南)にﾡべてある.

/ae4 ルー ケに対てべた朝ﾡみきﾡは

Eec(uae なそ eau.cce. ・ズ Buac&- の ・クx.てと?幼 aecてet 
ろの 8..。てcこ ～o./ ¥ saCそ～. es ・未公阿)にﾡべて
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株林調 登における敵生真 測川 量

A れと Poそシcemtマや夕 あ 子cそ..そ Sとve ・ 
ey

E. S-.4 (7 テ ダ*)

まえそがご

云面の研にヒ ってﾡ生写ﾡほどﾡ したものは地にないL. は 

=た形回六の歴受乙』どてﾡ交写氏測長ほご正神的なﾡ量てした 

りのもなかフた- ニれはﾡ 森株 . 敛物. 水力の ような天然殯湯 

pﾡ究におけるﾡL いﾡﾡにってデ=れてセた .これらの ﾡ深 

ゅラち で森林ほ どﾡ空写呉での詳細な研究に はくﾡしたもめはほか 

た すなわらﾡ本突体ﾡの下で三次えﾡに非にはつ モoとみ 

え 乙ものである.

行預 ﾡ定のた めの悦空 写頁におる 森林や才太 の 河受法 は 监形 回 

<成に路用 = た測定法と戸じよ ラ な写K測型学ﾡ理論に大いに依 

円 して い る ・ ﾡ的情釈にﾡﾡに戸係 Lているもめ はﾡ宝写孫の 判 

愛ﾡに程. 植生型. 型の判をによって与えられる実性ﾡな信 

際 てある ・

芸ﾡ情報 く おとと Jn%-mcそe )
6 産や林相に っ い てﾡ空写 ﾡか ら利 用でさ る情釈に っいて*の主 

な甚産名 なすもの さ林分内のﾡ木あるい は補木群のい づれかの樹象 

○川夕や校定でらる- ﾡ空写貫から池形的な特徴"他の 環ﾡ百子の

•定を行 ラ こ、乙 が: 邪 帝 に ﾡ要なﾡ合がある ・

ﾡ ﾡ
立的ﾡﾡ に よる福高 ﾡﾡは ﾡも右いものであり. ﾡ木ある い は 

内分の初ﾡの測案名 するすべての写系測登字阿浜が貢し寺垣に 用 

し られている- 4necuっx (/夕s «)によ ればこ の現達法 は /ラケ 

ﾡ イッで. 形U作ぶのために作られた非常にす ぐれ た る..

oeMnxと A&才乙や。 フzc&ンu (立休前に3てフロ〜卜をる米
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本 によってﾡわれたものである。 Anc2xud (/タシど は & 

/でこのﾡ添のﾡ初のまﾡ2行っ てその どき休べ彼ったﾡ 

ﾡ様に関す るﾡ告 2している. 現在 用たされている しのは大部分 

が験府 責用のか> らない 実験ﾡ . ﾡ差ﾡお乙 ﾡ炎ﾡさ ﾡとLて 

いん. このヶ法は主に番直写項に僕われていゐ.

ﾡ法は荷像の 長さの 学なる前方ぶ分 く メu.eucd conのu。く • 

を測えするﾡ位法(2k26&ceuewC マ2.と&。eイ ) ではそのりz 
樹像 の 全長 名剛宏する. しか しながらﾡ位法の欠点は 認ゆ測定式証 

②立体的ﾡ索に火要ほもの 2ﾡえていさいこ とである. 規送 法 とﾡ 

位法の両列 2 も写ﾡ河ﾡのﾡ通の理給= もといている. ﾡ m笠 二 

番宮写貝 たけ 用いる.

唄料 玄( 4cee 2242d > はば 斜 写裂め ﾡﾡ 測 定 に使 われて 

いるためこめように呼ば込ている- そのた用は S.9(/ラョ* ぐ 

明らかにLた ・

険翌法(シイe・z.A&z0) ほﾡそ のしののベに 不 の 隆そ ※

もどとしているため明かに他の方法とばﾡっている- この 法に 

ムキ (/ラマク) バ景初に皮べた. それに主に垂直写に 夕た 

おり・ 大陽高ﾡにいてのな汎な表. あるいは関ﾡした系ス学的商 

ﾡのグラ フﾡな所に よ る大陽高乏 すばやく 涙定→る よ ラ に帳計

我 = 陰 彩 ﾡ高 計原ﾡ( zイccda - -シパそ ccde..4tz) 
そのた用は容易 になってきた

によ、

写系を立休的にﾡするこ は一ﾡ的にすべてのﾡ法の Fてす、

れている。それは木あるいば陰影の頂上ピﾡえをたやすく 位置け3る ニ 

がき死でありあまりばっヨリ と見えない不と容易にﾡゐれる 太 .- 

でまるﾡり図係 づげ ることがでさるためである. ﾡえ空 写ﾡ上め y

列定に童した径々な復ﾡにっいては Hec </2s4)
ﾡぁそ 双ルする色々 な方法め 比敝ほ紀果の相鹿/こ影習するう 井さ 

毛友にいれなけれ ば"ﾡ全で ない. たこえは. な乗ﾡのﾡ定は <

ある海 ﾡの ﾡがないかあまリ 宏がっいていない 孝西には*れ が 

優努であるためよくみえるからき房である. このようなﾡでは
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べてのガ活べよいﾡﾡ2与えろでちろ ラ, と とて除彩法は河定ので 

=◇め 陰彩べらる 際に特にﾡ益べある . 落系ﾡの測定はえ 相の 

写項利用でるときに形大利尽てもって心る. そのの/ っは・ 

落業オが ﾡ名っているためはっヨ り L ているものてあり ・ 他◇一 

?に旅分の高三不ﾡ業 花すの 深べないためには→ きり と決定できる も 

のでらる. むさだと ○な栗ﾡがは っ さ ・ とわかるために写耳が十分 

よミほ縮凡のとヨには例介べ起る. 揃活別冬に予«するやの因ずは 

ﾡ氏の明脈長.神ﾡ型. フメラの現ﾡの幅 カメラ軸の方向 

ほとてある. の論写真の所 隙度 はレ> ズゃフィ ルムの解カ・ 愛出 

手 写真の欠理方法にﾡ係している・ その上 クメラボれや

M向の枕空茶の ﾡようによるほのﾡ三が要でかる. 限影 の 則定

2 二反世の順庶斗堂 の 推定ノベ にずが L し、ために下に予ごれる. 求分 

◇密は拓分でば正ﾡﾡ予副定に不可能 である . こ な方武で繇ら 

た代甲べ特に今さてにすてに行われているこれらの該グ&いテス

-Wら たﾡに岡 s しハない ために、 固幣cくわずよラ 無件の 下 

者 成的 止ﾡがで当る」っな一埋の=ス トノミ 堂 M し-'.

収宮写項 て示=ね ○ﾡ選意の ﾡ合 J a わ a ・フ ッ べ京の ﾡ支に 

「締にT翌である. 誠列 = 九 た分類 < 汗 →た杯分 a ラへ JスL 不 グ 

はう っぺいﾡのこに非常に役にれY ・ &々な季西・

・ったさ人包々な写孫ﾡによる写ぶのﾡﾡ. フィルム・ お乙写異 

の矢牛でﾡ々なﾡ条中名十分表わすには多くのそのがル翌であろ 

う 荷冠とブ同じ大=さの 点 さ ・ む ﾡﾡ密 ﾡの尺 医 に っいては 

mいadnu2 (/ラクが全示した. そして対になった三戸形め列を 

ゅ合せた重復ﾡめ 発不にいてに 人o4ce (/s4ゝべ概岡姫べてい 

ろ.耐ﾡ密友 o 判ﾡにろたっ て困難な= と は受翼 の範点 かゐの本 

p 円 ﾡに ﾡ埋Lて ﾡ恐バ ﾡ る = ¥ /によ ・ﾡる契動のためにでくや 

内ﾡである。これらめﾡ訪を寿ルにいた体正因子のﾡ支が有



-74-
他て役立っ測えはﾡﾡﾡに つ い ての 測定であり. 冠直 は 立 

不アの 推突べﾡな密戻め杯分ある い は ・ 測受 Lたり数えたりする 

立の 歓べ立木新ね の 推定 に 十分な 教をり ある よ ラ な場所では特に童 

要である。ﾡ高 はは材示とﾡ冠 ﾡ径 ○m②関係においてし ばしは 要 

な因子 である. 材冠は航空写真では相対的,て水 ご し、対象物として 法 

われるもので. 正確な河安にばﾡなな実ﾡを行う こ とが本ﾡ的な も 

のてある・樹冠名測定するﾡ法はo2c4 </夕54) がﾡﾡ→てい 

る.

ﾡ空写ﾡで木の救え上に呼和合な条Fばめったにない. そLて 

数えあげ は せい せい のろまな面倒なは萍であ ろ. もよい 株会は大 

・な示の写京でﾡに. 称分 が密ﾡであるかまたはﾡ樹名 数え 

る月合に*②く にある活ﾡﾡの ﾡがない季ﾡに数えるY さ でBz 
た も し衝冠ベ 円錐形 =KいがM だ IH同じような向隔 I こあと 傾0 

のためにに 用 し易い ならばそれを -の有利な点である.

ﾡ____型 上 系 杯型

背置の確尺の空写項で のﾡ種の識別はそっの 円外ば ある 上 

チニンクが行われる前には特会く 団ﾡさものである . L か しなが 

らe々な法でﾡﾡあるい は森林型の匹列は可能になゐる. 浜 Lた 

不は. 双 . 冬や早番におい ては常ﾡﾡ込容易に 区別で = る. そo 
ﾡめ季師でも問様な区別は栗の ﾡ調め 差から区Wすろ=Y 不 で= 

そ L てなﾡﾡﾡ型名 E削するこYがでさる. 消去法はﾡ戸ﾡ型 が 

なじような局所では行である. ﾡの習性. ﾡ屈 と配列の形 大 士 

= . ﾡあよみ系の光沢度合名合むﾡﾡ特性"系のﾡはﾡ裂である. 

ﾡ種識列にこって大キ な可能性 は 大 縮沢 の写ﾡにみられる. 地位 

生ﾡ学や気ﾡ生ﾡ字的矢の知謙は 有益なこYが多い- 示外 チな 

② ﾡ彩ﾡ見フィルムはあどで言反するようにﾡ列な W 鼓別 2与 え :, 

あるﾡﾡでは魚様為がﾡ空互互で土地の形をﾡ別でき. そ山 て地 

彩的な位置でのや植生か ら株公位型 に肉ﾡした土 ﾡﾡ友ﾡﾡ 

土ﾡ組ﾡ、およ乙キ水に→い てﾡ見をたてるこ ンがで さ る.
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上のる登を定する除に写項判記によっ て保た結栗はすでに

4mnLucck(/夕34). フ2acC</タラ). フと.227し〜え . a.2 oて、

2 (/?$2> &o2ec く'タケう>, 2-a-イa 22ッく/夕S2 
フスル44cut c/?生今) バﾡ告 していゃ- ﾡ高測定のﾡ友にﾡ マる 

活区にﾡﾡ法/に 大いに限受されるこ は明らかである. そで は .

に立っ帝累が 緊 42222 むとく ばそれ以 上の縮で呼られる. 

ﾡ定の裸非誤差はラ 画のうちz 回の確ﾡで . マxからタマィートも

< それ又上の変化をすろ- ﾡ冠密ﾡに対して標半顔ﾡに一ﾡに 

卜 ～ /z%の向てある.本教談え上は真玉玄の$ク%セこ丁も

うは恐どなかった.ﾡ冠乱径にするﾡﾡﾡはめょ～ 4フィー

- の周名 ﾡ化する .

層 ヒ と 環 本抽出 ( SそaをCcccそac ae4 5amyとy)

スな し かもま細な税察をする と 充を空写氏に 龍 杯の 分類 丁なわ ち

.化 に対してJばらと い ﾡ会を与える - 一ば荷高 ・福生型 

チ エ 乙 ﾡ登密ﾡ のよ う な西子に肉し て百じがにあるよ シ なべての

か "らなっている。

六 日 所 の 国家 时 な森林 調 で 僕った三ﾡ出方式 ( オ&。

夕 - でば、完全に森林ﾡおっうにりにﾡ空写

衝 と2多く 行って系 統に的 にノーカーの円形写真 °ロ ・ン ト さ配置

だ ケ エ-カ-円形 野外 ロ ン ト 正 写真 プロット のいく つかの 

ャ 配産 と てﾡ木可定 ヒ写真 刊 読工 - カ- フ°ロ ッ ト の チェ、ソク 玄 行 

っだ・ s ェーカー ロ ット の 写真 刊 設 ば ロ ト 同 円 のホの 

Aの 位置が決実で ないためこ. s エーカー フロ ッ ト上の 菱情 

KF パ 非にﾡられているため=む か とい.

宿化 と標本袖出にﾡずるカナ ダの さ浜の概要 は s.. (タs7>ベ 発 

てい2. 彼 は無作題抽出 . 系ﾡ的抽出 . ¥Lて" ﾡ択さ たa 
dcd -&ous ) "としてらている 特テ別 な方な 君 令工多少 2

日ﾡ門なサ ニプリング云にっいて論反している. ニク 限後 の ﾡ= 

た術と名 づ られた方法では ﾡ市 プロ ツ ト さ杯み阿のﾡめ攻く
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の魚からﾡ田上ににﾡに 引いた楽上に/ っかまたにﾡ則正しい ﾡ用 

で配置丁 ろものてある ・ 他のﾡ々で方法Y もにこの法を写育判 

記看に よ り完全に重 化 と たある杯分ての ラ > ダム サ>フリン グと比 

ﾡして所究した- そのお系は先に研宛がづられているが. ﾡ生 

写京寄化の中でに干均不の天さこめはつ主りLた形ほたばﾡさはセ 

欠な方法の平均ﾡ向のﾡが非常に小=なものとなるYい う結緊に 

ﾡ的阪らね てい◇よう てある . カ ナダの方法の あおもめば分め F 
ﾡ営 ﾡ分密戻の割合. との他の昼の因子. を推定する際の运-二一. 

つるために 都はﾡ有のﾡ力に依存している . をE著の推支 ュ 

高いかも知れないと あろいほいかむ と ないが それ らが一致L 
C れば・ そ れ 2は悟 にに方す る保本 っロ ート ② ﾡ料の 活 受 ほ ニ 〒 

にはめとならない.

承で化にゴ っ て5 え ら る情ﾡべ六調交にルな 野 +プロ・

トの数 W どの程夜滅沙するニ ェボできるかに ついてに 夕uん&。: 

②給べぞ参敗だたい.がべた経済性に及長研究のたと に固型 

ﾡ¥だそ依ラ 際に もきたい< らひた用ﾡべ ある はっで ある .L 
&ら. 任 布 県置 .か人ﾡﾡﾡなず合こしうま らな成長4 
ごする日子はみ*らくﾡ形のあにまつハ術足用な野4調本にム 

"は」 ﾡ生客Hい ら容历に次定士 ないというょっ な固難ぶ る

勿論. ﾡ定時期ごビﾡ再化る新しく行う必要がゃる. たLかL岡 

られろ 、 ミだた“ノっの 和読尔だ と え写浜番 にに s っ <5えられる」 

う林分面ﾡさたはﾡ生型の改者=た推定置が得られる込いうの 

であっ てしﾡ査は正幣な tのヒ ﾡわ れる . ﾡ生型の面ﾡがポ * 

ツ ト 芸にた例 するとい ラ 俠を で火足 した面積 ほ 時に はもし ﾡにプロ

卜 女べﾡられていれは、かなりの訳ﾡ名生する.

写受 ツ 就の ための河 ﾡ丞 C5んu. な&と。メグ »&な a な a イ 

メ空写氏か ら解る=ビができる契受るもとYL た林分ﾡﾡ表はた 

はサ不ﾡﾡ校べすでに作られており 村なで、密本のさ ラなな量資 

にまるベりに才ﾡによ る福2可能にす るためかあるいはﾡﾡ 推

のための直ﾡ法の平表 Y し て う ために作京されつ フ める.

祭型的な林かﾡ表は フュ4-c42222(/?$7> と

(/ ? ケラ) が作京したのである. フっと.の2 が用 い

と フスイ
は、 すべ

ての候ﾡ木の平均高. 千っぺいﾡ. 平均樹冠径でらる.ﾡ

有は・ エ-力-当の本のﾡもﾡい不の平均荷高Yd4.ら. $イ 

-ナ以上の不のっっぺいﾡそ便った. ﾡ恐互ﾡは. っっぺいﾡと高 

=る福合 L て検寒 したとさ F材ﾡ子 河に有ﾡな奈与名与 えなか った 

ために除外 L だ.

平均ﾡﾡ.冠密友また. うっっぺい友.樹冠径.救え上げ本 

数 を含む糸種の灰章 ご材示 との向の宿ﾡは沢山の研若べﾡ討と 

た. 9m夕<2e とッーこ〜て)ばゞ不の景も高い木の平均部は一木 

○沢も部 い木の高さ あるいば 限勢木. の平ﾡ活よりも材ﾡと肉係

深いことぞ全思している. 材ﾡとﾡ高 ○向の相肉はﾡY っっぺ 

戻の向の相肉 さり 高い幸がわかった. ﾡﾡ と足面ﾡ とのﾡに い

t ② ○相向が見 られたが高= 名消夫 したﾡ. 村積と 樹冠 直径の ﾡ

相関ば相次ら有ﾡではないまっであ-た. 。ク c/?よ4)
ラ い戻よ" も平均高がづかに宿ﾡべ高い=とバ予ﾡでヨ

2こY名示した. ば ﾡ永Yﾡ冠面任の相内ば』づかで必' ﾡ 

2写受上てそね a 測るﾡ合の誤ﾡて 汚定F いれ て ﾡ洞占ﾡの き索

出 s杯究 L た .

カ ナ ダ ﾡ邦政荷林茶部会 (Canada zんe だ.-022-4 本マ amnce) 
< か ﾡ 表 作 戻の だためのﾡ本フロ、ト の野 河 においてはず ヾ

ニの 物の 記疑を とり. うっ ぺいﾡを測定と. ﾡ生型や地位にﾡする 

解夜名ﾡた- また. 荷冠面径. ﾡ忘 . お な杯み2る プロ ト内の 

プョ本の木で 測実 L.そL て年に ・林うの ﾡ去にﾡするいろい ろな 

各ﾡを起録した・ 版空写異でう っぺい理を測定 した" あるい口上 

てその目削ﾡ宝名行っかわり)に、"4ーイ。2" とLて知られてい 

2 料 ﾡが ﾡ明=れておりﾡ上でのうっぺいﾡ色 河定 すろの区って 
. ◇。 とのポては図の積を測定るのにィって、る"ド 

ットグリッド" と似たによう な一求な R ﾡ zおかた en を ハ そ
の ぞき箱 の平ていれものであ る. チI千クの野を もって い るが
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三の株2ﾡ塩野トテス ト Lたら とか' の角友茶 十分不を岡誤業。 

ﾡ因にﾡるどいう 5 うなこ ビは示モなかった . 林ﾡに はる重み っョ 

の 平均試高ぼとり まとめにﾡうﾡに頼しうるアﾡである=とが 

かフた・ 三の尺友は-授にﾡ参木と ﾡ優勢木のﾡ高との商にある 

その不ﾡ名空年項て推受てヨ るﾡﾡば受Fす> Cた研究がな、= 

ある ・ 林分材私表のた用の テスト べ行われてお り それにお(ては 

ﾡ率表の五料がﾡ方で果められた同じ うなﾡ料と較さハる。.. 

ス ト は欲三写真判をる立証するためにﾡ作ﾡ標本の河を行っ た 

七の判読の格顔性は林公孫請表 W ラまく 使用する ことべ本宜旳 ._ 

のである. 林分のﾡ安・ 林令めるい は也故. 侵者次ﾡ. ある u は 

分構姫やﾡ極ﾡ声の支化の4 ラ な因子はﾡ方的督がﾡ因である い。 

保準品な林か材預表 におけ るそのﾡ物と盛ったﾡﾡである . 

テス トはそれ2 使用 とないと= に火垂てある . 野ネ 油出の受を戒。 

る2こそがで三るこいラ=YFPい て分材書表 名ﾡうことは " 

べゐる とい ラい< らかの示を与えるしゐ でめろうツ方えられ 

買ﾡ標半地の完ﾡﾡな測えに肉ﾡ と て林分材ﾡ表〜ﾡ生写 s s; 
○同ﾡに行 った磁宏べ ごのだ済ﾡでらるかがわヶるよ っな , 

でミ々調るを行っべミ てある.

判就着ばﾡﾡ宣重で 不2天"すくﾡえ.測え する場合に は 高 

◇木の平泡村ﾡ重径とﾡを にと と づいた祈示え zほラ= とﾡ協ョ { 

いのでらるこビ べわか ②て5ろ う. ﾡ空互ﾡ証のための早末 1 
高手ほ なイ (タタノが発云し天- いろいろな柯 律 ﾡﾡ役 コ 

額 密友坂 "林かの生いたちに打して ﾡ幹の五ﾡと有えの玉 

との回の岡係はモ フビた だﾡ 死が王当てある.

再別な歓空写貫く SA2ex&-4 /-夕-Cみ2パ4 )

森みと メ 今さ イ オc-ccmu-a ァそイeC)
& (/夕2夕) は鉱空写 項の ヲカ メ ラﾡ式について延べて お 

ラメラのラろ中のフメ ヲに菱ﾡち何を指L . - 方他め N っゅ , 

メラの/つほ左・ ーつは右の料方向るしっている. 点点距ﾡノ>
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:ィのL: ズ乙用い ている . 中じと例面の写京の 向には 周皿のま複 

べら り . 行 の ﾡ合ﾡ 国◇ないストリッ フ・がお おわる. め写真 

の伊ミ は. 表面の *干面の編天 を経済的な写項る5えるために左

Lてあるし. 方不のﾡの番直平面占補高め測実*、荷種の識列 

にﾡもﾡ合よく 扱彩される ユラ ノニ で さてい る. ノスイ>テゥレ>ズ 

&ほう理由は系林3 ク メ ラ 写項 で H 飛行ﾡの高ﾡは 5えっルた 縮尺 

に幵 し ても回の 4イ > チL : ズる便った写真の高ﾡよりも非常に高 

・それば/スイ>一るほった写翼のﾡさのﾡは. 4(:チめも 

つほどはめったに大ミく忘いという結果でゐろ. かなりの仕事ﾡが 

ア 万 工 兄 なけれ ぼ- ﾡ星会社はど要なヨのカメラのむしろ喜用の

▽の面名ﾡ召はなとい う - っのぺ点がある. 浜林引 ウメ ラに よ 

ってﾡた括系と シフYシﾡ皿にﾡわれている方法によ ってﾡたﾡ系 

の削のはっ さ"ビ 来 L うる情段名 与える所兄べぎ R か -

大天写重 さ不の ・ﾡマラペい ﾡの ﾡ定 . 林みの 千神高 o 宋 

区 永汝の勘点"ﾡﾡのﾡ引において信頼性が大さい- Lのとなべ 

ら/パee, あろいば /: スィ o りのネうな大 マ の○写項=→て 

全にﾡﾡてラ= ¥ほはなほだ晋用のか一 ◇ものでみる が宙 出に 

ゴ 3ぐれ てい る. 大ﾡ沢写度はﾡﾡの天め 写ﾡの写象弱化るぶ場 

「るため使われ. Z組ク写真のﾡﾡめ 製 Fよって作られるステ 

, ィグラムによて可能てあ. そのとでﾡのﾡ定ﾡば野>

リ:ク み林分ﾡﾡﾡ2 便 ってずめる-

大紹尺 写ﾡをまった過去の 験では ・ 次の 〜 つにﾡ連 し て回難に 

ル っハっ ていた.

2 ﾡﾡ町中ﾡ室ﾡが飛んでい るためにおこるﾡの. 

り アメ ラ 不れ

, 五体硬の立表にヒつて十分に正ﾡなフ ィルムが老Rり が火ﾡな 

こ ど .

,大箱尺のため木のの体程の困羅性.
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の動三 そﾡ整する 才添ほ今まてﾡ出時にフ ィ.ルム 2ﾡが丁 こ こ 

が優わてて=た. また.フィ ルムを度ﾡ的に訪か丁ﾡがﾡ列め力 

メラに便 われ ていた. 森林 の目的のためにこれらの方浜やカ メ ラ2 
採用する三とはﾡ用べがかるこYと. 一貫した ﾡ王 が欠けているこ 

とのためr ごまたとな→て- 座続的F 動くフィルムさ便うと 

天意のﾡ みを伴う 場合が 多い. それにっ て見みの あるしの は 

の理ﾡと か ノ ラぷれの彩客る 双ずるために平 い> ベッターを幡えた 

カメラを戻 ラか ま だ広は立体ﾡの 司ﾡをさけるために十分長い点点 ﾡ 

薩のレ> ズさ所えたカメラ名( ラかいずか である. また 監当な 

早さでフィル 公をﾡ次る機ﾡる ったメラ名ﾡ ラなあるい は お 

くﾡく ﾡ空残る長う べきである./ マ イ >チかそれ上の L >ズz 
橘えた中型らみい ﾡ大型のフォー カルプL - フシ次タ ー召むつカメ 

ラかみるいは、 4Aいcく , 夕e . Heと&〜 c/s? 生生べた» 

*ラのざラに回転円本型シ"・ク ー名情えたク。みのメラ 灰mも 

であ2う.

-系_____ 一生

除彩に音通の示水写ﾡでに非ﾡ 暗く みえるべ葉の クロ ロフ；.. 

の彩 縁ロ へイ ラィト そ生ずろコ とでみり. そのﾡ票悪から台たわ に 

と色担の表とご生ずる ・ こらの包調は , 天の中のクロロフィル。 

¥の程及と英にﾡ定の 商あるいはその 内部の影の聖 によっ て明らか 

Eそ配:る. 陰影の中 にデイ テールが戦ﾡ夕ない ことw一っみ 

久ほ、であり ・ 特に. 大締沢の零頁でかの立体的な検え名行う場合 

においてそうである. とかLながら. マィナスブルーフィルターz 
そ曜おﾡわれているﾡフィル9一のベりに度うツさは S 
(/タタ? が指ﾡしたようﾡ.パ>クロとﾡ常の赤外との間め行性 

Zもつ中向町な写京ができる .

赤外写兵ﾡにX期にとられた示オ 写長で林型やﾡ種べどの ﾡ彦請 

別で 三るがFい て守 /uce Bne.... (/タ44 >パと 投→てい 

ゐ. 普のパ>クロフスルムで秋. 冬 看, 初ﾡにﾡつた写食でﾡ
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て北ﾡﾡﾡで t執 L ﾡる結果が得られるﾡ合が多 い. それにもか" 

わら示み写項には フセ ・ L たﾡ調送 . 特にな系ﾡとﾡﾡめ区別 

要なこには. 反里 更で只立つ：： とべ多 い. しかしながらとミ 

ニコ玄 家摘の ﾡがない季ﾡに こ られたパ ンクロ 写頁®. な乗ﾡの 車 

べろる込そにﾡられた示"写貫よ" しすざれている. ﾡ分の村高 . 

ﾡ型○虎昇 . 帯禄ﾡが下ﾡF どの程底あるかは京天研の ﾡのないと 

きにもっY も邪合よ く 河欠 でミるここが多い.

写項は 荷「ﾡ識別客乏 ラけた木のをにそて目撃写真 

夏上の列点べある ・ 必レら琢 c/夕sラ) バﾡとてい。ラにカラー 

ほ大気ヤ. 特に高いﾡ高ではﾡ介ﾡのためにﾡの効乗があり • 

日X写項よりも ノ◇〜3。上もず用がか-る. ほたカラー 

ルハは白ﾡフィルムヒ 同 じ程ぷに えした一 様なﾡ住セ もって 

い. カラー プリントほﾡ 42o © cdどo2 フィ ルム が 利 

nて 史たがそれば 志通②カ ラーの 再画 りも 室写項判読に(

ラめ賃利である- こめフィルムの利は余分の 7リ 

/ル ハら手平く保られろこYである.

姓 彩 飛見フィルム

このフィルハぼ示ネフィ ルムとフ ラーフィルムのい 

gA合せたむの てある . *れ は示 卜棟に強 く みを し ・ 

a系名2 も っ交栗 ﾡの 乗か らの友町が らのﾡ介ﾡに強く

ニ トがネグフ

< つ かの 符依 

ﾡ に沢山の乗 

浜ﾡする . 生

さているﾡでは無各か らあ ごやか ななﾡの向の色調の あ化がめり ス 

ル - スの芽z う 生 に" られた不のよっな 死んだ系 では音採きら 

らいは項部色にスえろ. カナ ダ ② aw a くにあろ だv〜と 

»求試泉で. 7 月に孫った送彩発題写ﾡの色調が? 月 に孫ったも 

pよりもよく輝いていし. また 初長 め スプー ル スのﾡ救林はマ ツ 

らり救 杯 よ り も かがやい たたぶ ﾡにみえ た . そ はおぞ らくマッの乗 

のル 久るりみぐお心い た めであろう” 才ﾡの旅別、部分的戸ﾡ式した
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木の試列. ﾡの中のﾡﾡ系の活勤に同ﾡLた ﾡﾡの本勤によってマ 

"の活カ ベビラうにし て別定 s ね かを所究了るこ とが要にル表 

てある.
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潔帝 (南東アジア ー 太ギ洋ﾡナ) における 

林条経営へのﾡを写ﾡの定用

°K&タッビータと&ごe プピ &れ<2ど ノん-2ぞテァ34/44 や メ&Z aneパハズ 

や ce 2,2イシ CS.E 2ia- Aeec
"

RA.DE & Sysa (tィ ロ>

受 約

ﾡ#化 = れた林*経さの 基ﾡは不ﾡ的に はそれか ら 経き計面べ編 

ル、G と活 又な 系林調 玉の 利用性 Fにある. こ九 らば 工 と ろ茶やキ 

え 用 に塩当な計湿がてきるためにほ 生ﾡ的な須上= あらa はな ら 

. 市季性系本会学の甚灰そめ この.特に 社会の 疑兔 ふ ス 候にか 

なの不一 系性が存在 する . この こ ¥ はわえわれの宇性系示の知 

就の多くが系初は # に 主観的 ふ続河 名町け 込L て少 数の フ・ロッ ト 

② ﾡ 約な研 乏もとにと ていたYいラ事天に大いにﾡ浜 していろ 

ヒケとﾡ季性示林ﾡ会さ 明らハにするためﾡﾡな頼本ﾡﾡ添バﾡ 

円 てさみと こ利用こて きてい ル .

m空写京はごく ﾡ立ﾡ帯性伝杯の所ﾡ にス く点ﾡ士てﾡた はか 
・

次ﾡ生に ついての な い 図化から 官 の 生進学 的な祿 上 での植 

a ・の国化へと府所=れてさている. ﾡんY最の発又は番ﾡ図お 

乙 だ 上の 標 本油出 とﾡ生型ビ の 肉名もこ 2 L た査の順術およ 

Z 何度の曜界をきめるための株計町方法の和用であった. 無作為独 

HのW定された型を用いゐこのような方云は ノ : x8.。2o ○写賃 

名用いてタイ 国◇半ﾡ 系型 (サーク 生古 ) の森林に用 できこと 

バわか っった・

ヒイ ロ ンめ季性系林では ノ:ノ5842 の縮尺 の M空 工車 で 行 

た番化は前ﾡまLた生態的な型 と密ﾡな肉係があるこ とがわか 

った・ 単ーオﾡがほﾡである集田性の型すなわち ....4 ん 

?のemna cz9cイどX2c の 型は非常に 弱 香でらる. フスo〜& -

& - -4イ。u_ の協ﾡ体のような ﾡﾡ 型でごえン 請邪 できる.

RA.DE
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泳あの県国ﾡとﾡ友型 ¥の商ﾡﾡ 愛な生1的な 肉 係 べ存ﾡ と た .

国々の番で。z〜3。 にﾡにするﾡ出宝ﾡで. 各主要その誤逆 

の許客K界が 商用水の 数 と激而積の預る金器 ﾡの項に おいてﾡら 

た .

こィロ- の系新ﾡ爆帝と初杯 と 湿性半常営ﾡﾡにL て 大縮ズ 

・/:え222 ～/:スz2ク)のﾡ空写真の生ﾡ的なﾡ名示した. Lか 

しクと小三 い縮沢の ﾡ2空写系く /:ス2 oc。 ～/: ♦ク oe。 )は この形 

のもっと各-なもっと 両準な特性のためにﾡ用で V o . 野介 階 ﾡめ 

研で 二 小 お 』 乙山缶地みﾡ林の 植生 ② 図化のお果 ほ主な型 に生 

学 時な練と区引でム= と がわ かった.

ヒィロ= ②云林て六の ﾡ全な安部狂は現ﾡ パ ooe と

; /S822 ②写単名両方 用いて. たもっ と小= い、く尺 の 室 真に 

河してロ生性 F も とっい たもと町な型 支 化 で 行中であと . 

ﾡ番歴 や許者 浜番 と=めるための番の衣な界外ﾡ本ﾡ出が 型 

代えJ 戸 - 今どびCと&cん のプロ ト レスサ>ッ> グ法は当 

と も弓 方の 型のずべての称かによ <短用モ れる ことが』い→た. 

そて/e ヶ月 のﾡ所に従計 クs24 プロ ッ ト ゲ調ﾡさ れた . 単末 

③の何ﾡ 夏径 . ﾡﾡ河定の 否料は パ= チカー ドに移写L . ェカ- 

当り材ﾡ /イれﾡの派営的な計ﾡがﾡ本で行われるであろ ら油出 

密度はﾡ計ﾡな許客誤塗のﾡ界によ り決支されるであろう
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イタリーに おげる森林調の歩 と素棋

•7 好シル く a--C〜2ょ7る フ2 だそ 3cそ3きく 况 りそを8 ・ 
By

1フ ・ー 中央統所究所 (イタリー)

( (22x. ) Cc才a.イ -4taなcc2 uる乙る・ )

要 約

ヤ央ﾡ所がぎ立。/タニフ年) これ前に多くの部査. とっ 

ギ ﾡんどが一ﾡ的店住ﾡ名もっているのたが.そのﾡ益がイタり 

て行われr. こらの調査は会系にわた" ﾡ別な合たら 

< ﾡ成 の 銀そ Rっている.

テのﾡ挙ﾡ武バﾡ ボ な も②であ った そnれは浜林そも 

の ずべて の 作•物の/を考庭 に いれ彦七 のを め っ 不・

• クマ 7年やめに片司ﾡや林定ﾡを茨実 するの に ・な力決が 

休スられた。= 九ののﾡ力の▼で特Fﾡ署ほころの ノ つはホ本ﾡ査

A、う=Yであ っ六 . 二れ は今日 a で果城調宣て行った江 

予 : 同禅 た/アニク にさめら、結号は\のため= 平土 =れ/. 

エゼの近牀読計局は /ラ ゞ年に設立 ごれた それゴい ま なおの 

いており. おﾡされ改善れて=た.

その後 野 ○イ=シアテ 「ブで 林 相ﾡ べだられ、 /お 

のYき国全体の赤林のか市名図的に示 L た.

杳以註計の潮屋形なみ及の皆格力中 で . 中央さき計所を所は-般的 

な四査さﾡ用L た . その目邸に森ﾡ 面荷 こ 生産 ※ 天 す るこ¥で 

あe ・ これらぞ見てとは 味 函を基ど るかりででく<.枕空 

平 a 部査 にもこと い たとのてあろラ-

いわゆるﾡ査るﾡ吹 てい る同 . 研T宛所は次めよ うな圜互运行っ 

/ な』ら . たとえ］ K生産館 める 休広収. コ ル クグ , F 内する e 
の をたオ、’プラ の間作 の ついての研変 と笑.験ご ハ て■い ゐ. 円時に森 

み利用に用する季々の統計、 丁なわら Cxpuu.c (行政) の全
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如メのグィ' に編書に対するだﾡ位と と て孫L よラこ丁4ﾡ 
なほるﾡがと って それは興 める S#でボにﾡる情ﾡ 

名与え=2 うA利用の行性そ示L た.

ﾡ後 のイ タ りーの 森林 長派の番相名ﾡ。るﾡめ)に. ノラ47年Y 
t救とたとミ の面積と林を物の 師 さする=Y に 沢定 Lた .

*九ハ ら面ギ類零の呑杯の調星べ系本の両ﾡボ沼 ﾡ校乳合 

毎"まロ半期ごとのﾡや活津でﾡ行= れた住事の統計類 有 

にﾡと てぐ2 っれた-

一ﾡ的ふ調をと同ﾡ に源林の 不ﾡの調年F 内るﾡ列なが査 

こ 円 • ﾡ殊化= れた 方法ほﾡ本神出法であり ニIは 他。 分 < 天 

行=ル=調玉所安 c口ﾡれたお票名与えた手戸である.

/子42年/○月ノ日に 字央左計所ﾡ所に顔査学2 L<ﾡ米印 

な 全 * 名 採用 t 蔑茶の片 /次一艇 セニ ▼ス名ﾡするであるら 

- パﾡ&全求の ﾡ円に ・ 長め ら れ る賃料☆ﾡは 他a こ。の中 s 
f 7 リ -の隻林2 もとzな ◇条 名知る=と xでさる」うになる さ 

あろう. .

ゴ本における森林経営 と施末計ﾡ

pucaご二 みc38マcと 22 Zc3x&c32 /2名rce z 
シ

お -麦(日ネ

(東京入学旅学役役炭学将士)

日本列島はア ジア大陸の 東 にあり. 面就 3 タ,ク勿 平 方杆で ての う 

= e ?るは森林である。

普り日本は市林でﾡわれていた。人間 の 住居 万出 現 すると ともに 

ほ株がMﾡされ. 理 村社 会 パ 形成 ごれ た。/6書色の末頃. 封約 

数りﾡ品械済は者しく発ﾡし. そと共に森林経営があらわ

小川 清府の 切 (/ 4oS〜/ss)は日本のすべての 地方 に本主 

レ 「手林 として 大 沛 分 を 支 記して いた。 それらの大旅分は領内 

ﾡﾡがスギやヒ/ *の上うなﾡ値のある不を切る幕を発止してい

<ギやヒノヤは落経済のﾡ要な財ﾡであって。これらの森牀 は 

= ﾡめるiをと して西か政京の回ﾡがに引さっがれた。

師分林は. 領主すなわち士地所有番がﾡ林受約の下て委系に土だ 

e ほす一っの 制 度でめる ・本 林 が 成 然し た と あ iz そ ○ ス使 多菱と渓 

字 o M で分割した・

わウる※用林は. ﾡ. 木ボ. 丸太, ■ 飼料 を 集め たり 放牧 する 

めに部落の合意てより経ぎされるﾡ林である. ある地方の地は 

ﾡ看の将物であるがそ等の面ﾡばあり大きさものではない。

s8s年に. ﾡ治水が天ﾡに移". /タク年の土地該ﾡ政条は封 

r的土ﾡ訓度を追放した. 明治政府は画有林 共有林, ﾡ有林 

ゅみﾡを分訓し「に. (皇ﾡ所有林は sss 手に創立されたのに始ま 

り, ノタタク年て国有林に合併とれた。) /夕7?年にし林写が設立さ 

• ・有林のﾡ営と, 共行林, 私有みに対する政策はﾡﾡ的な発震 

チを揮し始めた。

「耳 其の 経営 計通 2対する章初の規理が制定されたのは 8o年 で
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あり 取初の計野はドイツのJea.dc3ocイyOどzeca 
強を して起賀泰山博士が/タクダ 年に調製して. 乙の 計西 の凝要は ド 

イツの様式をひきついだもの であった. ﾡ代期を決こするた%z, 
森が年収産理論を最初にﾡ用 し, /○ユ年か ら土 地純収筱説 を笳用 

したが・ 用材林のﾡ際のﾡ伐期はほほ /ee 年以上であった. そして 

明ﾡ大正時代に著 しい変化はなかっに。許な伐択ﾡを決文するo 
の沢山の力法が用いられている、 それらの字に含玉れてVるもの 

照査法. 祈中夫く 石ぶ とﾡﾡを組合せ を 限 査法2 み3/ の 林分まャ2 5 
のな式法 などであった。 作業理 Z関してに. 皆伐, 次 その位ガ 

式が柔施された。この規定は/ クxs 季に修正されと。

私有林政築において注日すべき*谷は /sッ7年の系林法。 削n < 
あった。 この法律は/クク7工とノ?3夕年に改正され, ノク7年の改 

正こは私有林の経影あ式が与えられ, 森林ﾡ合は辞米企求の細合と 

届ビ よう に経ぎ計西を編友 し. 出徴する確が歩えられ。

大正時代のﾡは木,ﾡ,パルでを業が非常に発し, ホオ喧入 

が次卒に塔mした・ ーおクイグキには。 同内木林夕ﾡあは夕44oc4
どで あリ・ ﾡ入ﾡは J24222ze であリ/ み24年 z は 前 者 はク/A 

プど ・ 後者が .442.222z に増加 し,/クs 年には対着 が/8Bzca。 

み2. 後 者 が 2スス222e 矣 でその上. ※外遮Rだからのﾡ入 がzおao, 
マ であった。

第2次世平大教におい て戦甲のため速知的に乱伐が行われた. 般 

後そ通に て林ﾡ物に 対 す る希ﾡがﾡ加 し た 粧果,施 栗案 に 規定 ご れ 

「年伐ﾡをはるか乙越 しrz林木の伐深が送受となり. 森林ﾡﾡは選 

泌し・ す式す森林の生ﾡ力はﾡ少してWる。他力, 森林やﾡﾡ& 

爰地 に 転換 するため］こ 末開発优を開放 した 鮎果, ノ〜今o年契左。。 

万 メー 以上が政府 z工 って頁上けられている. そしてそのう ち の 六 

師今が支ﾡ にﾡ処にﾡ表さ れている。

乙れらの立場は要 Iz /クタ5年 と ノク/ 年 z おけ る 森ホ法 の 改 正さ 

もとらすﾡ采となった. この改正さ れた去ﾡに姫定さ れた特色は」 

法林計雷方式,伐の管理および森林ﾡ合である。

系林針計ﾡは 次の栗則乙したがって作られそ して ﾡされて い る ・ 

すなわも,(1) 国全体の林今のぶ長ﾡと木ﾡのﾡ給の聞の筒そ考 

rにい れ 7乙存 睬量の 調整. (2). 幼令森ﾡ分の ﾡ代のﾡ止とﾡﾡの

・迷. (3). 替地や来立木地の斉造ﾡと生産力の低い林分をﾡい林 

分に役えること, (. 林道や. 森ﾡﾡを各易にﾡ送する降に逃要な 

他0ﾡ設の設定 ) 保ﾡ林のﾡ文と管理、

これらの音理の代り に政府は戸書林ﾡや. 林設定の置用等に対 

して私有林・ 共ﾡ林に神助金を出している。 一

現在の森林計画の詳細。

な牀計画 は 国有林在本計西,一般ﾡ営計ﾡ, 秋有林共有林の経営 

素 と国有林の経営素と束字からなっている.

a). 頁ﾡ林基本計遇

z の計遇の下に全国は総計スタ/の基不計晋区て分 けられており. 

その各々は各 地域にゐるﾡ有林も, 共有林場 国有 林と同じ上 うに全森林を 

合む示ごとの主なﾡ塚を被うようになっている。 乙。 計画 は調査 で 

郷た結集とまた森林経ぎと旅楽経済ぼ的立場て閣する問忍をるとと 

し<ﾡﾡ大区によってご年毎に戸ﾡ成されている。このごの主な 

目的は合理的な開発 利用を行うためま た各地域における森な資深 

の原全およ び森旅生産力 そ継持してゆくためのﾡ全な経老により こ 

の計型を御織的Z実施す ることである。

&) 森林区に対する一般的な経営計画.

年伝z, 各飛庁は私有林, 共有旅Z対する経営計画を改正する。 r ・・
二れは全画で総数～2ク4のﾡ林区 で実行され る- 各ﾡ林乙z対して 

任グ計書は, 私有の森材に対してではなく全面減に対してﾡぶzれ 

ろ. 各計画は伝ﾡ要の許谷ﾡ度とﾡ業期間にﾡ媒すベき環小ﾡﾡを 

艺めている。
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制限林だに対してはく保委林や臣立公図等> 歯ﾡゃ桜ﾡ方式に. 

森林ごとにﾡ殊化されて いて. 次彦は立示の受にごづいてﾡ際さ 

nれている. 特別な用途 の森林 (ﾡﾡ. 楽. 勝皮等 ; や屋 装がは 各所 

汚者の利用について各黒方によ り示されてる。 これらめ添なはﾡ烈2 

ついては 制 限がない.

許可が得られなけれ. 笠正伏期令級以下の令ﾡ属してVる針 

築樹の立木 をは兼すること が(割I限 さているし* しそ孫量が日 こ 

条例でﾡ別にはっそりときのられている制ﾡを越えない普ﾡの系林 

(別ﾡとれていなすべて の ﾡ有林 と天河林, お 別 氐用道の底林, 

愛多材) z対しては政府条例の茨ﾡ的なﾡ者が地要である.はっさ 

リ と適正ﾡ期ﾡ令ﾡ以上の令板て風している針葉ﾡの立ホと すべてp 

玄乗就のゆ深にMして当まの承知平にチこ深区と報告するこどか 

- の法律的な％管 が我装と するすべてである、 こnらの#分のは浜

に関してはﾡの制限もうけてVロV。ﾡ正湖令復は利用 ば浜 

木の牧益およの平最大ﾡ種の時期を考感に入れて意林百が流点 

されているﾡ方でみられる主要脚想にさめられている。 (例えHス 

*e～42年。 アガマツZ4一今○年)。/分の伐底既下を. 得る 乙と 

がで芝な人にとっては政府は公利チでの算附けを行って常助して 

い る。

○) 事業 区 に対する ﾡ業来

これらの流栄系はそこて含主れている私有林, 共有林に対するぬ 

林二経営計夏にさとづて米当局に工って毎年ﾡ放されている。左 

※※はﾡ豊林が受な土地ともつ終林所有有にﾡ本と係する ここ 

や依深受を制限する手般としてﾡ立っている。

C) ・有林の経営ど施ボ系

国ﾡ林基本計ﾡの下で各営林馬長 (K有材を管帰している)はﾡ 

有林に対して 今年闇の ﾡ者計ﾡを作る。この。 計夏は全国で/g4のk

ぎ計単位で天こされてる・ 営林長は炭林大臣によっ て契可され 

z乙の計画を実行する ・ ﾡは全部で</○の車業立に 対す るﾡ年の事 

工計書を作成し実行する.

函有林の経営計ﾡて対す る この新しく改正された式ﾡの特長は次 

の上う ぐある。

(1). 経営計あに対する地位面減は数ヶの専事茶ごから出来ている経 

営前愛単位である。

っの*ﾡば各平点五内でたく 経客計西位にわた るゃ の 

cあり, そnれは いわば収ﾡ堀終の単位 してではなく て経営管置の 

単位 とい われるようなも のである。

3) 肅ば婀 は 代感木 の 利用 と収益をるたに いれて平均ﾡ大次ﾡの 

rﾡの前後&に対 して決ﾡされる。実ﾡ用ﾡﾡのﾡ伐期は普通 

4o～42年である ・

) 許計容伏採ﾡの計ﾡは全面ﾡの炭長受を場 ととして決めるが, 

bしポ来成氏の加がﾡ待でとれは定期平均成長ﾡ以上の代潔が 

許zれる。

タ) 著ﾡとぶ長ﾡを全面ﾡにわにっ て ォ こ す a た〜こ)x. 

統空写資さ 併用 したサン リ ングzよ る加査が実ﾡされている. 

日本における森杯計画に関する限りは, 大さなﾡ点は画有林. ﾡ 

有 # 共有林すべてにぷして経新的な政ﾡが強く ﾡまれるところて 

; る. 乙れらのプロゲラムの中のいくつかの計夏は介国のﾡぎ計舌 

とu く分遥った特性そもっているようて思われる。新しい務ホ計浜 

1ホ材に対する大 さなﾡ愛とみたすとどzよ って回氏経済の発愛)z 

が字する目的を迫来している。 乙の日的のため 乙われ われは森ﾡの 

保ﾡ生産を助ぶし領土保全のためこぼう大な努なをﾡわなければな 

らなW. ノクイクキ以系ﾡ林された面ﾡは次ﾡにﾡ加し ﾡ深され 

z和そ越してさたに。 そ して今われわれは来立木地に対してほとん 

ど大部分ﾡ林をﾡマし. 天然生みの依探後○ﾡ本も国有林, ス有な 

・有林どもに速z契行されている。
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幼令林に対するは順桜や赤安喜からの保. 族音, 外国選の4 

入&どが妥訴るれる・ そo上. 土ﾡﾡ査が土東図作のてゆて更行 

されていろ. 手に林の化遂的な肥培も試みられている.

他方楽地林ﾡﾡのにめの新しいか道の設定ﾡ林ﾡ道0改送, トラ 

ック並路. ケール殺のﾡ長が全言あらウる師分で行われているし 

依秋の株 お化 あまたL行 している。

私の※足として. われわれは経済的な造ﾡ法や似孫ﾡと組合せ 

ること*坂材の優ﾡ庄産2助賢す ②ことzよって固貿経系の発及。 

番与す るこめて多くの努力を 押わ わばならな い.
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通ﾡﾡ域の森加査と年依型決定のなめに 

メ キシコで最北普通て使われて〜る方法

とペ3ぞ Ceteて ～cぞパ3 cc3e cと とecca e

一〜名 とマそる2どcd ダ 2cda そ どet～でと

ク 2 Ccecと eマd ペtc 子一 cEeそe2uc～"み aex合 ca.ぞ子 

マ

' 294ece c*aet 8 〜 auと Acca?t 2.a4eど 2er34 (xキジゴ)

奨 , ﾡ

万逐許域の森林は ろっc.。 と C24cee が 主てほゞ /o$。 ス パ 

"ﾡ) わたっており そのうちの •ル万 &は, 週泌してるこ 

毛 れており 今oメ は 開発 可龍な も のであり, so。 る は京 

生林であ る.

塗 質

を積はデスー域によっ て測定した.

ﾡ査した面は. 全体の/～/○%のﾡ囲であっ た. ﾡ頁測型孝的な 

が法を用いたどきには このﾡﾡを任意的てあるいは系ﾡ的にび 

三体のタカ以下の小区域を大きな満度で調査し尼.隸本木の測定を

方的あ去を使って行ない. いろいろ な林ﾡ の表をグラ フに上って 

名 内u 調和ﾡで作な してる.

必長要

み 両 成長 置は各直区役の資極成長ﾡから決定 した. ※要 な※費 

d 材ﾡ表を作る こめて測定 した木と同じ木から得た. プレスラーの 

/ 受坐によ る成長置の測定はどの木ゃ伎ﾡす る*愛がないため系 

ん 芸ﾡのものでおる・年伏置をﾡ計算するために 連年正#放長量を 

列定しな,(YN I = geag 22イ224 cクz-c〜eイeっtと >
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奈林資深を定する目的と方法の択

バﾡ・ 土的およ び声茶上 の理由のにめ2メシコ でﾡわれて 

いる五る普通の方次ほ, cdt.cxze cどccびcな(単木曲出). 

み る い は 22e～ ・f-どとcそそaと <食田 ﾡ出 ) の 方天 で ある.

*材点夫定のにめにもな2 採所している方法はﾡ林が複刊を 

生 る合本を表しくVるという理論にもとづいておリ. そのにめ. 

公式V=レ/.oP" を用いている。 ここにYはる当リの女おﾡ.ひ 

ば孫点にずっている材石。 1はメ～当の産年王常服長E,Pは 

放炎平 2は諾べ年数である。

この方法における奴差はVがみにiっくと成長そはﾡ少し そし 

て夜法則にしにがってにえず上坪してかないという事英に河 

因»る。この方式 は表材に句 も 手を加えない前の一つの千ﾡ的は 

のとして ﾡ用している。

パe合とcそそな乙 c合2cZ〜e 27ucC 一eぞイeo

ダ eoそc～veイどニー e-c3ご 

y

2CつぴcイたCC3 ・

ど. /

//ンed3パそ ・

▽

-cそそみこ

スウェ ーデン )

c<2ecごォ

、&e プこueご eexcた イzzdぞcそcc乙こ- ダ <-ccez〜.

名切なお政の確立ば林光およ 立永の風条ﾡ※のﾡ実て知ﾡこも 

とcしにときのみ西能でるる。 百的に対して要な資料は望むﾡ表 

2与えるなめに深用される調査のﾡ峯や方法に しがって堂められ 

ければさ らさ い。

ロ カ法を避ぶ zヒ に超査計愛の 段階 で示された目的にしたが 

。て行われる. ふつの方法がいろいろな日的に用でき, 細部はア

て鈴ぜっれるであろつ。

フAは目的が手zいれるこ とが できる 森林 護 源 の 開発 を 計 画 寸""   ・ ' •     ・ ♦♦••♦"•♦••♦•♦•ハ ' I • ' • »••••!• »| • •• ・i   a ♦•・,◆♦•・・・・■•• ﾡ ■♦♦♦••♦,♦♦,、◆•,•一 • ' •• • ' •••«» »••••••••• ' »•»»• •••«••»••••••»• ••••»*•««*> 

フンzて又翌な報を得るよう感迎合に有用でおる ここでは第/ 

,目的はそれらのﾡをﾡこするﾡ谷目4のためて承型. 端種および 

～ささごの手に入れること がでさ る立木 の 測 左材ﾡの はっきり し 

z とリまとのを得ることである、 統空写真こよるﾡ査はこの 場合 最 

. ﾡで最も有効な方去であるように思える。 航空器像上て系ﾡ的 

こかま はﾡ作為に函置 し たﾡ本 地が(メz 当り) な木ま積, 樹ﾡ

とのその分布および令級のラなそ定こおよ びﾡ在一級 に 利用で き 

ろ波術的な手般で大きとついての情表を号える。仰々 の林翌2対 

し < 士/oxの 構度での雄定 で 十分と考えられる ことが多い。

万法gは百的が林木ﾡﾡの 開希とかﾡﾡの目的に対しての土九の" ▼*, iiT#*ir .  ,♦•••♦♦■••••••••••••■•••••••••♦••••••••■•••••••••一•・****w・**・!◆・*導・ト〜**・『w・I堂・****.*.*..*

z的な利用であるよ う なﾡ合)z利用でさる-

ﾡ柏A の性貨を る った調査去がこ の場合にﾡ外郷測 と航空子真 と 

A合せかまたは野外ﾡ測どの方法のいづれかが迫用できる。第 

の方法では航空写ﾡが大さな音を含むこ とzよ リ林木苔演の杖 

zついての伯頼でざるﾡ報を与える. 航空 写頁の一部分に速用さ
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れる野外ﾡ測はﾡ多子ずから得られにﾡ報の正躍ﾡの求Eて地要ゴ 

照合督科となる- ﾡ名写真でだ遅することが不可能かゃ しく は非常 

Z函ﾡな事求は野型測で補う . 点ﾡは系を的ま たは緑作為に話こ 

列す ろ. 第/ の湯合には信超で き そ格定ﾡは正躍ﾡの決こはいく 

らか画ﾡなところはあるが割合少なV資料て«ろ乙とができる。 後 

香の場合は教と限の決定は 非常2各易である.

野提測のみて著いて系究命点さてよ り得品巡ﾡ愛は 規則 B3 乙 

配型した終にそっていまは額ﾡﾡたとえば方形のTでﾡケ ず る. 

後脚の距雒を大さく する と 謂 査灵 用 が /少 する、これは祭の 配 と o 
もと とな るいく ら か信預 こきる図ﾡ& ※ﾡ とする。篠 また は並式 ) 

ﾡ辺にそっ て土世條件 や立木の 係件 を 連 統 して 記錄 する の が 待避’’ 

ある-時には誓積もまたある幅のストリくストリップ細査) 内 

○林木をﾡ木してこﾡ的に到定す る. 後ﾡの方迷はおどてﾡ終 

谷って一ばな湖ﾡでの夏し標本ﾡ内ての球不の記ﾡ とり かえた- 

ﾡ不をﾡ的に調をする際z時として神助的にﾡ査ﾡ恐ってレラ 

スコー プの優刻 そ行う目 &延総的 する乙とておきかえること も 

ある。方法 は且 利 を照査 した リ その号5lことするため2ﾡ総的に記 

夏しんﾡ本地て神足する。

野外 観測 たけ z い た方法 は北欧諸風くフス ンラ ンド,ノールッェ ' 

ろクェーデン) <はz2 世紀ﾡめか ら行ってい. 本本番京。 生 
型程について統的な頃報を与えるためと額査のMに生する材の 

安化とﾡるにめに一様間属〜御査をくりかえしてこた. 賞がりため 

エ・ 調査は女年以上わたっている。 (フィ ンランドでr3〜～年 

ール シェイとスウェーデンで/2〜/夕) すなわら, /っまたは 

そ 3 の州が管理のK位に逸し部分的な結果が表わせるよう z年 

夕"をこた・ 正電&は立方官方ﾡ勤を5えるは十分てあ。た. 

(登半放送2〜る) 西る ※系の全体の 区字すべてoの 制； 

が終る な では 得られなかった。 まてそれは年以がﾡ常に+おまちの 

育果の和であった. 全体のﾡ緊の王ﾡさ は調をサ イ クル の期間 中舞 

今的な結ﾡz生じた変化によろ。

一S7-

. 才送9は旦 的が 株木の遺者と聖年の森益真 本の皮長そとのゲラニ 

スのためであり. 連年 のと リ まとめを与えればその»きz優重ある w *** ******ド**マ***マ*h*** • ・**〜****"・～・・. ・・*会 ・・*x****#*x**x*** ・ ・*〜#****禄**金** ・ ・****k**4 ・ ・*****x*****〜***xキ...***マ・**.****.〜***.・.***堂*..〜・r*・*.*.・****〜マ**〜*.*〜"ま全**堂←..、..・*...*-・・..*.・.*.堂*.〜"・*〜...・*〜..+..〜・・.-*.〜・.〜・* 
ﾡ報を与えるような出求ずをﾡする ことでぁ るような場合盗用ィ *******. ••••••• •••••• ' *** ***ず**®*で***卒#***4*で**でイ#*科科『季#『*事******『***"**ギ***#*で***マ*®等ィ**等事*事学*番す参〜奪・等事やァ*ャ**・・字**マ***事***!***************・****ャ*****ャ 1**・*-**-**"*-**-** 
で きる。 ^ ミ
この調査法は野外役ﾡに対し て B て述ざにも の と豚則的 同 じで 

ある. ﾡ用を波するために. 訓々的な地方ての注年りﾡ甲に関する 

三期炭 の 义 要性 はすて なけれな らなW。 正確ﾡは全地ﾡて Mする 

主ず/対して保用されなけれならない. /○年の期Mに対して 

査終や成の 配夏 を ま ず決こし て年々 調査が 天行 ぐきる: それか 

ら本K的にして 全長用 の イイoよ りも多くなﾡ用で年々 〜oを語査 

z対して系純的々ﾡぶ. 方法はBて述べたものよりは長用がかかる 

バ次述べるような利ﾡがいく らかある-

州の調ﾡとiってこの方ば全せ域の同F的な番算を与える。/o 
年後訓次的な地方に対してぶされる結果は/。 年ﾡMの平均である 

: 副次的な地方の各々乙おいては町Mの上ては同じﾡNに及ずる. 

印分的な 結果 もまたも し長ﾡや林木の波が年々字告されるとす 

れ店期Mの長督年のをﾡに対して計算でき=. 警事の評価は 同ﾡ的 

であり, 年平や連年ﾡ浜ﾡはまたはﾡ間乙こに記係されるから. 

番ﾡのﾡ化は会体と し て0ﾡまたは』次的な地核に対し そ研究で 

きる あるMﾡに対して一あでは属初の老事, 攻浜ﾡおよびみ木の 

が用き, 他かでは段終の番ﾡを系して千ﾡ的な評ﾡをすることが可 

姫 ごある。 才去はま 与え ら尺年のある来率と記録する 科会を 

タ え る ・ 第-乙ギ 優 を 記述 しなけれrならない。ある域での伎 

杯事業の維計は 特別 な報告には利ﾡできないから. 寄ﾡの記係2関 

ﾡして林のﾡ査よって前の立木材武2ついてのﾡ報を得る乙 

とが可能である。乙の調査は所キの探zよ生じたチべての双殊 

名記杯し刈こするようぶロッ トで冥行する, 番Aの評ﾡ対して 

用 いたよ り あかな りﾡ並しﾡ距ﾡおい ホﾡ本地がこの ぎ査は必

である. ー ・・・-

俊 采 の 生ﾡ は年々の 記年や ﾡ夏づ→を する す る他の翌要な



琴でおる。 乙れは書系の収ﾡを次の冬期間字2行わなければなら 

ような場所にはお宜を得た師報をうえる 乙あろっ •成長 装户年 

伏その求定は ﾡﾡの4定 に対して逃妥であるよりもかなり大きなそ 

して多く の 野外 での 探本地 を 先要 とする. この理古で気際には益戒 

:バ の花定 そ主体とするﾡ空写真の立法ど この 野外 の力式 とﾡ合也 

sこどよ ってはさして 多く の利益は得られない～

.自 染

全国の士地や立木資系のような大面ﾡ国査はどんな目的役立っ 

そあろうか? とのﾡM2は国家的な足地からだけ各えられるてあ 

ろう・ ダﾡはまた巨家は他国の降件とﾡK係Z林業や本材産業を計 

泣 してほならな いのてよ りない局面をもっているこ とは当然なこ こ 

てある。 世○立木資ﾡは木材 有しているあらゆる回関係ほ し 

てる間題Cある。場合よっては林型や大 きさ変ケ布 し え 答承 

のええ 限定 した 調査 は, もしその 目的が介暴上はﾡじんそうなﾡ 

ﾡをもつようと画の立木ﾡ系のとりはとめだを与えることでお 

は, 一ﾡしんところでは十分ﾡ足だど考えられよう. だ がしかし,

用 そ芝るﾡ路概期連した立木ﾡ系の位ご2ついて の価般は ル 

常2菱要でるる・ 現在 利用てきる誓信の位更づけてつWての 一般的 

な如夜 は 筑路熬の計画 と ハ 製材工場 やパ ルラェの 設立のような山 

合に 口 必要不可欠 のもの で ある。 木な鉄給の 茨化 ついて のf似 g 

なず資はある時NM房で全体の M査をく り返すと とによっ <mら れ 

ろ・ しかし, 乙の穫の足はいくぶん不正ﾡで, ふぎな違い だけ, 

か函める乙とはで老ない- 納0%の大きさのほいが目的である合 

はもっ と高い採ﾡをめ要どする. 長w 百でみると束林の復果を 

要する送要性はそれそ のものが國条的なMﾡと して表れるもの でま 

る。 木の 収意優統は客区面橘 がどの程ﾡあるかが わかりさえすれ 

は効柔的コ ント ロールされる- 府z広は忘れ そいﾡ乙 とてあろが 

本材生を当な千ﾡ地QつWての情報を※める乙ともまたﾡ要は 

ことそある・ 乙のためてはる ﾡ函査を士地ﾡ件 0詳細な 評知 を a合

る乙とゲ多い. 飢■空等真 で調査を行えば,ﾡ足的に詳細条野請
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査がめ要でめる ・ 蓄ﾡの成長受ど林太のﾡ具 (たとえば枯根ﾡ) と 

の間のバランス てつてのとら2 送ん を例 殿’とい うも のは一様な収 

ﾡをっづけて ゆくためのの杯件である・ 浜ﾡはたとえはそ積の 

々ﾡ配愛のルポに 牧意し ・ 依木事業 のﾡ類は たどえはM伐や主ばね 

注用 される. ﾡ査はある ﾡ間 に誉積さ れた服長ェ nっいて。 論述 z 

は 定されお で あろう。% 験 数使や 利用 でごる他の情ﾡ2もとづいて 

ゼ 定した 自べﾡ2受にその期間z なセ るﾡを計ﾡすろめ

z紀計ﾡや他の改多を利用する。一部は 特殊な 気候 條件 Rより, ま 

z一部は蓄げの令級配理によるど乙ろのﾡ減てれん成長受を次の類 

層の成長ボテ ンシャ ル&ﾡするﾡめ2用いる。府来の束載の找及 

置の千刑ははﾡ板ごヒ の立木の分行や杵求逃用されるべは英政来 

そもと として情系こよって行うことができる・

業政ﾡをたて るﾡ合は立っ た有のﾡ輝のハるいろなﾡを 

考える ことがX要である。ﾡ振と一緒の場合が多い小 森林ネ 有はを 

ボのめこ門用できる立木を確こす る 場合ほ大森ボ〔州どかﾡ煮 

所ﾡのあ の と 同じよ うZﾡ係する ことはでさない・小ﾡ林所有は自 

分の木床生ﾡのすべ てが家すのﾡ受つかれるのそﾡからﾡ介 

することが多い- ナて にﾡ査計ﾡの 段ﾡで森が 石 ﾡ伝た」っ 

て分巡 しなけれならなY こ とは明らかでわる-

色 々 な有考 の グループノて 調杳結果 を 令 選す ろことばも し複こっ 

務度 を前ク的 な総来に対して合理的なW界ﾡおこめようとするど 

そ用が増す告采となる- K用が乙のﾡ料の間別的なものの翌受にも 

の対して翌点的2質される とセには次の尽が考えられる. もし点 

#が立木 の大きさや病広状ﾡの知曲がﾡ受であると考えられる画有 

防ﾡのよ うなも のいらで ってWれば, 通常ﾡ件ﾡﾡﾡﾡにしたが 

たも し可能であれ 林米 の ﾡ行の改炭に対して手級のほどさ 

となるrX要 な合式女性 依なする。新林は通ﾡ 回体会社, ﾡ人と 

同ﾡ州ももってしる。良 やチな林栄 を速並する 手段を企ﾡでこたり, 

z え ず敗 頂して ゆく こ とき 防ぐため なな, どこでそ。 チ級がほ どこ 

二れな ノナ れほ ならない い を 知る %要がある. 関保して い3有ﾡの



-101一
ﾡち? ろ にしたがって いろいろな武った 方法て仕平 が計勇されよう. 

そのとヨ客震的で条められたﾡ料がみﾡの様相改ﾡ2め計ﾡする 

最合て州や他の様関に細区のある 道具 とをる.

すべて の状受のうと ての 理 の銅査 を密林 状態の 一叙的な発及 

フて の 除応を 字えろよ うに一様な間ﾡでと りかえこなければな ら 

なV・ 戸時にろいろなﾡ有着のイルーの立ﾡもま元ﾡり たいで 

あろう.

特に衣術的な理由に対して. た とえ.ば•全国の森あ資源の.連呼調裝 

を十今知行 できるﾡ#2れた人こゃと っここが一般的9にむづか し、 

易合にほ, 品ﾡ数ヶ年につたって査さ行う. 仕呼を産続的行え 

多ためは 請査の仕承に計舌されたサ7 ク ル z応 じんﾡMでﾡ査 

を行ラ・ 行政上 の月地から 通当 c地形的 a 撃位がﾡ年 カバー される 

不利をなととは2に上<池べに. すなわち全両的に戸ﾡ的な域ﾡ は 

ﾡろこ とができないことである。

• 例

上忆1 部論じたよ うな速由c. スクェー デンのﾡ有林の ﾡ査 はお 

る地形的な単位に対 して 年々表吉を与えたス っのdをがﾡ5して願 

ら契要それた。新しい去によさ と全国は/クよ3年以求前のa音の 

クル の第史 で 年々 調査されて いる。技術的な方汰は / クよク年 の 

巻/号に帝単に 述べてある。報吾にはヘクタールきりを積のこの 

うな桜定その標準課差はﾡ出度は はい が 金林と して みると 国マ 

±/3 るとすきない乙と が述べ てある. 同時zノタ今ヨ年と ノアス年 

こつての資料も示してある。 こ乙ぞはそれにする情報をﾡ査の

ス,シ,火年の平均で示しておこう。

A. 平ﾡの結薬

第/表 / 夕 〜ノク Sク年 の誕査2よ る全奇
. Hト

全

/◇ク び フ

/クニ3 /クイー$x ノクジー4 ノタイ3〜タク

室 4 2/コ 3 スノ女ユ 2/ジジ -/8 ユィコ2

第2表 祀毎の全を種の今布

全 著殺 ー

/e。 ィ マビ

/ ノクよミ～5 ノみS5～ /ァ3 ～4 /フミ〜ク

ツ eよ3 ア" 8$4 さ58
「・ E そよ ジ クと ラクス

• ・
”ク

と*村 3 s28 / 38 28

4利セ 2/23 二/女2 a/ジ ユ/& 2/ニN

第引表 直径ﾡ毎の全苦積の分布

E径 級

全番減
ノ◇○ ?ぴ

/ク53 ノシラ〜タ /ライ～ クダョー 54 /ラよラーイ

o～/タ ec "ア 4e?

ノ 〜2夕ont sよ3 84/ テ$4 夕* と“

2ケ+ cxL 4$/ 47e 448 444 44Z

ユー3 2ノク又 __ ノジ -2/28 っ/ユ

■探・ を産年求長量との 間の 潸在的 ほﾡ述zよ る番ﾡのﾡ化は考 

$いれていない・ 部分的な結受の間のﾡ動を説明するﾡめ次の 

gnほ年ての近似的な奮料もまた示しておく。
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8. 調査年氏ごとのﾡ積 近-曲な催.

ﾡ女表 ノSラ～ノタタ7の超査よる全益積

第よ表 ﾡﾡ毎の全るﾡの今

全科

/◇◇ ケ ぴ

/?3 ク火 /タのb /ク4 •
/?ダ7

全 本 亠 /ユジ ス/4/ ユノ/ //ジ x228

1 オ 種

全 音 ス

/e ぴ
ま

/33 "#* ノクケ ノクケ4
: マ ッ 2分 ・4 2 844 ふ4シ み3か..   1

トシヒ ク女 24/ ク3ス 23e ク

32ケ バ 33ク /ク ・2み 1
金衣療 コ々3 /// 厶 ノ

第4表 古ィそ級毎の全ﾡり今布

例 の 明

全

/22 マず

"勿 / ? $ ノ今 4 ノク3
o 〜 /女 e </ク 423 4eよ イ"

T-- • ""##
5ラz

/ダ～スイe &s 84? s44 a$ユ
-,一 ・84○

ダ- す orそ 487 44 44o 42
全 4 23 二/// 2//, バ/3 z◇アタ

— ・*ャマ**®を～*.〜〜〜〜 〜...

枚年間にわたっ た査はたしかz前やった才法よ りも かな りﾡ 

用がかかる・ 変えるとセ新しい国本森林ﾡ夜のﾡ用は ノ%で計 

ダこれに- この枚ﾡに叙査夏用びﾡ去7年間最設定された段ﾡ 

内で変化したひらむしろ正しいと考えなけれなら丘。
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それではﾡ用がﾡして どの位 多くの利益があがったか? こzで

いく らかの具体的な例を述べょう.

以前は, ﾡ長 登の計軍はある期Nく/。年) からなっていて, 期間 

内の係授て対して 考ほいれた政長ﾡを期間の全が戻 ﾡの 数きを 

字えるために加えなければならない、 今度は計ﾡはノ年の公長番 

*とづくことがでぎ, 河じ年の加我弦への成長受の計な量ばほんの 

少しの登式じられろ. ・じ年に回のいろいるぼﾡ才てﾡ査を次f

れいろいろ は地域の生長件への ﾡおな ﾡ報が得 られる、 zれ 

aおそらく主と して気保的乙体件づけられた別個なﾡ長だ布を足出 

す乙どが可ﾡとほろう ・

ﾡ内のホ材生ﾡがどの程炭あるかについてば以が は 神助的にま 

消区武の定区&加ﾡしてﾡボ系別のを計からしかわからなかっ 

,伐探材ﾡについてのﾡ製はいまはは授昌会て得るそとがでさる 

この仕乳はﾡﾡ的にﾡ基むすびついていて, 依研材ﾡはﾡ緑に用 

fと属じ測定*位で報告され, 樹種 ごと, 宮径ﾡごとにおよぶ.

っれはいま手でよ り は正確にかつ有効に国の木ﾡ状ﾡを年々チェッ 

クするﾡ会を与えることになる。 なお. ﾡﾡ目的に体浜置をR刑す 

ろﾡ別な報告は木材工ﾡごとに用い らnれた材ﾡﾡ合を示すから価値 

/ ある- 超書 とか らみ合とて年々行→った 桜果の 請を は登果あ っめを 

水の年のるに王 とめて おこなわなければならないようなﾡ城の とり 

呉とめがでさる. しかしﾡを してﾡ熟ﾡと かﾡ多の品賀がわかろま 

2はﾡ移に対し て 明確 な祖示は5え られな・

次にﾡしい才法の 一級的な 利 替を由べよう. 年々登票生ﾡﾡﾡと類 

以の性績の 炎施調 査で力 式を 神足 してゆく乙とがてきる- 同様にる 

z ア料をあつめるこど が十分ﾡ査がおわったとか長初わり るz た 

y 性がなく なっとかした時にそれそやめるてとがでさる. -般

しい方法 は特に』の条件, たとえ ば最初 乙はっき りさせるz 

とができないっに産茶の 発達 の地ﾡを明らかにしたいようふﾡ査 

2用するﾡに融通性がある. 乙の程の域は古V才表と用いれお 

そらく別ﾡな年2調査されえであろう。数年Nの 野外調査て もとづ
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いに顔査ﾡ果はサイ クルの初年ﾡにられ乙ものをﾡも長立の資料 

ごおきかえることによってうまく新しVあのにする 乙とができる.

行政米関の手 びきとなろことに 加えて ,菱ﾡや 土地条件に フいて 

の 細なﾡ報を 与える年々の 査は たすべ<の 休業所究z 対して 

情報の良好な源泉を彩作る で あろう. したにがって 価 査結果 忆ある ぬ 

事の大きさおよび 色々 な問ﾡの地堪約分布 を 解明す るの に用いられ 

xう. .
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近頃 展開 されている系林調査とﾡ計的柚花理論

Joe ろw2v〜d wtC 〜そc ◇そスそとてととcと ぞそccを 

ダ ペw一どク 2e7t 2ec2tそ 2-1 ・

x L ；：
忍ez& フっ②っ (スシー ン)

cceC Rede2cや VPzdぞンてC, 

Jそcoc&Coeu 5/ S-ecCo.

-P /ク /I /e - cfム-eeっー ・

ﾡﾡでは大ﾡの森林ﾡ査はサンプリ ンクの方法を採用 している. 

すでZこのよう な方法)は /5世紀に論じられていた・〔参照コ サ 

ンリ ンクて基づいた大ﾡ模浜は調査)は/夕//年)こ行われた、(る 

P9 最のﾡ査方法はc)〜く2) に凝路べられている・

サンプリングの能計理論はごく最ﾡ, 主として過去 25 年 に作 ら 

n めのである。基成理 鈴 は c/3) と (/) のような一版的な 釉 出方 

ま忆 っい <の多く の救料表そみると明らかなよ うこほほ/ 9ケ0年)-

立されたゐのである。

油出ﾡ論の主目 的は通当 なおT 出計再の 混択 ○手引きとなることで 

ある. 関べをもっている区を定するために用いる方まと同じよう 

■探本選次の方法を示すのほこの語•を使うのが便利である•4本の 

大さての決定もﾡ要であるけれどもそれは乙 の 座次の一つの綾名 こ

す ごな V・
営出理論 のﾡ契からの森林西査のﾡﾡの後論ば D.d.Fとazょ 

ってﾡ求された2っの後れた論文く々) と c%)足られる。 もっ 

と迫んだ新号は例えば (o),©7.(/8)と引I用されたい・ それzは多 

く の 參考 文献が のせてある。明らか 森材調変の運崎と 表に関す 

る 島 は /e。 ヶもの定堀刊行物 に発ﾡ されている- したがっ て本論 

犬は里要な寄与文献のほとんど金師を個務して、、ると主尊する等は

A未ない。

営出計夏の述択に対するず定ギ

鹿本調査ほ玄山 の 鏡 の 推定奏(森林譚査 では,面・ 材ﾡ, 成長・
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等 ,々 ) 通常小ぶに対し て は合 計も一諾2 与え ラとするもの であ 

②。ﾡ出計吾が異なれば述ったﾡをつ消定ﾡが得られる。これ 

その符性は 模本 指出誤差 と 非 援本搭出談差 ○大きさにﾡほしている.

猶本摘出粲心の期荷曼は翌史送篓ノ乙よっていわしれる。非農本曲出 

涙送(時に ば系統的暴差と呼ばれ ている)は測こラ去さ + 算 

に図有のものそある。深本袖出誤差と対昭的にこれらのﾡ髪は一報 

納 z ﾡ本の 大ささにﾡ関係である,

統井家にある特別な花定 ﾡ( 例えば全お減) が最ャ1受でお s ま 

うほ場合と老えるのがﾡ通そあった。 そのとき計ﾡを還ぶ Mパr 日 

)に 形次化さ れ次の=っのかの うちのいづれかである- 与えられたﾡ 甲 

で格芝ﾡの長ぼ談差の及小ほものそ与えるデサイ>2足す才。 

永小の番用で受求ﾡ度さ与えるデザイ ンと足虫すﾡ法、

乙のﾡの 公ず化は むしろ 不ﾡ当 z 合い 多い。 しかし に が 

のﾡを定する場合通当を判定番峯とほがﾡ選が2.ラ の芒 s 
によって返われている。 «?) (の) eみ上。 乙の間迎 非 雄 F 油 

空にﾡしても考えられてWた事をを意してお二う. (

もっと一般的な判定基準 はま星ﾡ崎 (aucとoc ) (x
(23)こよって表すことがでさる。 すなわら切の選択 は活 ﾡ の全 H 
後 が系 大に左るよう行わなければならない。 ここ た利 益とばﾡ得 ― 

た 解報 o ﾡ優と 情橘そう るんのする2ﾡとのMの差 として定来 

とれる。(これは0R.の-般的び立法に関ﾡして い 百)木/険 元 を 三 

いは購入のよう な経済的をK引きに対する基改を与えきた ゆdを 

が行われる場合に は, a査の細低が どの< ら い花 ご登の 紀ほ株ﾡ 

と彼考 していろかは ししば定ﾡ的て表 すこ と が技 来る。 すなわち 

州え 4(M がそ ラ で ある。森は謡査 の目的を明路ね しかも 評細に 道 

べろことば他の 場合 Rはむしろ困ﾡであるかも知れない・ したがっ 

て 上iの逐ﾡの応用けむし ろばくぜんと契識し立場をあら くひき 

だす ようほものとしてなじられるであろろ- しか しながら愛っ 袖 

出計呂の 内から一つをﾡぶ事は/e oo。 0a登長のもの と eeo,eo。 c 
も およ が他のﾡ査ﾡのもの との 間 で/っを選 ぶ平 を wしている

-107- 
そのような望択に対する 合理的基 ぼを足4ず事の ﾡ受性はい< らﾡ 

ﾡしすざてもしすぎるといラ ことはない.

あるサンプ ングデザインの有用 任は 大部分は ﾡをさ れる 丞条田 

祈述～祭友してる.。 この事は特に巡之登のﾡ度に室用される-

一般的にいって, それは我林弱査の精度を決定する須査地威内の 

変ﾡ性である。 しハしながらこの 関係ははﾡ稚な ﾡ貨をもって おり 

行 た 系統的 計画 (4てこu〜tzと- acdes , とろようなある独出 

■ 身仞型が用い られるときにそうである・ 抽出計頂 ほ おいて建った 

計彦の効栗 そ調かに表すよ う す るため C は变動性 の篡多依な業相 

と求わすよう な菱なゃき業をは っさりする乙とが至手しい・(った 

ﾡ出ﾡにおけ そ 援孝誤差の亘族的な程定量 はおしる 不確実なもの 

P与えるﾡ向があり, まﾡんどが非ﾡに多くの費用を受し大登 

の デー ダ をﾡと し ている場合てなけれは逆の結祭となるて とが多い. 

場所的な変勢(あるいは広い意で"地形的" な契動) のい<っか 

の -般的な肝死が長止表さている。 こらはﾡ総ﾡﾡの研ﾡに 

明係して いる場合が多い。 春ご目ﾡ (zダ) と(24)～Gの)の弟文をみ 

上 ・

す っ と以前に場所的よ勤を取投ったもののいくつかはいろいろな 

ﾡガから 得た 履刻 値 の 系列 は 平滑な変動ﾡ向と翌わ合ったﾡﾡに魚 

ﾡ広成分のﾡと して表すこ と ができるであるうという 衣之 そもと 

としてい. 二のような令析は不台終&よう思われよう。 より 

※的でより政通世のある モルは服率ﾡ程の曜幹そづいてる乙 

ビが でさ, そのﾡ幸還程は確本的の主愛ほ今好の-つである. 肝ﾡ 

ぬ丈(み)はあ的友勃の性終zついてむしろﾡに一(的な仮定を準 

へしてﾡ出 計吾の清戻と あえ あこ つM迎がむしろっきり と した 

倍ﾡを得る町能性が多い事を示して るよう てある。
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例L
次のいく つかの ﾡはﾡ殊な 何乙適用 し そ 便利 である・ ﾡわれた 

刑ﾡは一つ の切 2ﾡして用い てみれ ば明 ら かと なろう.

この例は大規瘦期査に関するものである.統空学兵が利用出来 

そしてg- の日的 は林木 の 全衣 權 の 程足 で あると いう事 が仮定 さ n 
ている。深本退択の力法けそ原なおう-

乙の 達釈は次 の 4っの呉っ段商で行われる.

(Q) ﾡ本受の規別的な相目をﾡ空写古上&ﾡする 。乙れらの点を

他ヒ特性(林世 表地等 によって今様する- これらのﾡ性次 

の塚路の昼 と群成す る ・

(8)各骨内て乙れらのﾡのあるH合をﾡ判記る する ゆに最作島 

z通ぶ・ 柚ム合( d火 pxc*とuッ ) 昼ごと説う ・写 

責刈ﾡりﾡ2な円ﾡ保本プ= ッ トを正ばれR点の 上に夏く・ こn 
らのロッ トを更忆 創次盾 に今 まする- 乙のような訓次層は例え 

は用材木そ表して いるブロットのすべて を合んでいる-

(○)各副水盛 のロ ッ H の 割合 を 野外 プロ ッ rと して援愛ぶ・ﾡ 外プ 

ロッ ト 上の凡ての林木をﾡ径ﾡごとに ﾡ査 する。これらの級 が 第 

4番目の段ﾡのﾡである。

(。 宮径般各まれているﾡ木のある 副合 を 線本木 どして 愛が- そ 

れから各ﾡ本木のﾡﾡとﾡ海等の刷定によっ てヌする。

乙の計ﾡは並帆サンプリ ンクケ表のいく ついの特ﾡを示してい 

る. 式た少し変形すれば他の立式も例示てきろ. 論楽しﾡ合せた 

翌のﾡ査xーフのﾡ限を設ける と いう乙とが可能な保本設 の分ん 

ど拝ﾡの変化と烈わすであろうということは主巨すべ老てある、 混 

室標本計あを足出 そうとどのよう 試み ても むしろﾡら れた 殺計 の 

板に際定さるに遺い. 長速計ﾡをどのように してるかにっ 

いての 数 ヶ の よ S 例 が 文献 (ダ), (3乙)にみられる・

多区控出 C -ーニー4イと <eマイ・a)
例においてはﾡ空客真が (②) の段階の遊出払のﾡ(Pawt)とし

: 。 、 -109- 
て俊われている。 したがっ そ全地域上 R -様に設質された点の 本本 

をぶ乙とができる。このような 砕が利 用できないときにはとえ 

ばﾡ空写英で得る ことができるような大きな形ロッ ク のような 

五減のﾡ本をそれ zかえて 澄ぶ こ と が便利でるる- ついでﾡ本点の 

網目E各アロックから遥ふ-ﾡって段ﾡ (a) が二つ0ﾡﾡに分 

されておリ, 第2般の様本点はﾡ一般で選はれたプロックからの別 

烈ﾡ本になって〜る。 明らかて二段ﾡ公のこの環ﾡは図化が不え全 

2ある地域においてどえも 全京林※系を格えする 消会を今えるもの 

cある. ^

多相独単(2242とA4e4e-sezzc)
多相ﾡ4 o 理論 は森林調 査 では 最 も ﾡ妥な袖出源ﾡであった。ヒ 

っ火投階の袖出ておいて. 多做階で集めた擠報は次の段階の衰化た 

俊用する. すなわらc○) の段ﾡでは林木が燈(夏優恨) にﾡ分サ 

2 れてる. 手た武った重内において一定割合の材木を()の段ﾡで 

: 長ﾡ祖 単位ヒ してぶ。

ﾡ化油出を盗用するとさzは。 次の点を考ぎしなけれならない. 

) 層の攻と登の間の姫をはっ※りとしなければふらない。

2) 各層からの別次ﾡ本の大きさを両之しなけれはならない。

各号へのﾡ本のﾡきてはﾡ計理鈴ては十分注ふ2っけていた。す 

cノク々今年にCと。«e.G/)が定 された全材橋が長大岩良 

名得るため乙は各直径役に一定枚の環本木をぷ当てるという 公式を 

そ表しに事は主目すべきである。他のﾡ若は後に全子年が一定の場 

合の承道列当てに対すろ上と対ﾡした一級的な公式を発表した。 z 
ダ, 変ﾡが大きWかてもなくばﾡ本袖出のﾡ用がそいような眉ﾡて 

t相対的乙ﾡい袖出字を使うこヒ が一般的 な理ﾡである. その大用 

ば(5)と(3え) そみられる-

ﾡ初, 混本者出の浮問条は上のﾡ/のXをいく分糸役していたよ 

うである。 しかしなが ら最速名 化"の問超は /夕42年に 7D乙.っ.。

」って所死が進められ, 現在数人の研究若によって研死されてい
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ろ.(/みと4〜8)と(5)をみよ. 明らかにﾡえば査優ヌ度を燈に 

今割す ご※民の方表と足すというよつをことが味おるMﾡでる 

ろ う ・ <ﾡ本太 o 骨化祖出 に用いるめ)

多相独 はﾡ報が次スの 例) ( z,2«) Gsイ) てわか るよ うにﾡ報が還 

った所から得られる合にも面用出来る、(のの段婚(上記参照) 

での各ﾡ本ロッ トの動次 ﾡ本 に対して得られる- 百剰社定とﾡ密 

花定のMのぱ優を例え西W法よってりあげる . したが。て あ, 

の災ﾡの目測誉こが検こでさる. 戸到花定値とﾡ介外ﾡ定のﾡの河 

が非ﾡにﾡいならば. こ0ケまの ﾡ友 はほも しcの段階で す ベ の 

プロッ トt 野外で西査さ れ た でらば得 られたであろう ﾡ度 よりもほ 

しのわ す か俗い服度に す ぎな^.

しかし さがら二っの定受を回ﾡ法で有合わビる ヒ, 誤差のこ 

に不ク公ずが利用でさる とVラぷはﾡ致である. ち し#に不正品 

な公式が使わたどずば, 受のﾡ定ﾡ は野の外プロ ッ ーの情報さ 

に変づく ポ足動よ りも一層 ﾡ密 さが少いであうう み)。この芝き 

は 愛ﾡ的 泊A に図速し てﾡz ﾡ委なお のてある.

乙のﾡ法は目型#定がむしろ主ﾡ的であるごきにもな用しうる , 

しかしながらその 時は 目 測進之か 次 の ポ本 相夜 に っいcの ﾡﾡ的を 

盛なしに行われるという 乙どはやむを得ないこ ごであさ- コ ま 

は野のずロットが系紙的ﾡて上ってほはれたなら天用るﾡ ・国 

感になってくる.

各々なﾡﾡでの昼本ﾡ当 C Sazyez dそ- z x&c4d 乙 

昼化袖においてはあ合は通常層ごとに虚っ て いる- ど集耶。 な 

々別なﾡ位がそれﾡﾡ漫状の盛ギをあってVろよう なﾡ式が要 

一居催氏して\る・ 乙の立法はM.H.Hazse とWノな)zよ 

って/ククス年に論じ らnて いる . G$) 参照. こ○立表を行うと高産 

の効半をもったﾡこがでさ, また椎こﾡの京が簡単てなる. おっ 

※みにおいて乙の型論は層の各ﾡ分がそ ○面ﾡに比例し てﾡ本が 担 

出される森林ﾡ査において自動的に存在している。附加的な説四

今xじccん のご用 送に よって 今え れる-

ﾡ出 壁位の 大 ぎさと(&ae24<4se学_-ビzとごュ2 
多く のぼ鉄的証初が調査ﾡ用とこのﾡ友へのﾡ本ロ ットの大

きさと形の忍替について乗められこ・ (3る), G) ～ Gジ?)・ この研fは桜 

本プロッ ーの長の大ゞさと形は林形とﾡむ情報のﾡﾡに大きく 依 

するものである ビいう ことがわかっ ている. 日測足め野外2測 

りuの ﾡﾡはﾡ関は野アロット び航字多夫からの材薫花文をﾡ文 

るにめZ使用されるとさにﾡ委であるどいうラ 乙とをてれと 関亜し 

― を 志して お こ ろ. 大き な 写 改 列 就 した ロッ ー の中に度夏した

ハiごなﾡ外ロッ はむしろおそらく

F火ど< パァtdた_ c4e) はプロッ 

のな性 に対す る- 政 的 公式 を 展 解し

効幸がわるいであろう。

一の大ささに関する描出 談送 

rに。この公なな場ﾡ的表動の

げにﾡす るある一 級的 な •仮定 から近似 的に誘導できる ものてある 

(スクフ- この著著はﾡ度 材 等の異なる森 林で 速当なうロッ ト 

りよ ささ のMﾡを一緒に し てﾡﾡう こ は 経験的な 証 碗え よ るいく 

つかの理論的モデルに対なこせる こと よ って紀であるといっ こ 

乙E明らか)z し.(場所的ますの枚す的な様型のﾡぶい らはヒ極ツ 

ン ドヲ地ﾡのまはらなﾡ生とﾡ市雨期性林の 間の差そ明らかこす 

2 はﾡz比別因すにすざない てあ ろう-)

ﾡ若ﾡ ( Ce4Z22- エシイ ン■ 1「マロ ・・-マ -- ー ・- - --- ー ー-一- ---- - ---------一 --- 一てー ・ ---"

もし油位 の配置 かr 許ﾡ, ﾡﾡ等の正服なﾡﾡ受を得ると い 

ラ妃点だ で考えられろ 

イク場 合 なら は 各 唐)こ> 

房利 で ある。 乙のことは 

/を配Xする場合にﾡ用 

z パ は> であれば三

ならは, 認査される面ﾡくあるい騒化油 

上zをむしろ一様にﾡ出ﾡ位と今ﾡするのが 

たとえば池団上あるいは航空写責上にﾡ本 

ぐさる. ある新はで場所的支動が※一(あ 

ﾡ形網目が長ﾡな性ﾡをも っている こと を

こと が で.芝る < Z?.
出単 位 が 野外 に設愛されたとさIに 一様な間隔をとる ことな 通



常むしろ行質が面いにめに非有効的ごあろう。 またに比較的ハさな 

面科府に救ヶの"ロッ rを含む ﾡ愛 zﾡ本ブロッ ト&グルーイする 

ことが普通行われる. ﾡ落油は受在スウェーデンの団ﾡﾡ査 (4)
の「ぞ2ccる% "でのボ祭プロッ 

入とれた Ccm- <43Zなっ-" 

/ぞ て超用そ れて 

なﾡ造について何かは っ きり 

ナ 調査や <CeZ3cパ- 

や (z)で述べ られて

いる- いまご»この

しにことをいう こと

(夕/) そよって平 

い る "eれer_cc" 
ようなﾡﾡの最速 

不可能びお る。

乙 の ﾡﾡ乙 おて経ﾡ的突証の補充とそれを系統的にどり まど め さ 

ために数き的モヂルがまた送要どろう こればむしろ森み測定所

死の分野でのﾡ③の周題である。 ,

系統的油出 ( -kraてewzaイzc- イマvru～z )*-ペマママでマ*一 ﾡ*でギ ▼業 . *** ﾡ w*幸卒番ペデャwキーャーででマ* " ・ ・= ・**季「・****** 一.... • 字 ▼ャパ®ﾡ ・-マ---ャ--マア・マ

ﾡ落ﾡ出の極端なﾡ合において袖払学の/っを回ﾡ! 座覇 ノ 

るどラや リオ. 乙nが系統的柚油求の選ﾡである - 多< o 場合に 

ﾡ作ﾡ油出去で夏さかえ られ ろけれども , 本林掘査では だな < 天

されている。例:上の段ﾡ(2) で 飢 空 写典ヒ た 根本 总を 

今記する, 等距離スト リッの才式等々・ﾡオプロッ ト o 様逐 (ﾡ

xc ,ﾡ)もまたﾡ叫的な幾ﾡ送的な網目に役愛される とが 

V ・
森林においての系統的ﾡム表がんてわれるのは-86は長「 

の頃者によ っZいたものてある- しかしながら系統的独A去はある 

料別な利Rをﾡ供することW一般的に話めらnれている。 系然的 ﾡ 

球が ほぼ同等の無作為独出去よ り も 精及 が高い こ»は外ﾡ多くo 
所f究によればほとんご乗係がない金てある. たとえﾡﾡな活化が 

用芝れた にしても,無作為柚出表は袖出ﾡﾡのﾡ終的な愛次の際 

無作意性と 得 るためえ いく ら か の効率を 感牲 にするのが普並ておる 

&ジ, ク)を参照されたい。 も し条件ﾡや杯型のﾡ化が柚出#位の 

愛状に先だっ て行われろとすれば, 漫探の2っのﾡ去ﾡの効本の塁 

*いく ぶんハさなものとなろう

他の間ﾡも とz ﾡ麦しマえ意し なければならない。土地利用 代 

た -113- 
を林製等の督化は調査されろ全地城に対して行われる乙ヒが多い。 

理定 が 師 分的 な地城く ﾡ化には考えられなかった)そお」ぶとﾡ2 
は, ﾡ化無作々ﾡ本の効率は不花求ﾡ作為ﾡ本袖の力*よ りもほ 

んのわすかﾡいことが認められてVる- ()、($) ・

場的変数の楼型において チ刈し びた い周期性が海在す みと きは 

※統的援本へ大さは形督を およぼすも の でおる •俠” をみよ. そnれ 
こはﾡ本標本ﾡ査における周期性の例がﾡをされている- しかりそ 

： 右の許謀. 07 ル c?) ほ感 更 に との 例 を 更 証し て いるよう思 わ れ 

る。 - 、- ご:ヂ: .

ﾡ教芝そ#こす る 乙 とが困無で あ る こ と は 系続 的植世 の 批： の 面 

そのﾡ大な欠点である。 平新なが分と総許に条作為な の 和とし 

て 的ﾡ動を表わすモデルは袖訳差を袖えするための沢山の公 

厂、の 基威 となって い丘. これらの公氏は隣りあっ たﾡ本 ¥ 住Mの差 

の分散 あるいはﾡ料と図示したり 解株 的午神接をしたり したあと 

の昇差分散左もと と している. このﾡの公式は /?22年にﾡ表され 

そのお にえず洞発足されてごた- もっと自由姓のあるモデルが使 

nれたごさに, 上に武べた型の公云はある場合たは ﾡ出設が 

速 大 粮 定 で ある かあ 知れ な いし感の場合には ひご< ・ ﾡ 定 て 

ある. しか、しながら 系 ﾡ的よの各々特別な型にって 

『 然 何 尊 的 被 更 を 厳 由 に 考察 する 乙 とによって当にっ た誤差 * 

Eと今える式を楽処するて とがc 大ﾡの場合に) ﾡなよう恐 

phる。 ce).(z): 乙の場合にもまたもっと多くの経験的庫証が 

メ妥である- :

才 互 英 入標 本( 9nシueeインcイ<子__-s9awee )
相を甚入ﾡ本はﾡ落抽出の一つの型として分類でさる. この論 

の才えあは二っ上の向ぜるﾡ本と考している必#団からほぶこ 

2 ぐある。 その呼各々のﾡ本は別個な査とし て取ﾡわれる。 乙の 

ア ぬは々c. イa人zイwnく火s た よっ、て ¥め お れ たも のであき es) 
とみよ. ライジナロ ト調査く あf ?) z おいぞ2っの 互交ﾡそﾡう
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のがノっの例であろ。 乙の 場合 2 フ o 支交 ﾡは別リ々 の 許外調査ﾡに 

当てられる. これ2関ﾡして. .w.Tんa が少ﾡの放立に遅ばれた 

系総的爆本を用いるこ と&類 したこと2主意しておこう. 乡切 を 

みよ。と の型の様本ﾡ出は別ﾡをﾡ水ﾡ否の#ﾡ置を 較する こと 

乙よって可ﾡ な従員設拳 (士地F 用後。 地位ﾡ等 の交 におけ ろ ) 

を研ﾡす ろ み会 を与える。

凡て のﾡ本からとみに した足ﾡの硬学課差ば次の系統的ﾡ本 

が務立/ﾡばたならばﾡ軍で しかも 不備 な 手順 で 計第 てさる- 油 

出誤送の大ﾡさは述った相ﾡﾡ入ﾡ本平均値朋の変動によっ て す 

z とができる- このﾡはﾡ催な者文やほ沢の力法が用いられる他の

合Zも価値がある。 その次に袖払誤生は従高択差を各むんのに所麻 

ﾡさてれなけれならほい。 沢Lの分立な系統的ﾡ本からの こみこ| 

7 椎定量は ・ ﾡ合 わされた相受 貴入ﾡ本 と同じ程慶の単一な系ﾡ的 

超査か ら の 変 定 症 より も ﾡ度が仏い場合が多い 乙とをまた強ﾡして 

おかなればならない。 <4?)

非を本道出誤 (22-4a2ククタシ-eペ22>
非伝本出取をは林多の論文においてすでて多く 論株されていた. 

早 い例は ( /, パ48に みられる。 しかしながら, 非禄本油談の 

経験的な所究にはほとんどてあっていない- ある場合乙ﾡ測によ 

る方※の通常の方式が広く用られ, 乙れまで可能な仰奇につい て 

検定は行われたことはほかった・ E.○.Cc"/。 く3,ア8ヨ)による 

次のﾡ述"短戯の不足は信ﾡ性を生む" とうのは愛明に役って 

あろう. した がっ てたとえば地位級や令級などを得る cめの通+ 

碁高広てのヌ定及どのﾡも警選のやり力のいくつかを彼立に< り か 

えして行うことが乙のためにめ要であろう。 ( 前 節で 述べた方ま卷 

照 )
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てい る母菜血 に 関する 情 報を ラ 多ためのケ 式がﾡ略述べ られて いる. 

(/, シ)をみよ. 平ﾡわている力表は2っの反対のﾡぬる場合 

と中間的なガ京の一祖と して述べられて いる. 雨極的の場合は森林 

・をでよ く知られﾡ法に応すろも。 てあ る-

一つのﾡ端な場合では, 同じﾡ本 (あるいは多くのもとの ﾡ本 と 

aじ副次ﾡ本) が各々 の時点で両西査される・ 乙の万三は変化た関 

ず z 情報が 要来されて いるときに有 効である ・ そ れは固定標本 口 

ッーの再測定 に応 ずるものである、

反井のﾡ端な場合には此ったﾡ本が凡ての時ぶ乙はれる。 各々 

のﾡ本は尚の衣とﾡN係に登はれる, すなわち枚本は 変在 のスシ 

E-ン固際存林頭査く4)のようにより大さな組ﾡの一分を標ば 

チるであろう。 この才去は全材ﾡ寄の正曜な椎こが全月Mにﾡって 

受*2れるとセにに通している. 中間の場合にはﾡの本の一師 

分が次の 時点ま で/っあるい は他 のおざﾡえみまに したがっ てﾡ足 

zれる. 一つの時点にﾡするサンリ> グが皮 ﾡ火庁や 代ﾡ の 列定 

によって愛去に関するﾡ報を与える ことがで老る乙とは森林認査の 

六 長 ごある。 全部を使ってこのことと可/するときこ, 家2番ﾡ 

の姫がな場合(凡<の平象でE別し たポ本 ) が有効 てめる・

縦時ﾡ«に関するサンリ ングの新しい理論は明らかに注ﾡ的な 

卒#調査で出合 ら色々 な立場を解明するめに 発展 し て 力 かな けれ

なら ほ い。

謝辞 ( イ。c%っu&.②-Czoっ2eぞ- )*" マT* ～ .. - - ■■■■ •• 字 ―-・ - • « *•--•••-•- 「マキ マ ・

若着は多く の御助きをﾡった Dr. Je Qcderuc3 とこの論文を 

炎訳して\だい メ. Qk. u:&。てz ノ M万 に謙ﾡをうした

_連ﾡﾡ査強 ( CezZcncece -u2シペ)

標本 摘出法で'継時軍象の標本補出" というﾡﾡのる とz友化し
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合湾 (中風共和要)における森林調査

etec ec ケ 74 / IA イ ス&とと ダ CH/MA
•

Pae - & み〜a ・ C 白 恋 )

C ・ C%c〜e.2生 4y2:-4ea4 7 なン

2cxd ピ xン Jc～スて ペ-シ2.44一- ダ Cイ〜- ・

Jン○///r- cx～_

合 ﾡの陸地面預の 42eee メ以上は林地てあり ・ そのうちの内 

spすなわら イ429oメ～はﾡ有ボである、 全国ﾡ妹は経営目的のに 

oz んノの施末 乙に分けられている- 森林任老計己は国有林てけ盗 

河されている. ノシ4年まてz計ﾡは全部で ノ2ョョ,ノ82～Iそおよ 

しだ. 航ﾡ写真顔査ﾡ法は ノタ◆3年ま では入されていなかった・ 

猛ﾡ袖出と 単純なサンプル プロ シ ト の 方法を 森林種 営 計 専, ある 

• 深 目的に対して用いた. 林分 をこるときはいっでも 立不書を 

げのった. 森砕あﾡはﾡなコ>バスを便って 平面測堂基本図 から

承した. ﾡ本係達はわからす たそれらの横度の花文は西ﾡで 

らった. ノグケ4年に合湾の旅林奮ﾡと土地利用の全ばに麦る調を 

2ﾡ空写古ﾡ査を使っ て及開した. そのどきから 統ﾡ写真調査決 

E, 森林優営顔去や孫林K系調表の面 に用 しいま なおなく会海 で

われてVる.

忌 瑟 資 宏 顔番 と基約 的さ森本経営計ﾡ調査・

,) 合ﾡの古資ﾡﾡ査と土地利用額査
ﾡ札戸mな会

土ﾡ利礼ﾡど森林ﾡ翼調査は, J・C.R・R,(子vそCexvmv.odc2っ〜 .

Rxuxe 元ecx-nxxczcau ) が右ﾡした中一米ﾡ膚計西であった. 

は内者は次の 機関からほれそ・

Q)J...aし Pwwクvcxa8 2acラuと-, イc4ccど 〜tイ子ucsZ子 ・

(合ﾡﾡ林ﾡ )
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4) wzー チイ azccdx c 合ﾡ株野方 >

○) プな～. 3rcマ アceewc& Joれxxa. - c合 書 林 来試験場)

) Ccae ダ イ〜二〜パそcc をそ22ァ3ピ んぶコ〜 4っuビveをd移 ・

(回立合考大ぎ, まﾡ)

森林 資源 調査の 5的は次の2っ &得る ことである. (). 森かり 保 

統収ﾡのために合ﾡのを林深累に置当な経ぎがてそるような杯ボ改 

策を規立ずるため忆淡要よ信建柱のわる林地面積および成要量, お 

ﾡﾡ. その他のﾡを 会tn.*お成こくくこと.(2).ﾡ株した色々長片業の様 

ﾡにﾡ麻法ばにﾡするﾡ報および 示 &号えること・

このをでは航ﾡ写浜球受学的な立法を定用した・ ﾡ4Kと援 

ろために一般的な地刊にﾡ角な求西才向z2火 のスーリ ッてを紹行 

した. これらのﾡﾡは2メ ィンチﾡﾡﾡﾡの レニズとてイナスブル 

ーフィルターど赤外フ イルムを使って oc。 ～ グs.po。 の締尺そﾡ影 

. 乙の調をには二ﾡ品化神出才法こな用し「。 写真限本ロ 

ットをﾡ本ストリッア上Zラーダムに並の. 全師てスクよであっ 

なた・ 乙れらをまづ林てあるか森地てないかてFって今iしzれら 

2っ ○主な士利用型に対して材叔ﾡど保な問地盛坂之よって 届 

化した- 全あで 火よの 地上アロッ ーを各量の写女ブロー からラ> 

タムにん. 写真ブワットはﾡﾡであるか, ないか, と立木材承 

こうるための基本めな保本であった。 上プロ Fは上の情報モ 

潜 ると 同時に写真ロ・ ト の頃ﾡにﾡ用 L た。

名林 地で の 写 女ブロ ッ ド を 写真 利読者 が 立休視して 主意ﾡく断ﾡ 

し・ 林聖と認別し,ﾡ髪ﾡで者ﾡ&測定し. ﾡ資尺で御ﾡ習ぶを 

烈こし, マィクロメーターで樹ﾡあ怪を刈老した. 林令材派役とこ 

のよう忆 して 央定 し た. 林型は次のように役分けされている。

*書型一 Scce と 戸

Hemtec&-

Cそ22do
ろ. So.

他のﾡ樹
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針広野

なﾡボ翌- ※市的広手書 

平糸ﾡ広株洲 

通帯友ﾡ樹

竹林型

ﾡ分氏度ばは次のようにﾡ分けされている・

題否税 /e～ジ?%のﾡ冠密京

*・ クク～&ヲ% ・

良・ ク2～ /ee % "

材示複は プ洋 位で 当り平均オﾡによって友系に示したような 

るの ぐある.
材 砲級 だ当りの?

2 o。 ー メ?

〃夕 o-22
/o /ec - /?
ノ /。 一/ア

Z2 zee ー スタ?

o 3ee - ア

4o e - タアア

o e - ク
クダ

クマ +.

台ﾡの全材地と全材ﾡの袖出誤ﾡは全林だ, 全材に対する互念

N で 我 して それぞれ 土メ夕 と 土/厶 であった- 一般に下に示された湿

ア柏出ﾡ迷のﾡ用が期待できる・

在z単位の面積然,
5の 2e。 X 下
$。 oe。 ～ /2の 20o

/oooc。 d〜 622 ・02
3o0oo。 く 上

/ee 分率で表した 伏的面務益訳差 

いっも o 以上のまう 

普通2e〜。 のHの変物
い つ も /o～み○○間の次動 

てo以下の変ﾡ

z 集約的な森林経必計夏査

水的的な森ﾡ経営計ご顔をを国有林施海※区あるいは他のﾡ別なﾡ 

』ボして行った。この目 的は林営計ﾡめぬ旅に炎要 なﾡ報そ

ろことである. 訓査は航ﾡ写浜を使ってこかした, その烧 空写真
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Z) 呼介ﾡをは飛しい雨のためおくれることがうい-

常2合考 のヒi や 北 ﾡ部地か てはﾡぎ天の日は少V. 卜#は行に台 

凡ののおくれる てと が今 . ﾡをﾡはﾡ天候の間中テントにﾡじ 

乙められている -

ミ クーo,ooo地形図だけが利用て老て若本区として役に立っ- 大縮 

での地図はﾡﾡ方ﾡ努で作ﾡしなけれならほ- 設ﾡや経験りあ 

ろ茨術者が不足している・

◇ 西査にﾡﾡした式#る作なしてければならない-

形#復杯翼表 統空子英材ﾡ表. や犬条材秋ﾡといううないく 

つかのﾡ別な所究が行われて森旅でスﾡがぎあになった ・ しかし 

ながらﾡめたﾡば十分なも のてはなかった・ 多く のﾡ目を明らか 

にする込要から回ﾡﾡﾡのための多く のﾡ料そﾡめはけれrならな 

い。たとえばいろいろて林型の材ﾡ, 材級およﾡ冠密度般は内 

ギ計ﾡだﾡする であろう・ 料型 の 售 実由 統/) 俺や サンプ リンク'技崎 

のハンドブック, ﾡ査設計の方表は 森体盗の 色々をの事をﾡ 

広するの2処 妥な血具 となろう.

しかしながら. 台ﾡでは統空ﾡ真法をたく用いてきている- 林 

ﾡ果ﾡ査とﾡ林経ぎけ計ﾡ督査は森林ﾡをの分野では,( とえわれn 
れには核術者が不足して い そし政府 からの ﾡ助と しては大した予ﾡ 

*なWけれども)2つの重要品門でめる- しかL 代然 る術的な 

仕車は有格のある校師によって数ﾡされつゝある. 次の項目は未 

の淼务画 春 の方向を 示す も のでめる-

1). 毎年4ﾡ業区の割合でﾡ査を行って行く乙と。

そうすると Zeo,ae た☆くD林が編をされよう。ﾡ空写求部 

ﾡ表を深用する以ﾡは. 2施求区すなわち/クe.oooメの林地だ 

けが面ﾡ神出法あ るはﾡ社サンプルブロ・ッ ト表を使って査さ 

nていすごない。ﾡ左. 航空客真は森林調査を行うのに取区 

の才法であると考えられる。

大部分 の仕事は地上頃査の 写1調整によっ て実行して いる, 台 

※の団有ﾡではク/ の*区があるから, 乙の全部を/0年間の周
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資で綱次ﾡ査しなけれはならない- いいかえれ茶氏Eﾡ年 

ョ査する 乙とである・

z) な林施栄区ある ば特別ロ 地域 の足形図 ・査と想合わせ c 
賀約的な系林ﾡ系餌査

/ クよ4年に業約的森み資※函査や森林経営計ﾡを そ田立台為 

大ビの次署林でﾡぶした。 使用した子水はすﾡR回ﾡ軍が赤外フ 

イルム で 撮影 した も ので クzooee ～ クeo。 の終尺で 3.222 メ〜 

すなわち32e/マバ の支習林全にわたるものであった・ 乙れ等 

の帆空写頁は函ﾡ, 君 承成長 @ およ な格犢至 を おめ 3ためや 経営 

計yのための 資科を 与•える ために■かり でなく 承泣ﾡ成された地図 

の作政の 目的にも われた。/タv ?年の系れ こ 7a 一全と - <イ〜t 
り採地の地形図が®oe の格尺で史及した- ﾡ面は林型を反 

するようz も作区されている- 広ﾡ掛ヒ様ﾡの占有ﾡはﾡ 

図上で非常にはっセりと分けられた. このﾡ表で非ﾡに笑約的な 

系林ﾡ芝計夏は基本区と して大ﾡ尺 の地彩図 にﾡかれた詳在な 

H因と作広する ことに工っ てﾡすることができる.

上にべた仕すはﾡ系ﾡ行さるであるう. 多くの計ﾡが立て 

らnた. すなわち女個の北形区作放核廷をこの目的のﾡめﾡ入 

した. た広ﾡな天ペ資ﾡ調査を林地に矢行しつつある-

; 表林経営のためのモザイク字真

常別な地なのモザイクは形図よ り も森材経せやa査とよりは 

条に上り 及なものするの に役立っ. 森林宮応ﾡ存事真から孫 

g, 樹ﾡ盗友, 材科なを刈足できるしまた林送設計. ﾡ応工事計 

g, あるいは他の係来の目的に村してさえも判統できる- モずイ 

7写真を管理すろ翼用は地形図化の賢用よ りも夫いが台然件 

の感じは地形図のかわ りにﾡ真を使うとよリよいキのてある。各 

国 南林施築区 に 対して管理した モザイク を 作る計画が台 途で計ﾡ 

zれており モザイク写真の目的には cezAシeaそedtu& を ﾡ 
う計言がある.
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火 ﾡ在な須そ疑用するにのの商は了の訓熱

雲資判純技術はﾡ林経き目的に とってメ要タ 

である. を林言は合寄では, 師区客夏を使う 

るし・ 地才森林宮ゃ並くの目から系ている族杯 

するたののﾡ成所が設立されている。

べからざるもの 

に委励されてい 

に 逆要なか後セ


